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「──うおおっ!?　あぶ、危ねえっ！　お前ら、俺おれを殺す気かあぁぁ────っ!!」

　激しく無む駄だだと解わかっていながらも、しかし凰おう沢さわ暁あか月つきは絶ぜつ叫きようするのを止められない。

　全力疾しつ走そうしながらのため、その叫さけびはドップラー効果を伴ともなっている。

　東の空が白み始めた早朝。暁月は、緑の木々が生おい茂しげる深い森の中を駆かけていた。

　砂すな袋ぶくろのような大きなバッグを肩かたから下げ、力強く地面を踏ふみしめる大きなストライド。

　その半歩後ろに、次々と矢が突つき刺ささってゆく。

　そして背後を包囲するかの如く、ザザザザと小刻みな足音が追っていた。

　暁月は後方を振ふり返かえり、追手の姿を確かく認にんする。その眼めに飛び込んできたのは、森の中には不ふ釣つり合あいな、紺こんと白の色しき彩さい。侍じ女じよ服とレースのエプロンだった。

　追手はメイドだ。しかもその数44人。不ふ況きようの煽あおりを受けた昨今、秋葉原の路上でもこれ程ほどの大人数のメイドを眼にする事は難しいだろうに。景気の良い事この上ない。

　追って来るのは美少女と美女の混成だった。暁月は思う。夏の渚なぎさの浜はま辺べでこれをやれたら、さぞかし最高だろうと。

「でも、今は夏でもなければ、ここは海でもねーよっ！」

　暁月は自分自身に突っ込みを入れて、逃とう避ひしかけた思考を現実に引ひき戻もどす。

　というか、季節や場所以前に、根本的な問題があった。

　そもそもここは、秋葉原でもなければ、地球でもない。

　異世界である。

　アレイザード──それがたった今、凰沢暁月が大地を踏みしめている世界の名だ。

　だから、メイド達たちは全員手に光物を携たずさえている。剣けんとか槍やりとか弓矢とか。

　この状じよう況きようを理解するには、暁月のとある事情を知って貰わなくてはならない。



　──五年前。暁月は、このアレイザードという名の世界に召しよう喚かんされた。

　剣と魔ま法ほう、勇者と魔王が存在するこの世界は、魔王ガリウス率いる魔族との全面戦争に突とつ入にゆうしていた。

　そう。この世界に、既に勇者は存在していた。

　だから異世界から来た青年が勇者になるという、物語の様な展開になることはなく。

　むしろ召喚されたばかりの暁月は、何の力も持たないただの少年で。この世界の行く末には関係のない、傍ぼう観かん者しやでしかなかった。

　召喚された暁月が眼を覚ましたのが、勇者がいる魔導大国シェルフィードだったのは不幸中の幸いだった。勇者レオンや、王女リスティを始め、戦士ゼクス、魔法使いルーティエなどの面々は、暁月を快く迎むかえ入いれてくれて。それだけではなく、過去の文ぶん献けんを調べ、元の世界へ戻る方法まで探してくれた。シェルフィードの王都、エルディアの周囲に広がる広大な森。その北側の最さい奥おう部ぶに、別の世界と繋つながる《異界の門》があると。

　そして、ようやく暁月が元の世界へと戻ろうとした時──しかし悲劇が起きた。

　魔王ガリウス率いる魔王軍が、シェルフィードの王都エルディアを急きゆう襲しゆうしたのだ。

　そして、その戦いで勇者レオンは若い命を散らした。

　魔王の凶刃から暁月の事を庇って。

　レオンの死は世界に絶望を与あたえた。さらに、エルディアの陥かん落らくが追おい討うちとなって。

　民衆が、糾きゆう弾だんの矛ほこ先さきを暁月に向けるのは、ごく自然な成り行きだった。

　そして、暁月を唯ゆい一いつ擁よう護ごする事ができた筈はずのリスティも、恋人だったレオンの死を受け止める事ができなくて。彼かの女じよもまた暁月を激しく非難した。心の底から暁月を呪のろった。

　──貴方あなたさえいなければ、と。

　ゼクスやルーティエも、暁月を庇えず、そしてしばらくの後、暁月は何ど処こへともなく行ゆく方えをくらました。誰だれもが暁月は逃にげたのだと、次々に彼かれを卑ひ怯きよう者もの呼ばわりをした。

　だが──暁月は逃げていなかった。

　命いのち懸がけで、単身神々のいる世界《神しん層そう界かい》に赴おもむき、そこで血の滲にじむような努力をしながら、修しゆ行ぎように勤いそしんでいたのだ。その結果、暁月は《錬れん環かん勁けい氣き功こう》という、体内で氣を自在に練り上げる操体術を会え得とくし、再び戦場へと戻ってきた。そしてリスティやゼクス、ルーティエ達によるエルディア奪だつ還かん作戦で、窮きゆう地ちに陥おちいっていた彼らを救ったのである。

　暁月は一いち躍やく英えい雄ゆうとなったが、しかし今でも暁月のせいでレオンが死んだ事を、快く思っていない者は少なくない。特に、リスティ達とわだかまりを解消し、仲間として共に戦うようになった事が、レオンを想おもう一部の民衆にとっては火に油を注ぐ結果となって。

　いつしか彼らから、暁月は皮肉を込めてこう呼ばれるようになる。

　──はぐれ勇者、と。

　しかし、暁月は甘あまんじてその悪名を受け入れた。それどころか、むしろ堂々と自じ由ゆう奔ほん放ぽうに振ふる舞まったのである。自分は英えい雄ゆうでも、ましてや勇者でもないと言わんばかりに。

　アレイザードの勇者はレオンだ。暁月は今でもそう思っている。自分は、はぐれ勇者で良い。だから魔王を倒たおす旅の途と中ちゆうで、民を虐しいたげる気に入らない貴族がいれば、問答無用でブッ飛ばしたし、可愛かわいいと評判の美少女や美女には、声を掛かければ手も出した。

　そうした数々の冒ぼう険けんと苦難の果てに、暁月は魔王ガリウスと戦って。

　そして──ついに、魔王を討ち倒したのである。
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　神しん殿でんや霊れい園えんがある東西の森とは異なり、エルディア城の北側に広がる森は手付かずのままになっている。それは北の森の最奥が、聖域とされているからだ。

　そのため舗ほ装そうされたルートなどはなく、あるのは木々が避よける様にしてできた自然の通り道のみ。だが、それでも草木はあるがまま、思うがままに育ち放題。油断をすれば所々地面に転がった倒とう木ぼくや、伸のびた蔓つるや蔦つたに足を取られて転てん倒とうは必至。

　──三十分。そんな野道を走り続けて、もう三十分は経たつというのに、未いまだに背後の気配がちっとも減らない。セメントだ。向こうはガチでこちらを捕ほ縛ばくしようとしている。

　どうしたものかと思案する暁月の頭上から、

「アカツキ様っ、ご覚かく悟ごっ！」

　メイドが二人降ふって来た。手には長槍。左右から挟きよう撃げきする形。

　とはいえ、こちらも掴つかまる訳にはいかない。彼かの女じよ達たちを傷つける事なく、撃げき退たいするにはどうすれば良いか？

　暁月の脳のう裏りに、咄とつ嗟さにとあるアイディアが閃ひらめいた。だからそうする。

「──よっと」

　暁月が半身になって長槍の攻こう撃げきを避けると、着地したメイド達は振り返ろうとして、

『～～～～～っ』

　しかし二人して顔を真っ赤にすると、そのまま地面にへたり込む。

　剥ぎ取られた事に気付いたのだ。

「おいおい、どうした大だい丈じよう夫ぶか？」

　わざとらしい声で暁月は言う。その手には、白い布が握にぎられていた。メイド達が穿はいていたショーツである。すれ違ちがい様の一いつ瞬しゆんで、スカートの下から咄嗟に拝借したのだ。

「何だ、まさか足でも挫くじいたか？　どれ、ちょっとスカートの下とか見せてみろよ」

「ひっ、いやあぁぁ────んっ!!」

　慌あわてて逃げてゆく二人のメイド。

「なんつーか……効こう果か覿てき面めんだな」

　暁月は思わず苦く笑しようする。神層界で、暁月に錬環勁氣功を教えた師し匠しよう、拳けん聖せいグランセイズ。

　彼は最強の武術の使い手であり──そして最強のエロジジイだった。

　そのため暁月は操体術としての錬環勁氣功だけでなく、ちょっと──いや、かなりスケベな使い方まで教わっていて。今では「はぐれ勇者は女好き」という噂うわさが、アレイザード中に伝わっている。メイド達も、その噂は良く知っているのだろう。

　暁月は逃げるメイド達の背中へと手を振って──しかしその手にロープが巻きついた。

　バッグの紐ひもを持った左手にもだ。

「もう逃げられませんよ、アカツキ様っ」

「大人しく、城へ戻りましょうっ」

　左右の茂みから、新たに二人のメイドが登場する。

　しかし暁月が地面を踏みしめ、力を込めて微かすかに腕うでを引いた。

『あっ───』

　それだけで、ロープを持っていた二人のメイドが宙を舞まう。

　錬環勁氣功を発動させたのだ。彼女らは吸い寄せられる様に、暁月の眼の前へ。そして暁月はバッグを肩に下げたまま、器用に彼女達を両りよう脇わきに抱かかえる様に抱だきしめる。

「お、美う味まそうな耳たぶ」

　カプっと左のメイドの耳たぶを噛かんだ。それが彼女の体内を巡めぐる氣の流れを変えた。ビクンと身体を震ふるわせて、左のメイドが地面に崩くずれてしまう。

　暁月の錬環勁氣功は、様々な転化が可能だ。自らの体内で氣を練れば、超ちよう人じん的てきな身体能力が得られたり、感覚を引き上げられる。そして、それは他ほかの人間に対しても作用させられる事ができた。暁月は、左のメイドに対してそれを行ったのだ。彼女の表情は恍こう惚こつとしていて、頬ほおは赤く、はっきり言ってかなりエロい。メイドの全身を、甘かん美びな感覚が満たしているのは明らかだった。

　その様子を見ていたもう一人のメイドは、暁月と距きよ離りを取るべく彼の胸を突き飛とばす。だが暁月は微び動どうだにせず、反作用でメイドが後ろへ行く形に。すると彼女のメイド服の袖そでから、スルスルと何かが抜ぬけていった。

　ブラジャーだ。

「っ～～～～」

　掻かき抱いだくようにして、服の上から胸を隠かくすメイドに、暁月は告げる。

「ワルキュリアに伝えてくれ。俺を引き留めてくれる、その気持ちだけ貰っておくって」

「────っ」

　するとメイドは唇くちびるを噛み、来たのとは逆の茂みへと姿を消した。

　暁月はやれやれと肩を竦すくめると、氣の流れを変えられ腰こしが抜けているメイドに、

「悪いな……。三十分もすれば動けるようになるからよ。逃げた奴やつらには、後でコレ返しておいてくれ」

　それだけ言って、ブラとショーツを放ほうると、再び森の奥おくへと駆け出した。



　暁月が魔王ガリウスを倒したのは、つい昨日の話だった。

　その後、すぐに王都エルディアに戻り、シェルフィードと対魔王の軍事同盟を結んでいた各国の首脳を招いての凱がい旋せんパーティを行って。そして夜が明けた翌朝──それが現在だ。

　暁月は夜明けと同時に、黙だまってシェルフィードの王城を出た。元の世界へと戻るために。

　──もうこれ以上、この世界に居るべきではないと思ったから。

　暁月は、走る足を止める事なく呟つぶやく。

「そこまでは良かったんだけどな……」

　ところが。そんな自分の意図を、共に戦った仲間達は見み抜ぬいていて。

　ゼクスとルーティエは別れを惜おしみながらも、暁月の事を見送ってくれた。

　問題なのは──王女のリスティだ。

　暁月には、彼女が何を考えているのか解らない。

　優ゆう秀しゆうな魔法使いでもあるリスティは、暁月の大切な仲間の一人だった。レオンを失ったという同じ悲しみを乗のり越こえ、和解を果たした後は、ゼクスやルーティエと共に四人でパーティを組み、この何年か魔王を倒すために共に戦ってきたのだ。

　──魔王を倒した勇者は、最後にお姫ひめ様さまと結ばれて、ハッピーエンドを迎える。

　確かにそういう結末があっても、不思議ではない。命を懸かけて共に世界中を旅した二人に、特別な感情が芽生える事は充じゆう分ぶんにあり得た。

　というよりも、暁月とリスティの間には、特別な感情があったのだ。

　だが、二人が結ばれる事はなかった。何な故ぜなら、リスティには決して忘れる事ができない恋人がいたからである。そして。暁月もまた、その男の事を忘れられなかった。

　このアレイザードという異世界に召喚されて、初めてできた親友。勇者の中の勇者を。

　だからこそ暁月は、はぐれ勇者として最後まで戦い続けた。

　そして、そんな暁月の気持ちが痛いほど理解できたからこそ、リスティが暁月に対して特別な感情を抱くようになるのに、そう時間は掛からなかった。そして、同じ悲しみを抱える二人が惹ひかれ合うのも。

　──それでも、最後まで二人が恋こい仲なかになる事はないままで。

　そしてリスティの姿は、最後の別れの場にはなかった。ゼクスとルーティエが後を追ってきたのだ。他ならぬリスティが、こちらの思おも惑わくに気が付いていない訳がない。

　だから──これが自分とリスティの結末なのだと思った。

　そして《異界の門》がある、北の森へと歩き出した時だ。シェルフィードが誇ほこる美び貌ぼうのメイド達と、メイド長のワルキュリアに呼び止められたのは。

　リスティからの伝言を伝えに来た──そう言われてしまっては、聞くだろう普ふ通つう。

　だから。

『魔王を倒した勇者が翌日にトンズラとか、舐めてんじゃないわよ。全身バキバキにされて、せいぜい頭を冷やす事ね』などと言われても、咄嗟に理解できなくて。

　暁月が、カクンと横に首を傾かしげた刹せつ那な。ジャキンと鋼鉄の音を鳴らして、44人のメイドが一いつ斉せいに武器を構えて襲おそい掛かって来て──、

「──で、この状況って訳だ」

　そう言って、そこで暁月は足を止めた。

　暁月の正面──行く手の先に、ずらりとメイド達が並んでいたからだ。

　二人や三人では、暁月の相手にならないと判断したのだろう。今度は一気に十人だ。

　一糸乱れる事なく列を成すその様は、まさしく圧巻。暁月は、やれやれと嘆たん息そくする。

「引く気ゼロか……ま、そうだよな。そんな簡単に、譲ゆずれないよな。想いって奴は」

　しかし、それはこちらも同じ事。だから、暁月はゆっくりと歩き出す。

　そして、これが最後の忠告。

「これ以上邪じや魔まするなら、ちょっぴり鬼き畜ちくに行くけど──悪く思うなよ？」
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「アルファ隊、突とつ破ぱされました！　別動隊の包囲、追い付きません！」

「オメガ隊、聞こえますか、オメガ隊！　──駄だ目めですっ、応答ありません！」

　部下のメイド達が上げる悲鳴の様な報告を、メイド長のワルキュリアは眼を閉じ、直立不動の姿勢で聞いていた。

　ワルキュリア達が今いる場所は、暁月の現在位置よりさらに森の奥側だった。

　目的はあくまで暁月の捕縛だ。それならば、追つい跡せきよりも迎げい撃げきの方が成功率は高い。そう考え、一番最初に仕し掛かけた者達との戦せん闘とうを足止めに利用して、先回りをしたのである。

　そして万ばん全ぜんの態勢で小隊を組み、連れん携けいして暁月を包囲、捕縛する──その筈だった。

　だが止められない。暁月はこちらの包囲を避けるどころか、正面からぶつかってメイド達を蹴け散ちらし、進しん攻こうを続けている。しかもどさくさで、メイド達の乳を揉もみ、尻しりを撫なで、太ふと股ももを触さわった挙句、錬環勁氣功を使って骨ほね抜ぬきにしながらだ。

「ワルキュリア様、このままでは……」

　自分達は全ぜん滅めつ──その言葉を飲み込んだ部下のメイドに対して、ようやくワルキュリアは静かにその双そう眸ぼうを開いた。

「仕方ありません。貴女あなた達たちも行きなさい……ここには、私が残ります」

「そんな……」

「ワルキュリア様……」

　現在この場所で、通信魔法を用いてワルキュリアの指示を各隊へ伝達していたのは、43名からなるワルキュリアの部下の中でも、特に彼女が信しん頼らいを置いている直属下の４名だった。彼女達は攻こう撃げき魔ま法ほうも使用できたが、如何いかんせん北の森は聖域だ。余り乱暴な真ま似ねをする訳にもいかない。だからワルキュリアは、まだ諦めきれない様子の彼女達に、そっと寂さびしい微び笑しようを見せた。

「解っていた筈です。私達では、あの方を止める事は敵かなわないと。別れは最も早はや、必定であると。それでも、リスティ様が私達に、最後の機会を与えて下さったのです。だから、お行きなさい。引き留める事ができないならば、せめて最後の思い出を、アカツキ様にいただきなさい」

「……はい、ワルキュリア様」

「ワルキュリア様も、どうか悔くいのない別れを……」

「ええ……ありがとう」

　一礼して駆けて行く部下達を、ワルキュリアは静かに見送って。

　そして再び眼を閉じた。一瞬だけ、北の森に静せい寂じやくが降りる。

　やがて、遠くから部下の悲鳴が聞こえてきた。段々と、その悲鳴が近くなってくる。

　ワルキュリアは思い出していた。五年前、初めて暁月と出会ってから、今日までに起きた出来事を。すると心の奥おく底そこから、仄ほのかに湧わき上あがってくる感情があって。

　……いけませんね。

　思うワルキュリアの頬は、自然と緩ゆるめられていた。

　そして。

「──お。ようやくお出ましか、ワルキュリア」

　正面、茂みの奥から長身の青年が姿を現した。

　暁月だ。

　肩まであるボサボサの髪かみ。がっしりとした筋肉に覆おおわれた身体を包つつんだ衣服。それら全すべてが闇やみのように漆しつ黒こく。そして、整った顔に光る瞳ひとみまでもが黒い。

　女性が好む男の顔は二種類ある。繊せん細さいか精せい悍かんかだ。暁月の顔は明らかに後者だった。

　多くの女性を虜とりこにするその顔には、ギラリと鋭するどい眼光の瞳。

　不敵な表情。確信ともいえる自信と自負が生んだ、余よ裕ゆうを感じさせるその佇たたずまい。

　強い。誰の目にも明らかな程。息を呑のむ様な独特の雰ふん囲い気きが、暁月にはあった。

　ワルキュリアは思う。五年前、初めて出で逢あった時とはまるで別人だと。

　ただの少年が勇者へ変わるという事は、こういう事なのだろう。

　ワルキュリアは無表情のまま、そんな暁月を見み据すえて、

「アカツキ様、失礼します──この変態。北の森に婦女子を好んで襲う、妖よう怪かいの伝承でも残すつもりですか、貴方は」

「それを言うなら、旅人を襲うメイドの伝承が先じゃねえの？」

「その割には、ご無事な様で──部下達に、至らぬ所はございませんでしたか？」

「あるわけねえだろ。お前の部下だぜ？　みんな最後まで、自分の仕事をしていたよ」

　恐きよう縮しゆくです、と彼女は一礼。その瞳に郷きよう愁しゆうの色を浮うかべて、ワルキュリアは問う。

　どうか聞かせて欲ほしいと。

「部下達は……あの娘こ達たちは、アカツキ様の思い出となれましたか？」

「言わせるなよ、照れくせえな」

　暁月は笑って、そして言う。

「──忘れやしないさ。この世界での事は、何一つ残らず全部な」

「ありがとうございます。あの娘達も、きっと喜んでいる事でしょう」

　アカツキ様──と、ワルキュリアは呼び掛け、手に持っていた十字槍をブンと回して構えを取った。

「最後にどうか──私を貴方の心に刻んでいただけますか？」



　──そして、ほどなくして森は早朝の静けさを取り戻した。

　茂しげみの奥から、姿を現したのは暁月だ。

　これでもう、メイド達が自分を追う事はないだろう。チラリと背後を一いち瞥べつし、ワルキュリアの想いを確かに心に刻むと、暁月は再び北を目指して歩き出す。向かう先は、聖域と呼ばれている森の最奥部だ。

　そこには暁月が暮らしていた元の世界へと通じる、《異界の門》がある。

　この世界と異世界を繋ぐ門は、アレイザード中に幾いくつか点在していた。宗教国家・アレクラスタ皇国や、軍事帝てい国こく・ディスディア帝国にも二つずつ。他にも確かく認にんされているだけで、計七つが存在していた。だが、暁月が召喚された際に通った門は、このシェルフィードの門だった。

　そのため、暁月が元の世界に戻もどるには、この場所の門を通る必要がある。

「覚えてるもんだな、意外と」

　自然が生んだ道は、縦じゆう横おう無む尽じんとまでは行かずとも、所々入り組んでいる。土と地ち勘かんのない者が迷い込めば、行く事も戻る事も叶かなわない。だが、歩を進める暁月に迷いはなかった。

　暁月が頼たよりにしているのは、五年前の自身の記き憶おくだ。暁月はかつて、一度この森に足を踏ふみ入れていた。

　程ほどなくして、暁月の前方に見上げるような巨きよ木ぼくが姿を現す。それは、目的地が近い事を意味していた。あれより先は聖域だ。そして、一も往ゆけば《異界の門》がある。

　すると、歩みを進める暁月の視線の先──巨木の下に、

「────」

　一人の少女が立っていた。まるで森の妖よう精せいであるかの様な美しさを湛たたえて。

　シェルフィードの至宝と称しようされる、その美貌に偽いつわりなく。

　リスティ・エル・ダ・シェルフィードが、そこにいた。



　暁月が最後にリスティを見たのは、昨晩の凱旋パーティの会場だった。

　その時の彼女は、王女に相応ふさわしい緻ち密みつな意いし匠ようが施ほどこされた、煌きらびやかなドレスに身を包んでいた。だが、あんな格好で森に入れる訳がない。今の彼女は、動きやすい白の軽装。腰まである長い金きん髪ぱつをポニーテールにまとめて。それこそ、共に魔ま王おうを倒す旅を続けていた頃ころと同じ様に。変わる事のない、美しさをそのままに。

「────」

　ふと、リスティの瞳が暁月を捉とらえた。視線がぶつかり合えば、互たがいが互いを認にん識しきする。

　歩き続ける暁月と、佇んだままのリスティ。

　ゆっくりと二人の距離が縮まってゆく。

　縮まって、眼の前になって──そのまま暁月は通りすぎた。

「──ちょ、ちょっと待ちなさいよっ！」

　予想外だったのだろう。慌てた様に、リスティが背後から呼び掛けてきた。

　しかし無視。暁月はそのまま無言で前進。

「馬ば鹿かっ、待ってよ！　冗じよう談だん止めて、待ちなさいってば、ねえ……っ」

　背後から腕を掴まれた。仕方なく暁月は立ち止まり、溜ため息いきを吐つく。

　振ふり返かえる事なく背中を向けたままで、

「何やってんだ、王女が城なんか抜け出して。おまけにメイド達たちまでけしかけてよ」

「か、彼女達が最後にアンタとお別れがしたいって言うから、許可してあげただけよ。私は……ワルキュリア達の様子を見に来ただけ」

　リスティはそう言うと、暁月の広い背中に凭もたれる様にして自身の背中を預けてくる。

　心ここ地ち良よい重さを背中に感じながら、囁ささやく吐と息いきの様なリスティの呟きを暁月は聞いた。

「……本当に行っちゃうの？」

「ああ、俺はもうこの世界にいるべきじゃない。──お前だって解わかってるだろ？」

「……………………」

　返って来る沈ちん黙もくは、リスティもまた暁月の考えを理解しているからだ。

　──魔王ガリウスを倒したとはいえ、暁月は「はぐれ勇者」なのだ。無論、暁月を本物の勇者と讃たたえ、リスティと結ばれる事を願っている民たみもいる。だが、反対勢力を持つ暁月と、リスティが結ばれるような事になれば、確実にシェルフィードの中に禍か根こんを残す事になり、いつか国を割る事に繋つながる可能性がある。

　よしんばリスティと結ばれなかったとしても、魔王を倒した勇者としての影えい響きよう力りよくは残る。

　国内にも、そして国外にも、それを疎うとましく思う者達は確実にいるだろう。それがいつか、新たな争いの火種になってもおかしくはない。それも今度は、人間同士の争いだ。

　だから、暁月は決めていた。魔王は自分一人で倒すと。

　そして賞賛も、名めい誉よも、遺い恨こんも、羨せん望ぼうも、全てを自分一人で引き受けて、この世界から消えようと。

　そうなった時こそ、アレイザードに真の平和が訪おとずれるだろうから。

「──それに、あっちの世界で、やらなくちゃならねえ事があるしな」

　暁月が育った世界に、地球には魔王はいない。だが、止めなくてはならない奴がいる。

　そして、それはきっと自分の役目なのだ。

　アレイザードに来る前の自分にはできないと思っていた。だが、力を手にした今の自分なら、やれるかもしれない。

　また、それ以外にも元の世界に帰らなくてはならない理由はあって。

　だから今、暁月はこうしてここにいる。──すると、

「…………ゴメンね」

　ふと。切ない声が微かに震えたのが、背中から聞こえてきた。

　暁月は思わず嘆息する。

　……黙って去るのが良いかと思ってたんだけどな。

　暁月は頭をかいた。そして、やおらリスティへと振り返る。

　それが反則だとは解っていた。だが、ハッと顔を上げてこちらを見る、リスティの眼からは涙なみだが零こぼれていて。

　だから暁月は、いきなり彼かの女じよの唇を奪うばった。

「────っ？」

　リスティが驚おどろき、眼を見開いたのを確認して、代わりに暁月は眼を閉じた。

　そして、彼女の柔やわらかい唇の感かん触しよくを存分に味わう。

「──んっ、……な、何すんのよ馬鹿っ」

　慌てて唇を離はなしたリスティが、思い切り暁月の頬を張った。

「お前が俺の前で泣くからさ──悪いな」

　赤くなった頬を擦こすりながら、暁月は正面のリスティを見る。怒おこっているのか、それとも照れているのか、顔を真っ赤にしていた。だが、彼女はもう泣いていない。

　だから暁月は、これで良いと思う。

　──凰沢暁月には、一つの美学がある。

　それは、泣いてる女がいたら、好きにして良い──というものだ。

　暁月はこう考えている。男が眼にする女の涙には、全て何らかの意味がある筈はずだと。

　男は、その涙から決して眼を逸そらしてはならないと。だから凰沢暁月は、せめて自分の眼に映る女の涙には、己おのれの心で感じたままに素す直なおであろうと思う。

　もしも女が泣いていた時、その涙を止めたいと思ったなら、暁月はすぐに止めるだろう。

　もしも女が泣いていた時、その涙を愛いとしいと思ったなら、暁月は抱きしめてやるだろう。

　もしも女が泣いていた時、その涙を正しいと思ったなら、暁月は一人にしてやるだろう。

　もしも女が泣いていた時、その涙を嘘うそだと感じたなら、暁月はその理由を尋たずねるだろう。

　そして、そのためにはどんな手段も厭いとわない。無理やりのキスも、有効と思ったならば躊ちゆう躇ちよなく行う。それは、美学と言うには余りにも乱暴かもしれない。だが時に、本人の気持ちを無視してでも止めねばならない悲しい涙が、この世にはあるから。

　だから、暁月は己を通す。俺を憎んで涙を憎まず、と。

「──ま、今のキスは餞せん別べつ代わりって事で。ごっそさん」

「一国の王女の唇を無理やり奪うなんて……覚えておきなさいよ」

「お前が俺を忘れない限り、俺もお前を忘れる事はないよ」

　穏おだやかな表情で告げる暁月に、リスティはフンと不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いて、

「勘かん違ちがいしないでくれる？　私はアンタみたいな奴なんか、すぐに忘れてやるんだから」

「あー、そうかい」

　そう言って、暁月は荷物の紐を肩かたに掛け直し、

「──じゃあ、そろそろお別れだ。俺はあっち。そして……お前は向こうだ」

　異界の門と、エルディア城のある方角を、それぞれ指差した。

　それは互いに逆方向。だが、それが暁月とリスティが進むべき方向なのだ。

「言われるまでもないわよ、そんな事……」

　リスティはフンと鼻を鳴らして、

「せいせいするわ。さよなら、アカツキ。大だい嫌きらいだったわ、私──アンタの事なんか」

　そう言って暁月に背を向けると、スタスタと歩き出だした。そのまま見送ろうとした暁月は、小さくなってゆく華きや奢しやな背中を見て、思わず呼び掛けていた。

　それが別れの言葉。

「あの日、俺が言った事を忘れるなよ！　もし何かあったら、必ず俺を呼べ！　お前が信じてくれたなら、その時は絶対に駆かけ付つけるから！」

「────っ」

　無言のまま、しかしリスティの歩みが静止した。

　だから暁月は伝える。もしこの先何があろうと、たとえ再び会う事はなかったとしても。

　もう二度と、会えなかったとしても──それでも、決して変わる事のない真実を。

「たとえ、どんなに離れ離れでも──」

　君に誓ちかう。

「俺はずっとお前の味方だ！　──いいか、その事を絶対に忘れるな！」



　リスティと別れた後、暁月はもう立ち止まらなかった。

　奥へと進むにつれて、森の中が奇き妙みように静まり返ってゆくのを感じる。世界から音が消えてゆく。そして、深い森の中だというのに、木々や草花といった自然の匂においもなくなって。

　鼻を抜ける空気に微かすかな緑の味が感じられなくなると、視覚と触しよつ覚かくが冴さえ始めた。クリアな視界。まるで研とぎ澄すまされたかの様に、透とう明めいな空気を肌はだが感じ取る。

　聖域に入ったのだ。

　いつしか暁月は、連なる木々に覆われた、自然のトンネルを歩いていた。折り重なる枝の天てん井じようはかなり高い位置にあり、そこに窮きゆう屈くつさはない。枝に生おい茂った葉に隙すき間まはなく、空から降ふる陽ひの光を遮さえぎっている。それなのに周囲にはまるで、青空の下であるかのような明るさがあった。柔らかな光が、前方から背後へと抜けてゆく。

　それは、トンネルの終わりが近いという事。

　そして──その先にあるのは、永きに渡わたった暁月の旅の終しゆう焉えんだ。

　……さて、いよいよか。

　感かん慨がい深ぶかいものがあった。今、暁月の眼の前にあるのは一つの門だ。

　石造りの台座の上には、幾き何か学がく模様の様な意匠が施された石英の柱。それらが組み合わさって、巨きよ大だいな門を形作っている。

　門の向こう側には、まだ森が続いていた。だが、確かにここが《異界の門》なのだ。

　何故なら、門によって上下左右が区切られた空間だけが、微かに波打っている。

　不安定な次元が生んだ、空間の不連続面。それは異なる世界に通じている事の証明だ。

「何とか、上う手まく行くと良いんだがな……」

　肩に提さげたバッグを担かつぎ直し、暁月は意識を集中する。

　理論上はこれで問題ない筈だ。

　行く。

　暁月は、ゆっくりと足を踏み出した。それは確かな一歩となり、彼を前へと進ませる。

　波打つ空間へとその身を入れる直前、暁月は一度だけ後ろを振り返った。

　それが別れ。長い時を過ごした、異世界へ贈おくる最後の言葉。

　告げる。

「──あばよ、アレイザード」

　そして凰沢暁月は、《異界の門》の向こうへ消えた。

　音もなく。まるで勇者との別れが嘘であるかの様に、森の聖域は静かなままで。

　ただ、それでも《異界の門》には、次元を渡った際に生まれる、

　空間の静かな波は紋もんだけが残っている。



４



　風が頬を撫でている。

　くすぐったい様な心地良さを得て、暁月はゆっくりと眼を開けた。

　意識が覚かく醒せいする。

「くっ……」

　身を起こし、軽く頭を振って、まどろむ思考を整える。

　暁月が眼を覚ましたのは、蒼あおい光が差す薄うす闇やみの中だった。ずっと閉じられていた瞳は、既すでに暗い闇に適応しており、暁月は穏やかな光に眩まぶしさを覚えて眼を細める。

　──その時、再び風が吹ふいた。

　暁月は導かれるように、自然と視線をそちらへ。開いた窓から入ってくるそよ風に、舞まう白いレースのカーテン。その向こうには夜空がある。

　天上にある満月が、宵よいの静寂に満ちた世界を淡あわく照らしている。

　暁月は、そんな月光に照らされた世界を見た。子供の頃から見てきた風景。アスファルトとコンクリートが並ぶ、どこか無機質な街並みを。

　そして、暁月は視線を部屋の中へ。薄うす暗ぐらくても解らない筈がなかった。そこにあったのは、見慣れた室内の光景だったからだ。

　……どうやら、帰って来られたみたいだな。

　自室のベッドの上で、暁月は異世界から帰き還かんした事実をぼんやりと思う。

　宮台の大理石のオブジェを見れば、その中央では一秒たりとも乱れる事のない、電波時計が正確な時を示していた。それは暁月がアレイザードに召しよう喚かんされた、あの日あの時と同じまま。まるで長い夢でも見ていたかの様に、暁月を錯さつ覚かくさせようとする。

　だが、夢じゃない。ベッドの上には、暁月の隣となりに横たわっている物がある。

　それは、アレイザードから帰還する際、彼が肩に担いでいた大きなバッグだ。

　──本来なら《異界の門》を渡れるのは、異世界から来た者に限られる。だが暁月の学んだ錬環勁氣功は、氣の流れを操あやつる技わざだ。そこで暁月は、自分の氣を衣服やバッグにも通した。そうする事で、衣服やバッグまでをも暁月と一体であると《異界の門》に誤ご認にん識しきさせたのだ。結果それらは、暁月と共に《異界の門》を通とおり抜ぬける事に成功したのである。

　──だが、問題なのは中身だ。

　暁月はバッグの側面にあるファスナーを、ゆっくりと開ける。

　すると、中から零れる様に姿を現したものがあった。

　おっぱいだ。

「……ん」

　そんなおっぱいが喋しやべった。いや違ちがう。そこにあったのは、おっぱいだけではない。

　美お味いしそうなラインの尻と、柔らかそうな太股も、静かな寝ね息いきと共に転がり出てくる。

　バッグの中にあったもの──それは美しい眠ねむり姫ひめ。

　思わず息を呑む様な美少女だ。

　乱れのない整った鼻、柔らかに濡ぬれた唇くちびる、優やさしい曲線を描えがいた耳、そして艶つやめく長いツインテールの髪。顔の輪りん郭かくもパーツも、その一つ一つがまるで美の女め神がみによる精せい巧こうなハンドメイド。そんな美しい顔と同じくらい眼を引くのが、彼女の身体つきだった。

　一切いつさいの思考力を奪う豊満すぎる胸。豊ほう潤じゆんなまろみを帯びた尻。思わず手を添えたくなるくびれたウエスト。見れば誰だれもが夢に見る程、その肢し体たいは鮮せん烈れつだ。透すき通る様なキメ細やかな白い肌は、常温にも拘かかわらず、ほのかに薄うすピンク色に染まっている。

　まどろみに意識を浮かべたままの少女が、心地良さそうに寝ね返がえりを打った。

　その拍ひよう子しに僅わずかに瞼まぶたが開かれ、少し垂たれ気味な琥こ珀はく色いろの瞳がこちらを見る。

「……ここは？」

「俺の居た世界だ。安心しろ」

　短く告げると、少女は再び眼を閉じた。そして、穏やかに寝息を立て始める。

　だから凰沢暁月は、大きく溜息を吐く。

　どうやら上手く行ったらしい。

　苦く笑しようする。これから自分には、やらなくてはならない事があるというのに。

　何とも厄やつ介かいな事を引き受けてしまったと。

「──貴様に娘むすめを託たくしたい、か……知らねえぞ、どうなっても」



　──そして、これが新たな物語の始まり。

　凰沢暁月。十六歳さい。高校一年生。職業・元はぐれ勇者。

　異世界アレイザードに召喚され、数々の苦難の果てに魔王ガリウスを倒たおすも、

　死にゆくガリウスから娘を託され、やむなく極秘裏に彼女を連れ元の世界へと帰還。

　そんなこんなで、エンディングから一転、そのまま二周目に突とつ入にゆうして。

　帰還した現実世界で、強くてニューゲーム、スタート。



    

  
    
      君は心で問い、そして俺は行動で応こたえる。

勇者が守るもの──それは一体何かを。　



    

  
    
      第１章《現実よ、こんにちは》
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　これからお出かけの方も、そしてお目覚めの方も、時刻は午前七時を回りました、めざまし07のお時間です♪

　聞こえてくる音声で、ゆっくりと眼を開けた凰おう沢さわ暁あか月つきは、後者の人間だ。

「…………ふわ、あぁ、──ん？」

　一いつ瞬しゆん、自分が眼を覚ました場所が解らず、暁月は寝ねぼけた意識のまま臍へその上をポリポリと掻かいた。すると、テレビに映し出された映像が目に入り、そこでようやく自分のいる場所が、自宅のリビングである事に思い至る。

「……ああ、そっか。戻ってきたんだったな、昨日」

　今日のワン公～♪　今日のワン公は、高橋さんのお宅で毎日元気に牛乳配達のお兄さんと遊ぶ、クララちゃん。クララちゃんは、実はかなりはしたない雌めす犬ちゃんで、配達のお兄さんが牛乳を郵便受けに入れようとすると、前足を柵さくに引っかけて郵便受けに鼻を突っ込み、牛ぎゆう乳にゆう瓶びんにコフコフ大興奮。それを見た配達のお兄さんは、今日もクララが立った、と大騒さわぎー。

「…………相変わらず、かっ飛んでんな」

　朝のニュース番組の名物コーナーを見ながら、暁月はしみじみと思う。元の世界に戻ってきたのだと。

　……とはいえ、何でリビングのソファなんかで寝てたんだ、俺？

　イマイチ記憶が繋がらない。脳が悪いのか。このお寝ね坊ぼうさんな脳が悪いのか。ああそうか。だったら、まずはシャワーだなと、暁月はのそのそとリビングを出た。脱だつ衣い所の扉とびらを開け、籠かごに着ていた服を全部ぶっ込めば、浴室への突入準備は完かん了りようだ。浴室の壁へき面めんに固定されたシャワーの位置を、以前よりも低く感じながら、ポンプ式のボディソープとシャンプーで身体と頭を洗い流す。浴室を出た暁月は、バスタオルで身体についた雫しずくと、濡れた髪の毛けを拭ふきながら、

「っと、いけね。着き替がえを用意すんの忘れてた」

　自分の世界の筈なのに、暮らし方を忘れている自分に暁月は嘆たん息そく。首からタオルを下げて、二階にある自分の部屋へと向かった。

　扉を開け、そのままチェストに直行。引き出しから下着を取り出そうとして、

「──ん？」

　暁月が眠るためのベッドで、暁月の代わりに、心地良さげに寝ている少女がいた。

　そして暁月は思い出す。自分がリビングのベッドで寝ていた理由を。

　だから暁月は思わずにはいられない。──こいつはけしからん、と。

　暁月はベッドの脇わきへと移動。眼を閉じて眠っている、凄すさまじい美少女を見て改めて思う。

　……けしからん、おっぱいだ。

　でかい。生意気すぎる位大きくて、どうしようもなくこちらの眼を誘さそうそのおっぱいは、まるで暁月に触さわってくれと言わんばかりに、寝息を吐くタイミングに合わせて微かにふるんふるんと動いている。どうしてやったものだろう。

「揉もむか……じゃねえな。まずは説明しねえと。ホラ起きろ。なあ、おい？」

　ゆさゆさと少女の肩を揺ゆすった。そしたらおっぱいも揺れました。

　……神秘だ。

　暁月がその神こう々ごうしい光景に、思わず眼を細めていると、

「……う、ん……？」

　ゆっくりと、少女は眼を覚ました。ぼんやりとした瞳ひとみをパチクリとさせ、こちらに視線の焦しよう点てんを合わせて、

「───っ!?」

　その表情が硬こう直ちよくした。しかし暁月は意味が解らない。

「おいおい、どうした……大だい丈じよう夫ぶか？」

　まさか世界を渡った影えい響きようが？　心配そうに問い、暁月は少女の方に手を伸のばそうとして。そして気が付いた。少女の視線が教えてくれた。自分が今、どんな格好で居たかのかを。

「えーと、これはだなぁ……まあ待とうぜ？　頼たのむから、冷静に行こう」

　言いながら、これはいけないと暁月は思う。誤解とはいえ、正直かなり言い訳が難しい状じよう況きようだ。眼が覚めたら眼の前に全ぜん裸らの異性……最高だな。だがしかし、女の子はそういう訳にもいくまい。見れば、彼女は顔面蒼そう白はくになりながら、口をパクパクさせている。

　やはり寝ね起おきには、少々刺し激げきが強すぎたらしい。暁月は落ち着けと自分の心に念じた。

　ここで自分が慌あわてれば、ますます彼女は誤解を深めるだろうと。まずは彼女を安心させなくては。だから暁月は──そっと微笑ほほえんだ。笑え顔がおは全世界の共通言語です。

「俺の居た世界だ。安心しろ」

「──できるわけないよっ！」

　最もなツッコミと共に、少女の平手が飛んできた。



「──まあ、何だ。まずは改めて自己紹介とかしておこうぜ」

　左の頬に、季節外れの紅葉もみじを咲さかせながら暁月は言った。

「凰沢暁月だ。暁月で良い。アレイザードに居た時は、はぐれ勇者とか呼ばれてた。他ほかに何か聞きたい事はあるか？」

「…………人が寝てる前で、全裸で何をしてたのさ？」

「だーかーらー。シャワーを浴びた後で、着替えを取りに来てただけって。先刻から何度も言ってるだろうが。つーか、別に自己紹介と関係ねえだろ。いい加減、機き嫌げん直してくれ。えっと……名前、何だっけ？」

　そういえば、そんな当たり前の事すら知らない。

「…………ミュウ」

「──は？」

　魔王の娘が不機嫌そうに呟つぶやいた名に、暁月は思わず耳を疑った。

「えっと……みうって言うのか……お前？」

　自分が良く口にしていた名を、暁月は信じられない思いで搾しぼり出す。まさか幾いくらなんでも、そんな偶然はできすぎているだろう。すると、眼前の少女は不機嫌そうに、

「……違う」

　と呟いた。

「ミウじゃない。ミュウ。ボクの名前は、ミュウって言うんだよ」

「──あ、ミュウ、ね……そうか」

　は、と暁月は乾かわいた笑えみを漏もらした。どうやら聞きき間ま違ちがいだったらしい。

　だが、彼女が何気なく口にした名は、図はからずもこれから暁月がしようとしている事をはっきりと思い出させてくれた。──まるで戒いましめの様に。

　……こういうの、運命のイタズラって言うんだろうな。

　暁月は頬を掻いた。トースト、目玉焼き、そして牛乳。簡単な朝食を載のせたダイニングのテーブルを挟はさんで、差し向かいの少女を見ながら、それにしてもと暁月は思う。

　……そんな爆ばく裂れつ肢し体たいしといて、言こと葉ば遣づかいはボクっ娘かよ。

「………………何か、嫌いやな感じの視線を感じるんだけど？」

「気のせいだ。違う世界に来たばかりで、緊きん張ちようが抜けなくて過か敏びんに感じてるんだろ」

　しれっと言いながら、しかし暁月はふと思う。

　……よく、付いて来る気になったよな、自分の知らない世界なんかに。
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　アレイザードで暁月は、リスティや他の仲間と四人パーティを組んでいた。

　だが、魔王ガリウスとの決戦には、たった一人で臨のぞんだ。それは、魔王を倒した後に生まれる影響力を、自分一人で背せ負おうためである。そうなれば後は暁月が姿を消せば、何も遺恨は残らない。そんな暁月の考えに、たった一人だけ賛同してくれる者がいた。

　魔王ガリウスだ。魔族を率いる王もまた、世界の事を想おもい、そして考えていたのである。

　暁月とガリウスが一対一で戦える場所。それは、魔王の居城──その玉座の間をおいて他になかった。それ以外の場所では、いずれかの陣じん営えいの目についてしまうからだ。

　とはいえ、ガリウスの城にも魔族の兵達ががひしめいていて。そこで、ガリウスは自らの一ひと人り娘むすめであるミュウを案内役として遣つかわせ、極秘裏に暁月を自らの城へと呼び寄せた。

　交かわす言葉もなく、合図もなく、対たい峙じした瞬しゆん間かんに二人の戦いは始まって。やがて、その壮そう絶ぜつな死し闘とうは、暁月の勝利という結果で幕を閉じた。

　──そして死に行く際にガリウスが、暁月に頼んだのだ。「貴様に娘を託したい」と。娘は自分とダークエルフとの間に生まれたハーフエルフだが、その外見は以前の自分の血が色濃く出ているため、問題は無いだろうと。

　それが、かつて一人のダークエルフを愛し、娘を儲もうけたものの、愛する妻を人間の手で殺された事で、自ら人間である事を捨てた──悲しい魔ま王おうの最後の願いだった。

　暁月は最初、断わろうとした。だが王が死に、国が滅ほろびた後、亡国の姫が辿たどる末路は悲ひ惨さんの一語だ。そして、それが魔王の娘であるならば尚なお更さらである。敵国の手に落ちようと、残党の旗はた頭がしらに祀まつり上げられようと、行き着く果ては破は滅めつしかない。暁月の中では、ガリウスを討うち倒し、それにまつわる全すべての感情を引き受け、姿を消すつもりだったのに。もしこのまま暁月が居なくなれば、その全てをミュウが背負う事になってしまう。自分の行動の責任を、押おし付ける訳にはいかない──暁月は仕方なく了りよう承しようした。

　だが、暁月は代わりに一つだけ条件を出した。自分はどうしても元の世界に戻もどらなくてはならないと。やらなくてはならない事があるからと。だから、もしも自分に託すというのなら、一いつ緒しよに連れてゆく事になるがそれでも良ければ引き受けようと。それを、娘を託そうとする魔王ではなく、自身の運命を託す事になる、ミュウへと問とい掛けた。

　手を差さし伸べ、その覚かく悟ごがあるならこの手を取れと。

　──そして。その問い掛けに、ミュウは頷うなずきを返し、暁月の手を取ったのだ。

　拒きよ絶ぜつされると思っていた暁月は、意外に思い戸惑った。しかし、そんな暁月にミュウは静かに教えてくれた。ガリウスは、以前から自分の死を予見していたと。そして、もし自分を倒す人間が現れたら、許されるならお前はその者と生きろと伝えられていたと。

　それを聞いた暁月が咄とつ嗟さにガリウスを見た時。既に──悲しい魔王は息絶えていた。



「──でも、どうやってボクの事、こっちの世界に連れてきたの？　アレイザードの住人は、《異界の門》を通る事はできないよね？」

　まだどこか信じられないでいる様子のミュウに、暁月は肩を竦すくめて見せた。

「ま、ちょっとした抜け道があってな……」

　錬環勁氣功を使い《異界の門》を誤ご魔ま化かす──それは、かつて暁月が神層界で教わった裏うら技わざだ。ミュウが知らないのも当然。それどころか、今ではこの方法を知っている者は、もうアレイザードにはいないだろう。ミュウがこの世界にいる事は、完全な盲もう点てんの筈。

「ふーん……」

　ミュウはそう呟くと、そッと眼を伏ふせた。てっきり、どんな方法を使ったのか聞かれると思っていた暁月は、少し拍ひよう子し抜ぬけする。すると静かな口調で、

「──で、これからどうするの？」

　ミュウが訊たずねて来た。

「付いて来ておいて何だけど、ボクみたいなこの世界にとっての異世界人は、正体がバレると、きっと色々とマズイよね？」

「ああ……ま、その心配は尤もつともだが、多分問題ないと思うぜ。アレイザードじゃ、お前の顔は割れてるけど、こっちの世界ならその心配はないだろうからな」

「でも、何かの拍子にバレたりしたら……ボクが使う魔ま法ほうの中には、魔族にしか使えないものもあるし」

　心配するミュウに、しかし暁月は首を振った。

「その心配も必要ない」

「どうしてさ？　あ……もしかして、この世界じゃ魔法は使えないの？」

「いいや、その逆だ……」

　そして不敵に笑う。

「まだ歴史は浅いけどな、今はこの世界にも、魔法は存在するんだよ──」



　異世界へ召喚されたのは、何も暁月が初めてという訳ではない。

　これまでに、世界中で実に数千人の人間が別の世界へと召喚されていた。

　当初こそ混乱を招いたものの、事象が続けば研究も進む。それも、半数近くの者が帰還を果たしていれば当然だ。そして、色々な事実が判明していた。

　異世界への召喚自体が始まったのは、今からおよそ三十年前だという事。異世界は一つではないという事。これらは、帰還した者達からの事情聴ちよう取しゆで判明した事実だ。暁月が召喚されていたアレイザードも、あくまで異世界の一つにしか過ぎない。その数は、現在までに十を超こえる異世界が確かく認にんされている。そうした異世界へ召喚された者達には、とある共通点があった。それは、いずれも十代の少年少女だという事だ。そして異世界に召喚された者はいずれも、向こうの世界で魔法等の特とく殊しゆ能力を会え得とくする事ができた。

　異世界から戻る時は、それぞれの世界にある《異界の門》を通る事で帰還を果たす事ができる。だが、これには一つの条件を厳守する必要があった。それは、タイムリミットが五年以内という事だ。異世界に召喚されてから五年以上が経過すると、その者はもう元の世界に戻る事はできない。これは《異界の門》が、五年以上経たつとその人間を、もう異世界の存在と判断してしまうからではないか──と推察されている。

　研究者を最も驚おどろかせたのは、異世界から帰還しても、こちらの世界では時間が経過していないという事実。そして向こうで得た能力を、こちらの世界でも使用できた事だ。しかし、一いつ般ぱん的てきな人間の規格を大きく上回る力を手に入れた、異世界からの帰き還かん者しや達たちの存在は、人類の限界を超えた希望となるのと同時に、危険視される事にも繋つながった。

　そのため新国連──Ｇ７。日本、アメリカ、ロシア、中国、インド、オセアニア連れん邦ぽう、ＥＵ連合は、数年前に帰き還かん者しやの管理と保護を目的とした、とある機関の設立を決定した。

　それが「バベル《ＢＡＢＥＬ》機関」である。異能の力を持った少年少女達を、人類の繁はん栄えいと発展、恒こう久きゆう的てきな平和に役立てられるよう、正しい方向へと導く事を目的とした教育機関。新国連の所属各国に創設されており、日本校は東京の一都市を大規模な区画整理をして認にん定ていした、特別自治区の中に建てられている学校だ。

　そこでは、異世界からの帰還者が生活し、一いつ般ぱん教養として小学校から大学・大学院まで、あらゆるレベルの教育が受けられる。またその一方で、異世界で得た特殊能力を伸ばし、使いこなすための指導・訓練も行われていた。

　入学資格は異世界に行った者全て。逆に異世界に行った者は、例外なくここへ通わなくてはならない。それは特殊能力を持つ人間を、一いつ般ぱん人じんから隔かく離りして管理するためだ。

　そのため、バベルは万が一にも、異世界からの帰還者を見み逃のがさない。

「──じゃあ、ボクらもそのバベルって所に通う事になるの？」

「ま、そういう事だ。バベルや特別自治区の中なら、別に魔法が使える奴やつがいても不思議に思われる心配はないからな」

　と、暁月。

「ついでに言うなら、この家も異世界からの帰還者が暮らす特別自治区内にある。俺の兄貴はバベルの卒業生でね。親おや父じもずっと家を空けているし、他に家族は居ないから、誰かにバレる危険もない」

「そうなんだ……」

　少しだけ胸を撫なで下おろしたかの様なミュウに、しかしと暁月は首を振ふって、

「──だからといって、素す性じようを伏せたままで通えるほどバベルは甘あまくない。先刻説明したろ？　異世界から戻った奴を、バベルは絶対に見逃さないってな。恐おそらく昨日の晩、俺おれしか居ない筈はずのこの家に、二つの次元移動の反応があった事は既に観測されている筈だ。多分、すぐにバベルの職員が確認に来るだろうぜ」

「そ……それじゃあ、どうするのさ？」

「ま、それも心配いらねえよ」

　戸惑いの声を上げるミュウに、しかし暁月は笑って見せた。

「お前をこの世界に連れてくると決めた時から、考えていた作戦があってな。ちっとばかし不安だったんだが……きっと上手く行くと思うぜ？」

　何な故ぜならば。

「──運命の女神のイタズラも、どうやら味方してるみたいだしな」
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　異世界から帰還した者達を、正しき方向へと導くために作られた特別自治区。

　それは東京湾わん内ないの一部──海ほたるより内側の一角を埋うめ立たてて作られた人工島だ。

　渡と航こう手段は海路と空路に加え、海ほたると同様に川かわ崎さき側からの海底トンネルを整備。

　多くの自然に満ちた山さん岳がく部ぶと、先進技術の粋すいを凝こらした巨大なビル施し設せつが立ち並ぶ市街地のコントラストは、未来を見み据すえた都会と自然との両立を果たした、正に理想的な都市の姿を体現している。

　そんな人工島の中央には、山岳部の自然と融ゆう合ごうした、巨大な大学キャンパスの様な施設がある。緑の木々や巨大な池、小高い丘おかがありながら、一方で研究施設・実じつ験けん棟とうから運動場まで、大小様々な施設が複合的に立ち並ぶその光景は正に圧巻。何より眼めを引くのは、そびえるように建つ超ちよう高こう層そうの白はく亜あの校舎だ。

　そこは、異世界より帰還した子供達の学まなび舎や。

　まるで聖域であるかの如く、人々は畏い怖ふと畏い敬けいの念を込め、その場所をこう呼んでいる。　バベル、と──



　周囲を壁かべに囲まれた、円形の空間がある。壁の外側が段差のある観覧席になっているその場所は、ＪＰＮバベルの入学検査が行われる第三闘とう技ぎ場じようだ。

「試験」ではなく「検査」なのは、入学自体は確定しているためだという。調べるのは、入学者が異世界でどのような活かつ躍やくをし、そして現在どれだけの力を持っているか。ほとんどの学生は戦せん闘とうタイプだが、中には学術研究に秀ひいでたタイプの者もおり、検査によってその力の活いかし方──つまり適性を見るらしい。

　検査は四つ。メディカルチェック、精せい霊れい魔ま法ほうによる過去・現在・未来の歴史の透とう視しに、面接官からの口頭試問による人格判断、そして戦技教官との実技である。

　ミュウは現在、暁月と共に最初のメディカルチェックの結果を待っている。他に検査を受ける者の姿はない。異世界から帰還した者はこれまでに数千人を数えるらしいが、言いい換かえれば六十億分の数千という確率である。それを日本だけに限定すれば、確率はさらに低くなる。つまり本来は、非常に珍しい存在なのだ。稀き少しようゆえに貴重。だからこそ、世界は異世界からの帰還者を管理しているという事らしい。

　ここは闘技場の控ひかえ室しつ。隣の暁月は足を伸ばして椅い子すに腰こし掛かけ、くつろぎながら検査結果を待っている。そわそわと忙せわしなくしていたミュウに、暁月はやれやれと嘆息し、

「もっと自信たっぷりに構えてろよ。そんな挙きよ動どう不ふ審しんじゃ怪あやしまれるぞ」

「だって、身体検査なんかされたら、ボクが異世界の人間だってばれちゃうんじゃ……」

　不安そうに小声で言うミュウに、暁月はひらひらと手を振って。

「心配すんなって。いくら胸がでかくたって、そんな大した問題にはならねーよ」

「そうじゃなくて！」

　……血液成分とか、身体の中の構成とか違ってたら、どうするのさ……。

　ミュウが唇を噛かんで暁月を睨にらんでいると、そこへ医い療りようスタッフが検査結果を持ってやって来た。

「えっと……凰沢暁月さん？」

「はいよ、俺だ」

　先に呼ばれた隣の暁月が手を挙げると、医療スタッフは持っていたクリアファイルを開き、中身を一読。ほどなくしてファイルを閉じると、暁月へと差し出だした。

「健康状態に問題はありませんでした。このファイルを持って、ノルンチェックを受けて下さい」

「どーも、あんがとさん」

　暁月がファイルを受け取ると、スタッフはミュウへと向き直る。

「凰沢美兎さん」

「は、はい……」

　呼ばれたミュウは、恐る恐る椅子から立ち上がった。スタッフが暁月の時と同様、ファイルを開いて、検査結果に眼を走らせる。すると、ミュウの結果を確認していたスタッフの視線が、途と中ちゆうの所で停止した。

「────っ」

　ミュウは身体を強こわ張ばらせる。

　──緊張の一瞬。

　すると、スタッフはクリアファイルを閉じ、

「こちらも問題ありません。同じくノルンチェックをお願いします」

「ど……どうもっ」

　少し声を上うわ擦ずらせながら、ミュウはファイルを受け取り、大きく溜ため息いきを一つ。

　……良かった……無事に終わって。

　安あん堵どに胸を撫で下ろしていると、ポンと頭に手を置かれた。

　優しい重みと共に、笑みを含ふくんだ声が来る。

「──な、心配ねえって言っただろ？」

　暁月に触ふれられた感かん触しよくを確かめるように、ミュウは自分の手を頭に伸ばした。そして、取りあえず正体がバレなかった事に、改めて嘆息する。手て渡わたされたクリアファイルには、とある名前が記されていた。ミュウは唇だけで、その名を読み上げる。

　……凰沢……美み兎う……。

　この世界でミュウが暮らすために、暁月が用意した名前。それは、現在行方ゆくえ不明になっている凰沢家の長女──暁月の妹のものだった。ミュウは暁月からこの策を聞かされた時、昨日の朝にダイニングで名乗った際、暁月が浮うかべた戸惑いの表情の意味を知った。

　──実際、ミュウの血液成分や体内構造は、この世界の人間とは若干異なっていた。だがそれにも拘かかわらず、血液検査もＣＴスキャンも、結果はオールクリア。

　何故か。それは異世界から戻った者の中には、上位次元での経験がフィードバックされた事で、肉体に変化が生じるケースが少なからずあるからだと暁月が教えてくれた。

　しかし、それも昨日の今日の話である。とてもじゃないが、心の準備はできなかった。

　暁月と共にミュウがこの世界へやって来た翌日にはもう、バベルから入学要よう請せい書しよが届いていたからだ。当人の人権もあるため、入学はあくまで要よう請せいという建前を取っているものの、その実体は強制力を持った命令である。バベルに行かないという選せん択たく肢しはないのだ。書類が届いてから一週間以内に投降──もとい登校しないと、身み柄がらを押さえるためにバベルから職員が派は遣けんされる。だが今回暁月の所へは、バベルの職員が直接書類を持って家までやって来た。全ては、暁月の予想通りに。だから、ミュウの存在について訊ねてきたバベルの職員に対し、暁月は平然と嘘うそを吐ついた。

　──これは妹だ、と。

　行方不明になっていたが、最近帰って来たのだと。そして、共に召喚されていた異世界から、帰ってきたばかりであると。そう堂々と言ってのけたのだ。

　辻つじ褄つまはどうとでも合わせられた。それは奇くしくも、問題なしと出た検査結果が証明している。異世界の経験で肉体が変化する事もあれば、記憶が変わる事もある。そのため、自信のない所は記き憶おく喪そう失しつのフリをして、知らぬ存ぜぬで全て押し通とおした。

　……だから、一応今の所は上う手まく行ってはいるけど……。

「──ま、問題は次だ。上手く誤魔化せると良いんだがな」

　隣となりの暁月の声が、少しだけ硬かたくなったのをミュウは聞いた。そう。次はノルンチェック。

　精霊魔法によって、過去・現在・未来の歴史を透視される。



　過去を司つかさどる女め神がみウルド。現在の司る女神ベルダンディ。未来を司る女神スクルド。

　精霊魔法によって、彼かの女じよらの力を借りて対象の歴史を透視するのが、ノルンチェックである。とはいえ、別に生まれてから死ぬまでの歴史を、年表のように見み透すかされる訳ではない。大まかな過去と現在と未来について、詩し篇へんで表現されるという物だ。

　よって過去については、異世界へ行って何を成したかを。現在については、どんな魔法を使えるか──つまり上位次元体との関かかわりがあるかを。そして未来については、このまま行けば、その力を使用してどのような事を成すのかが現れる。

　──つまり、バベルの入学検査に限って言えば、最も重要な物が調べられるという訳だ。

　無論、未来の歴史は絶対ではなく、本人の意志によっては別の道を歩み事も可能である。

　ノルンチェックで示されるのは、あくまで最も確率の高い未来についてだ。

　暁月は、検査魔法官の正面に腰こしを下ろし、クリアファイルを差し出した。

　検査官は、正面の席を暁月に勧すすめると、

「凰沢暁月さんですね。それでは眼を瞑つぶり、身体を楽にして下さい」

　暁月は思わず鼻を鳴らして笑う。

「何か、胡う散さん臭くさい催さい眠みん術じゆつみたいだな……」

　すると、検査官は真しん剣けんな表情で、

「──喋しやべらないで。何も考えずに、意識を闇やみに浮かべるようにして下さい」

「へーへー……」

　暁月は言われた通りに従った。

　無心でいる事、十数秒。その途と端たん、検査官が何かを紙に書き出した。

　凄まじい速度。何事かと暁月が眼を開けると、既すでに筆記は終しゆう了りようしていた。

「お疲つかれ様さまでした」

　隣に控えていた診しん断だん役が、検査官から書き終えたばかりの紙を受け取った。

　そしてその内容に眼を通し、

「な、これは……！」

　絶句した。一体何事かと、ノルンチェックをした検査官も隣から紙を覗のぞき込んだ。無意識下の自動筆記のため、検査官も何が書かれているかは知らないのだ。

　そして、書かれていた内容を目にした検査官が、ガタンと椅子から立ち上がった。

　その表情は、信じられない物でも見たかの様に強張っている。

「どうしました、先生？」

　騒ぎを聞きつけた他のスタッフ達も集まってきた。

「な、何かあったのかな……？」

　背後のミュウが、心配そうに声を掛かけてくる。

「さてな。言っとくが、俺にやましい過去はないぞ」

　言いながら、しかしと暁月は思う。

　……まあ。やらしい過去なら、ちょっとあるけどな。

　すると、あれこれと相談し合っていた診断役が、歴史透視が書かれた紙を置いた。

「これは……事実なのかね、凰沢君？」

「いや、まだ読んでねえよ。えっと、何だ……」

　暁月は、眼の前に置かれた紙に書かれた詩篇に眼を走らせた。



　アレイザードという名の世界で、絶望と孤こ独どくを知った貴方あなたは、真の勇者の道へと到いたった。

　悲劇の魔王を倒しても、貴方の戦いは終わらない。



　今の世界にいる貴方に、力を貸す神々はいない。

　貴方の中にある真実だけが、貴方を高みに導くだろう。



　遠くはない何時かの未来に、覇は王おうは選せん択たくを迫せまられる。

　二つの希望が照らし出す、正しい道を選ばん事を──



　初めてノルンチェックを受けたため、何となくしか読み方は解わからないが、詩が三つに分かれている所を見ると、それぞれが過去・現在・未来を表しているのだろう。過去と現在は決定しているため、事実が述べられているのに対し、未来は不確定な要素を含むため、暗示に留とどめられている。そして、過去と現在が「貴方」と示しているのに対し、未来では「覇王」となっているのは、何気に面おも白しろいポイントだ。これは現在の記述にある、真実に導かれて高みに上った自分を指しているのか。それとも別の人間の事で、選択を迫られた覇王の道を正しい方へと導けという事なのだろうか。しかし、それにしても、

　……まったく、覇王と来たか。

　暁月は苦く笑しようした。言い得て妙みようだったからだ。

　覇王というのが自分であるにせよ、別の人間であるにせよ、心当たりがありすぎる。

　だってそうだろう。

　少なくともあの二人は既に、それぞれこの世界の高みにいるのだから。

　この記述は、暁月がこれからやろうとしている事を、実にしっかりと暗示していた。

　──尤も、この記述の意味が解る者は、暁月とあの二人以外は居ないだろうが。

　唯ゆい一いつ、解らないのは「二つの希望が照らす正しい道」という箇か所しよだ。だが恐らく、これは記述にある「遠くはない、いつかの未来」になれば、解るのだろうと暁月は考える。

　と、そこへ、

「──凰沢君、この過去の記述は事実なのかね？」

「……は？　過去……？」

　暁月が全く気にしていなかった所へ、診断役は食いついてきた。言われた暁月は、もう一度詩し篇へんに眼を通す。おかしい所は何もない。

「……ああ、まあな。書いてある通りだと思うけど？」

　敢あえて言うなら、自分は「はぐれ勇者」で、「真の勇者」はレオンだと思うが。

　恐らくこれは、魔王を倒たおした事でそう記述されたのだろう。すると、

「凰沢君！」

「な、何だ何だ？」

　考え込んでいた所を、いきなり大声を出され、暁月は正面の診断役を見た。

　診断役は興奮を隠かくさない様子で、

「これまでに、このノルンチェックで『真の勇者』と記された者は一人もいない。これがもし事実なら、君はＪＰＮバベル……いや、全バベル史上初の存在という事になる」

「そうなのか？　一部の奴らが勝手に、そう呼んでただけだぜ？」

　どちらかと言うと、自分は「はぐれ勇者」の方で通っていた。

「いや。誰だれに呼ばれていたのかは、どうでも良い。ノルンがそう認めた事が重要なんだ」

　診断役のスタッフは語る。

　そもそも異世界に召しよう喚かんされる事で、魔法という特殊能力に対するチャンネルは開くものの、それを習得し、より強めていけるかどうかは、本人の才能と努力がものをいう。だが、そもそも右も左も解らないような異世界では、どうにかして生き延びるだけで精せい一いつ杯ぱいなのが通常だ。挙句、実際に命を賭かけなくてはならない戦場に身を置く少年少女の数など、本当に限られている。ましてや、世界の頂点を極きわめるような力を得られる者など、数えられる程ほどしかいない。そんな中、暁月の経歴は正に異色中の異色だった。

　──ところが、一方の検査官は訝いぶかしげな表情を浮かべていた。

「……しかし、解らない所があるんだ。現在を示す記述では、君に力を貸す神はいないとなっている。これは君が今、魔法を使えないという意味にも取れるのだが……」

「ああ、そりゃそうだろうな」

　暁月は、あっさりとした口調で告げる。

「──俺、そもそも魔法なんか使えねえから」
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　ノルンチェックの結果に加え、暁月の爆ばく弾だん発言は検査官らスタッフを驚かせた。

　真の勇者が記述の中に登場したのが初めてならば、異世界に行きながら一つも魔法が使えない者も異例の存在で。入学検査は一時中断され、議論は大いに紛ふん糾きゆうした。また未来の記述に、覇王という単語が出たのも重要視された。覇王という単語が出た者は今までに何人かいるものの、いずれも世界の行く末を司る重要なポストに就ついている。そのため、暁月の検査結果は、バベルの運営を司る上層部に至急報告される事になった。

　……良かった、ボクのは余り問題がなくて……。

　そんな中、ミュウが不安を感じながら受けたノルンチェックの結果は、その心配に反して、暁月のような特異性を指し摘てきされるようなものではなかった。



　アレイザードという名の世界で、悲しみの螺ら旋せんの果てに、姫ひめの幸いは奪うばわれた。

　全てを失くした貴女あなたには、茨いばらの道しか残っていない。



　今の世界にいる貴女には、優やさしい風が吹ふいている。

　風はすぐに嵐あらしとなって、他の仲間を呼び寄せるだろう。



　貴女の背中の方角からは、いつも孤独がやって来る。

　孤独になるかは貴女次し第だい。孤こ高こうになるかは相手次第。



　過去の記述に出てきた姫という単語にはヒヤリとしたものの、吟ぎん遊ゆう詩人なら歌うた姫ひめ、踊おどり娘こなら舞まい姫ひめといった具合に、女の子の記述には比ひ較かく的てき出てきやすい単語なのだという。

　暁月と違ちがい、現在の記述にもしっかりと「風」と記されているため、魔法についても問題なし。未来の記述については、先行きが少し判然としていないが、これも不確定要素が絡からむため、稀まれにある事なのだという。さらに、目的や意識が定まると、未来の記述は詳しよう細さいなものへと変化してゆくため、気になったり指針が欲ほしいなら時間を置いてまた検査を受けると良いと勧められた。

　以上でノルンチェックは終了。ひとまずこれで、自分の正体がバレる危険性は去ったわけだ。ミュウの身体から力が抜ぬける。すると、

「──よっ、無事に検査が終わって良かったな」

　暁月がこちらの肩かたを叩たたいてくる。

「そ、そうだね……」

　ミュウは顔を引ひき攣つらせて、何とか微び妙みような笑え顔がおを作った。

　そう。これからは自分はもう、魔王ガリウスの娘・ミュウではない。

　よって必然的に、自分はやらなくてはならない事があった。昨日の夜に交わした約束。

　この世界で正体がバレない様に。余り気乗りしないのだが、まずは一回挑ちよう戦せんしてみる。

「お、おに、おにに、おにいちゃ……、……や、やっぱり無理っ！」

　恥はずかしくて顔から火が出そうだった。だが、やらない訳にはいかない。

　これから自分はこの場所で、この世界で生きていくのだ。

　──それが、父と自分の約束なのだから。

　すると暁月は笑いながら、そっとミュウの頭を撫でながら告げた。

「ま、慣れるまでは暁月で良いからよ。とにかく、これからよろしくな──美兎」

　そしてこれが、ミュウがこの世界で、新たな名と共に生きる事になった瞬間だった。
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　次に行われた口頭試問は、問題なく終える事ができた。別々ではなく、美兎と暁月は同時に面接を受ける事ができたからだ。同じ異世界に行っていた事になっている上、兄妹という間あいだ柄がらもあり、同時で構わないだろうと暁月が面接官に提案した所、それが認められた。



    

  
    
      　珍めずらしいケースではあるものの、これまでにも前例はあるのだという。また、美兎が質問に窮きゆうした時には、暁月が上手くフォローをしてくれたのも功を奏した。

　そして今、二人の姿は闘技場の舞ぶ台たいにあった。

「──さて。それでは最後に、君達の今の実力を見せて貰もらおう」

　一人の男がこちらに声を掛けてきた。年としの頃ころは三十代後半といった所。

　彼かれが、美兎と暁月を見る戦技教官だった。

「一通り武器を用意した。好きなものを使いなさい。あるいは手に馴な染じみにくいものもあるかもしれないが、今回は我が慢まんしてくれ。正式に入学して授業が開始されれば、君達に最も適した武器が支給される。また、当然だがこの試験は、魔法のみで挑戦してもらっても構わない。とにかく、自分の実力を最も発揮できる物を選んでくれ」

　壁かべ際ぎわにずらりと並ぶ武器の数々。美兎は、その一つ一つを順に眺ながめる。

　……向こうは、間合いの長いハルバード……それなら。

　美兎はその中から、片手で扱あつかえるショートソードを手に取った。自分はあくまで魔法士タイプだ。万が一、魔法を発動するために必要な意識の集中時間──　詠えい唱しよう状態の間に距きよ離りを詰つめられた場合に備えて、相手の攻こう撃げきを防ぐための武器は必要だと判断した。

　一方、暁月は両手を頭の後ろで組んで、

「んー。俺はいいや、このままで」

「ほう、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるようだが、良いのか？　ノルンチェックで勇者が現れたと聞かされた時は驚いたが、何でも君は魔法が使えないそうじゃないか」

　戦技教官が笑った。

「──まさか、剣けんまで使えないのか？」

「いや、全然使えるけどな。あっちでも、基本は剣で戦ってたし」

「まあ、無理には進めないが……この戦せん闘とう力りよく検査は、入学後のクラス分けにも関わってくる。本来の力を発揮できなければ損だぞ？」

「実力を発揮しろっていうんなら、このままで良いと思うぜ？」

「そうか。まあ君がそう言うならそれで良いのだろう。それでは、いつでも良いよ。かかって来たまえ。二人一緒でも構わないから、全力でどうぞ」

　軽くハルバードを構える。

「おいおい、良いのかよ──」

　すると暁月は笑った。不敵な表情で。

「──それじゃ、一いつ瞬しゆんで終わっちまうぜ？」

「ちょ、ちょっと！」

　不ふ穏おん当とうな発言を、美兎が慌あわてて窘たしなめる。だが、戦技教官はムッと来たらしく、

「心配はいらない。これでも長年検査官を務めてきている。それなりの腕うでは持っているつもりだ。これまで入学生相手に、遅おくれを取った事はほとんどないからね。それに、もし何かあっても君達の攻撃が私を傷つける事はない」

　何故ならば。

「バベルの敷しき地ち内ないは、この闘技場を始め、全域に特別な結界が張られていてね。物理、魔法、どちらの攻撃も相手の精神にのみにしか作用せず、肉体は傷つかないようになっている。まあ痛みはそのまま感じるので、気を失う事はあるが、それもショック死する程のダメージ量の場合は、リミッターが働くからね。意識を失う以上の心配はないんだよ」

　学生や、職員スタッフによる私し闘とうを厳禁しているための処置なのだという。異世界からの帰還者は、そのままでは危険物と同じ。真っ向から衝しよう突とつすれば、どちらかが命を落としてもおかしくはない。それを防ぐために、バベル内には強力な防ぼう御ぎよ結界が張られていた。

「ふーん。ま、それなら大だい丈じよう夫ぶか……」

　ふむ、と暁月は顎あごに手をやり、

「──じゃ、美兎。まずはお前から行って来い」

「えっ、だって先生は二人同時に来いって……」

「良いんだよ。二人同時じゃなきゃダメ、とも言ってなかったろ──なあ？」

　美兎の肩かた越ごしに、暁月が教官に問うと、向こうから頷うなずきが返る。

「ああ。こちらは別に構わない。好きにしなさい」

「ほらな？」

　と、暁月は笑って、

「それより、ちょっと耳貸せ」

　美兎が耳を寄せると、暁月が小声で囁ささやいてきた。

「──どうだ、できるか？」

「別に、できるけど……いいのかな？」

「良いから良いから。行って来い」

　暁月に送り出された美兎は、戦技教官の下へゆっくりと歩いていく。

「君は剣と魔法、どちらが主体の戦闘スタイルかね？」

「あ、魔法です。剣はあくまで教官の武器を捌さばくためのもので……」

　問われた美兎は、手に持った剣に視線を落とした。すると教官は笑いながら、

「それなら心配はいらない。これは君の実力を見るためのものだからね。それを見る前に、私から攻撃を仕し掛かけるような事はないよ。さ、魔法を使用するなら、詠唱に入りたまえ」

「はい……えっと、それじゃ、よろしくお願いします」

　ペコリと頭を下げて、美兎は意識の集中を始めた。途端に、美兎の身体の周りに魔ま法ほう陣じんが展開し、光を放ち始める。それは防御効果を伴ともなった障しよう壁へきだ。

「む……」

　教官が、表情を改めて身構えた。魔法は強力なもの程、詠唱状態に入ると敵からの攻撃で発動を中断されないように、より強固な防護障壁が展開される。美兎が唱えようとしている魔法が、かなりの威い力りよくである事を察したのだ。詠唱状態の美兎は、正面の教官がタイミングを計っているのが見えた。詠唱中の防護障壁は、魔法の発動前に消しよう滅めつする。そうしないと、魔法が障壁にぶつかり威力が減げん衰すいしてしまうからだ。そのため、防護障壁の消えるタイミングは、対魔ま法ほう戦せん闘とうにおける重要なサインだった。

　……いいのかなぁ。

　どこか申し訳ない気持ちになりながら、美兎は魔法を発動した。

　防護障壁を残したままで。

「な──っ？」

　教官の口から驚きよう愕がくが漏もれた。

　突とつ風ぷうと同時に竜たつ巻まきが発生。それは地上から空へと昇のぼる縦方向ではなく、美兎から教官へと向かい横方向へと一気に伸のびる。完全に不意をつかれ、教官は竜巻の直ちよく撃げきを受けた。

　そのまま背後へ吹き飛とばされ、闘技場の壁に激げき突とつする。

「くっ……！」

　そのまま地面へ崩くずれ落おちそうになるのを、辛かろうじて踏ふみとどまり、教官が顔を上げた。

　と、同時に走る閃せん光こう。轟ごう音おんを響ひびかせて、空からの落らく雷らいが教官を直撃する。

　かろうじて対魔法防御レ　ジ　ス　トが間に合うが、美兎の魔法の威力は教官の精神力を上回る。今度こそ、教官は地面へと倒れ伏ふした。



　魔法の詠唱中に発生する防護障壁。それは、上級者であれば発生をキャンセルする事も可能だ。馬ば鹿か正しよう直じきにいちいち魔法を発動させるタイミングを教えていては、敵に好機を報しらせているのと同じである。防護障壁は、戦闘時における駆かけ引きの一つだった。だが、単に防護障壁をキャンセルしていただけなら、教官も不意を突つかれる事はなかっただろう。

　美兎が今やったのは、防護障壁を展開しているように見せかけながら、魔法を発動させた逆転のフェイントだ。これは、一流の魔法士が使用する高等テクニックの一つ。魔法を詠唱しながら、防護障壁のキャンセルを実行し、その上で擬ぎ似じ障しよう壁へきを展開するというもの。それは単純に、三倍の手間をかければできるというものではない。高度なバランスで意識の維い持じが求められ、失敗すれば詠唱している魔法そのものが発動しなくなる。

　そのため、この技わざは目まぐるしく状じよう況きようが変化するような戦場では使えない。今回はこちらの実力を測るために、相手が動かないという前提条件があったからできたのだ。だが、

「おいおい……マジかよ。凄すごいな、お前」

　暁月は、思わず美兎を賞賛していた。動かない目標が相手なら、同じ事をできる者はいるだろう。だが美兎は今、竜巻に加え落雷の魔法まで詠唱していたのだ。暁月は先刻、防護障壁のキャンセルと擬似障壁の展開までの指示はしたが、想像以上の実力だった。無論、二つの魔法を同時に詠唱する事ができる者は少なからずいる。だが、二つの魔法を同時に詠唱し、その両方の防護障壁をキャンセルし、さらに擬似障壁まで展開させられる魔法士が、果たして何人いるだろうか。暁月が知っているのは、リスティ、ルーティエ、ガリウスといった十数人程だ。マスタークラス。美兎の実力は、それほど高いものだった。どうやら、ガリウスの娘というのは伊だ達てじゃないらしい。戦技教官の介かい護ごを職員スタッフに任せ、美兎が暁月の元へと戻ってくる。

「良かったのかなぁ、あんな騙だまし討うちみたいな真ま似ねして……」

「大だい丈じよう夫ぶじゃねえの？　ギリギリで対魔法防御が間に合ってたみたいだし。それに、どれだけダメージを受けても、気を失うだけって話だからな。まあ、服は黒コゲだけどな」

　暁月は笑いながら、肩をグルグルと回し、

「さて、次は俺の番だな。さあ、早くやろうぜ先生。肉体にダメージはないんだろ？」

「い、いや、ちょっと待ってくれ……」

　戦技教官の状態を診みていたスタッフが、困こん惑わくした声を上げる。

「想像以上にダメージが大きい。これでは二、三日は眼を覚まさないだろう。とてもじゃないが、君の相手は無理だ」

「何だよ……だったら俺はどうなるんだ？　戦闘力の検査はなしで入学決定とか？」

「い、いや……そういう訳にも」

「なら、他ほかの戦技教官は？」

「居るには居るが……入学検査の担当官の変へん更こうには、学長クラスの権限を持った者の承しよう認にんが必要になる。別の戦技教官の手配にも、時間が掛かるし──」



「──それなら、僕ぼくが相手をしようか」



　背後、闘技場の入口からした声に、その場にいた全員が振り返かえった。
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　銀色の髪かみに、藍あい色いろの瞳ひとみを持った青年だった。バベルの学生が着る制服に包まれた身体は、一見するとスリムに見える。だが、腕のある者が見れば、それがいかに鍛きたえられた肉体であるかに気が付くだろう。穏おだやかな佇たたずまいの中に、見え隠れする鮮せん烈れつなオーラ。それは一流の実力者だけが持てる、確信にも似た余裕の表れだ。

　……やる……それもかなり。俺と同等、いやそれ以上か……？

　彼ひ我がの実力差を測り、暁月の眼がスッと細くなる。

「誰だ、あんた……？」

「初めまして、凰沢暁月君。僕はこのＪＰＮバベルの生徒会長の、氷ひ神かみ京きよう也やです」

　暁月の問いに、京也は爽さわやかな笑えみを見せた。

　そんな京也を見て、スタッフは申し訳なさそうに、

「休みの日に、わざわざすみません。ですが──」

「ええ、構いませんよ。ノルンチェックの話は聞きました。もしも、彼が本当にそうだというならば、この件は僕の領分です」

「ねえ、ちょっと……」



    

  
    
      　京也とスタッフのやり取りを見ていた美兎が、暁月に耳打ちする。

「生徒会長って、あくまで学生の中で偉えらい人って事だよね。なのに、何で先生の方があんなに畏かしこまってるの？」

「さあ、俺もそこまでここの事に詳くわしくないからな。ただ──」

　と暁月は、美兎から京也へと視線を走らせる。

「バベルの生徒会長には、学生で最強の奴やつがなる──つまり、アイツがここのトップだ」

　それは同時に、異世界から帰き還かんした少年少女の、頂点に立っているという事を意味する。

　要は、彼が現・学生日本最強という訳だ。

　スタッフとの会話を終えた京也は、こちらへと向き直った。

「さて凰沢君、残っている君の戦闘力の検査については、僕が相手をさせてもらおうと思う。それでいいかな？」

「ああ。俺は構わないぜ」

　むしろ願ったり叶かなったりである。バベルの生徒会長など、最高の試金石だ。

　──異世界で力を得た自分が、本当にあの二人を止められるだけの力があるかどうかの。

　暁月は前へ、京也へ向かって歩き始める。

　入学してから、しばらくの間は大人しくして様子を窺うかがおうと思っていたが、こうなれば計画変更だ。たった今、この場で学生最強の実力を──

「──恐こわいな、凰沢君」

　だが、あと数メートルという所まで迫った時、暁月の考えを見透かしたように京也は苦笑した。

「これはあくまで、君の戦闘力の検査だよ。相手をするとは言ったが、それは別に君と戦うという意味じゃない。こちらはあくまで、君の実力が見られればそれで良いんだ──」

　そう言った瞬しゆん間かんだった。

　暁月の真下、砂の地面を突き破やぶって巨きよ大だいな氷柱が出現した。

「っ──…！」

　暁月はとっさに大きく後方へ飛び、そのままザザと地面を滑すべりながら着地する。

「うん、反応はまあまあかな」

　楽しそうに京也は笑った。

　だが、彼が生み出した氷柱の凄すさまじさは、笑い事で済むようなレベルではない。

「凄い……」

　背後の美兎が驚きよう嘆たんの声を上げた。その視線は、自然と見上げるものになっている。

　ゆうに五メートルを超す厚くて巨大な氷の塊かたまり。その質量は恐おそらく、十トンを超こえるだろう。先の尖とがったクリスタルのような形状。鏡面化するほどの透とう明めい度ど。

　これほど純度の高い氷を、あの一瞬で生み出すとは。

　……さすが、日本最強。期待を裏切らないぜ。

　こうでなくては面白くない。興奮を隠さない暁月に、京也が氷柱の向こうで笑った。

「──さて、凰沢君。聞けば君は、素す手でで検査を受けるつもりだったそうだね。そこで、どうだろう。君の自じ慢まんの拳こぶしで、この氷の柱を叩いてもらえるかな？」

　暁月は思わず拍ひよう子し抜ぬけする。

「良いのかよ、そんな簡単なもので──」

「ううん、誘さそいに乗っちゃ駄だ目め」

　しかし、話を聞いていた美兎がこちらを止める。真剣な表情で、

「あれはただの氷じゃない。もの凄い魔ま法ほう力が込められて、硬こう度どだってとても上がってる筈。そんなもの素手で思い切り殴なぐったら、それこそ骨が砕くだけちゃうよ」

　すると、京也は首を振った。

「その心配は要いらない。さっき聞いてると思うけど、ここは結界の中だからね。氷の方が壊こわれる事はあっても、凰沢君の拳が壊れる事はないよ。まあ、痛みは感じてしまうだろうけどね……」

「──いや、それも要らない心配だぜ」

　それ位の事で、眼の前にあるこのチャンスを逃のがすわけにはいかない。

　暁月は右の拳をグッと握にぎった。構える。

「なあ。もし俺がこの、馬ば鹿かでかいのを粉々に砕いたら──」

　氷柱の向こうを見み据すえて。

「──今度はお前が、俺の相手をしてくれ。氷神京也」

　それを聞いた京也は、楽しそうに笑う。

「うん、解った。その時は構わないよ」

「よし……約束だぜ」

　同時、暁月の体内を気が巡めぐった。錬環勁氣功だ。急激に練り上げられた気は、氣となり、体内に円の経路を構築、さらに膨ふくれ上あがる。そして、それら全すべてが右の拳へ集まってゆく。

　条件は粉々だ。失敗はできない。

　……よし、こんなもんだろ。

「────っ」

　そして、暁月は自らの拳を放った。



　轟音。そして衝しよう撃げき。

　その瞬間を目まの当あたりにした美兎は、とっさに眼を瞑り、耳を塞ふさいでいた。

　そして、程なくして周囲に静せい寂じやくが戻もどると、美兎はゆっくりを瞳を開く。

　見る。

「うわ……」

　思わずそんな声が漏れた。

　──結論から言えば、京也の氷は割れていなかった。ヒビ一つ入っていない。だが暁月の放った拳の威力の凄まじさも、その周囲に表れている。氷の周りにあった土ど砂しやが、ごっそり吹き飛んでいた。まるで、この氷柱が空から降ふってきたかのように。その惨さん状じようが、衝撃の凄まじさを雄ゆう弁べんに物語っている。それでも京也の作り出した氷は、割れていない。

「くっそ、失敗した！」

　悔くやしそうに巨大な氷を見上げている暁月を見て、美兎はハッとなる。

　……そうだ、氷が割れなかったって事は……。

　美兎は暁月へと駆け寄よった。

「手は……ねえ、手は大丈夫なの？」

「ん？　ああ、別に何ともねえよ。ホレ」

　心配そうにする美兎に、暁月はヒラヒラと右手を振って見せた。その手は皮が剥けるどころか、赤くさえなっていない。美兎は信じられないものでも見たかのように、

「呆あきれた……。これだけの力で殴って壊れない氷もそうだけど、君の拳も大たい概がいだよ」

「くそ、イケると思ったんだけどなぁ……俺もまだまだか」

　暁月は悔しそうに頭を掻かく。

「──いや、本当に大したものだよ」

　すると、京也が惜おしみない賞賛を贈った。

「これだけの腕があれば、いつか君と手合わせをする日はきっと来るだろうね。とにかく、これで君達たちの入学検査は全て終了した」

　美兎と暁月へ向かって。

「入学おめでとう。ようこそ、バベルへ──」
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　──そして。暁月と美兎が闘とう技ぎ場じようを去った後、京也は氷柱にそっと手を置いた。

　と同時。氷の塊は砂の様に崩れ去さり、空気に溶とけて霧む散さんする。

　後に残されたのは、地面を大きく抉えぐったような巨大なクレーターだ。

　検査スタッフが、ゆっくりと京也の背後に歩み寄る。

「今回は申し訳ありませんでした。突とつ然ぜんお呼びだてした上、このような…………会長？」

「え？　ああ……良いんですよ。僕もこんなに楽しめるとは思っていませんでしたし」

「何を見ていらしたんですか……？」

　隣へやって来たスタッフが、京也が見ていたものに気が付いた。言葉を失う。

「これは……」

「本当に、大したものですよ、彼は」

　京也は楽しそうに笑う。

　本来は氷と同じ形をしている筈はずのクレーターの形が、歪ゆがんだものになっていた。

　それは、京也が立っている側は上の方が土が抉られ、逆側──つまり暁月のいた側は、下の方の土が抉れている。この事象が意味するものは、

「拳一つで、十トンの氷を動かすだなんて。どうやら、真の勇者というのは本当かもしれないな……」

　しかも、暁月はこう言っていた。失敗した、と。

　それは表面上だけの意味で取れば、氷を割る事に失敗したという意味にも取れる。

　だが、京也は見み逃のがさなかった。

　あの時──暁月は、間ま違ちがいなく力を調整していた。それも、入れ過ぎないように。

　彼が自分と約束したのは、氷を粉々にするというものだった。だが、もし力を入れすぎて、拳の貫かん通つう力が増しすぎた場合、氷は粉々にならずに穴が開いてしまうだけだ。

　しかし、見た目は地味であっても、本来はそちらの方がどれほど難しいか。だが、それでは賭けに勝った事にはならない。だから、彼は手加減したのだ。

　……面白い、本当に。

　もしも彼が本気を出だしていれば、自分の氷を砕いていたのだろうか。それとも、貫通していたのだろうか。魔法も使えない男がそれを成していたのかもしれないと思うと、心が躍おどるのを止められない。たとえそれが、三十％に抑えた力で生み出した氷であってもだ。

「──欲しいな、あの力」

　いつしか京也の唇くちびるには、凍こおるような冷たい笑みが浮うかんでいた。
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　夜空に浮かぶ淡あわい輝かがやきがある。

　闇色の空を蒼あおく照らすのは、太陽の光をその身に受けた月の静かな煌きらめきだ。バルコニーで星と月を見上げながら、美兎は思う。夜の空は、アレイザードもこの世界も同じだと。

　入学検査の後。実技の素す晴ばらしさが認められ、Ａ～Ｅまであるレベル別クラスの内、美兎は暁月と共に上から二番目、Ｂクラスへ編入する事が決まったと聞かされた。通常ならばＥクラス、検査結果が優ゆう秀しゆうな者でもＤクラスがほとんどという中で、いきなりＢクラス入りするというのは、これまでにも数回しかない異例の出来事なのだという。

　……あ。

　ふと、美兎は空を飛ぶ鳥を見つけた。だが、それは生命を持たない鋼鉄の翼つばさを持った巨鳥だ。暁月から、飛行機という輸送目的の機械技術の結けつ晶しようだと聞かされた。アレイザードには、あのような空を飛べる機械は存在していない。熱砂の機械大国であるディスディア帝てい国こくですら、戦車や潜砂艦を備えている程度だ。それですら、戦場においては凄まじい脅きよう威いになるというのに、あのように空を飛ぶ機械がもしアレイザードにあったら、所有した国は他国に対して絶大な影えい響きよう力りよくを持つようになるだろう。それこそ、世界のバランスが崩れてしまう程に。

　一方、この世界では、異世界からの帰き還かん者しやが世界のバランスを取っているのだという。

　……本当に、違う世界に来てるんだね、ボク。

　美兎は空を見上げながら、これからの事を思う。

　明日から通う事になるバベル。制服や教科書といった備品は新国連から支給されるし、学費も免めん除じよされると暁月は言っていた。生活費についても、不在にしている家族の『かーど』という物があるらしく、心配は要らないらしい。今度時間を見て、美兎がこちらの世界で過ごすための、衣服や日用品を買いに行こうと言われている。

　不安がないではないが、こうやって自分は少しずつ、この世界に慣れて行くのだろう。

　美兎は、バルコニーから部屋の中へと戻る。暗い室内の風景には、まだ慣れる事はない。

　ここは暁月の妹の部屋。本物の凰沢美兎の部屋だ。

　美兎はベッドに腰こし掛かける。スプリングの利きいたマットレスが、微かすかに軋きしんだ。

　ベッドの宮台には、写真スタンドがあった。そこには本物の凰沢美兎が居る。あどけない笑顔を浮かべた、可愛かわいらしい少女だった。写真には、彼女の他に暁月以外の兄弟と思おぼしき青年と、そして父親らしい男性も写っていた。幸せそうな家族の写真。

「………………」

　ゆっくりと後ろに倒れこむ。そして、天てん井じようを見上げた。知らない天井だった。

「当然だよね……」

　寝ね返がえりを打ち、横を向く。その視線の先にあるのも、やはり知らない光景だ。

　暗い夜の静寂。見知らぬ場所。初めての世界。

　美兎はどうしようもなく、自らの孤こ独どくを意識した。

　寂さびしかった。

　……父さん……。

　眼めを閉じて思う。今はもう、どこにもいない家族を。奪い去られた幸いを。

「………………っ」

　美兎はベッドから降り立つと、静かに部屋の外へ出た。

　父を亡なくしてから、ずっと抱いだいていた想おもい。暗い感情を心の中に湛たたえながら。

　行く。

　向かう先は──暁月の部屋。



　夜の静寂に満ちた廊ろう下かには、ひんやりとした空気が流れていた。

　窓から差す月明かりを頼たよりに、美兎は壁かべに手を伝って隣となりの部屋を目指す。

　ちょうど十歩で、暁月の部屋の、扉とびらの前に立つ事ができた。

「……………………」

　小さく扉をノックする。それは、中にいる人間がどうしているかの確かく認にんだ。

　起きていれば聞こえるが、寝ねていたら起きない様な控ひかえめな呼よび掛け。しかし、中から応じる答えはない。美兎は再び、先さき程ほどより少し強めにノック。だが、それでも返答はない。

「──────」

　美兎はそっと扉のノブを回した。カチャリと音を立てると、自然と扉が奥おくへと開いてゆく。美兎は中の様子を窺った。中の造りは覚えている。アレイザードから連れられて来た時に、最初に眼を覚ましたのはこの部屋だからだ。

　そして、部屋の奥にあるベッドの上に、暁月の姿があるのを美兎は確認した。

　眠ねむっている。

「……………………」

　自分の喉のどが、ゴクリと小さく鳴ったのを美兎は聞いた。そして、ゆっくりと部屋の中へと足を踏み入れる。足音を消して、奥のベッドへと一歩、また一歩と歩み寄ってゆく。

　そして美兎は、暁月のベッドの傍かたわらに辿たどり着ついた。

「……………………」

　窓から差し込む月明かりが、暁月の寝ね顔がおを照らしていた。

　鍛え抜かれた身体。薄うすいシーツが、厚く隆りゆう起きした胸むな板いたの形に下から持ち上げられている。

　穏やかな暁月の寝顔を見ながら、美兎は思い出す。父と交かわした約束を。

　──もし自分を倒す人間が現れたら、許されるならお前はその者と生きろ。

　それは、父ガリウスがレオンという名の勇者を倒して戻った日、美兎に言って聞かせた言葉だ。父は魔族の長おさとして、魔族が平和に暮らせる世界を作ろうとしていた。だが、そのために多くの人間を倒さなくてはならなかった。それは人間が、より強大な種である魔族を恐れ、自分達の平和の障害と見なしたからだ。

　だが、魔族も生きるために必死で。当然両者は衝突し、戦争が始まる。人と魔族はずっと昔から、そうして争いを繰くり広ひろげてきたのだ。

　父は強かった。その圧あつ倒とう的てきな力で、多くの人間を蹴け散ちらした。故ゆえに多くの人間が彼を恐れ、憎にくんだ。そしてその事は、父が一番良く知っていた。だからもし、自分が倒されても、お前はその人間を恨うらむなと、美兎はガリウスから言われていた。お前が恨めば、また憎しみの連れん鎖さが繋つながり、争いが起こってしまうからと。だから、父は言ったのだ。

「魔ま王おうは……自分で最後だよって」

　そう告げて、寂しそうに笑った父の横顔を美兎は忘れられない。

　そして今。自分は父の遺ゆい言ごんに従ってこの場所にいる。

「でも……」

　……言ったよね、父さん。

　もしも──自分を倒した者が、共に生きる相手として相応ふさわしくないと思ったら。

「その時は、殺しても構わないって……」

　美兎は暁月を見下ろす。今、目の前で寝ている男は、唯ゆい一いつの肉親である父を殺した相手。憎むべき仇かたき。それを許す事など、絶対にできない。

　だが同時に暁月は、父が認め信じた男でもある。もしも相応しくないと思ったなら、たとえ自身を倒した相手であっても、娘を託たくそうとはしないだろう。現に暁月は、自身の仲間や他の人間達の眼を盗ぬすんで、美兎をこの世界へと連れて逃にげてきてくれた。敵との約束など、守る義理はないだろうに。だが、それでも彼は自分を助けてくれた。まだ出で逢あって間もないが、それでも悪い人間ではない事くらいは解る。父も彼も、勇者と魔王として、互たがいに譲ゆずれぬモノのために命を懸かけただけで。それは、美兎も解っているのだ。

「……………………っ」

　だがそれでも美兎は、父の寂しい横顔が忘れられない。

　美兎は唇を噛かんだ。暁月が共に生きる相手として相応ふさわしいかどうか。それを見み極きわめるためには、一体どれだけの時間が掛かるのだろうかと。

　しかし今ならば、数秒もあれば彼を殺す魔法は充じゆう分ぶんに唱えられる。

　美兎は、暁月の寝顔に手の平をかざす。

「──────」

　それでも美兎は、自分の心の中にあるドス黒い感情を呑のみ込んだ。

　今じゃないと思ったからだ。まだ自分は、暁月の事を見極めていない。ここで今、自分の感情のままに彼を殺してしまっては、父に対する裏切りになってしまう。だから、

「見極めるよ、君を……君の傍そばで」

　そっと呟つぶやき、美兎は暁月に向けていた手をギュッと握り、ゆっくりと引いた。

　その腕を掴まれた。



　気が付いた時には、美兎の身体は宙を舞まっていた。

　流れるように天井が回って見え、自分の身体が回転しているのを知る。そして背中から落ちると、ベッドのスプリングが優しく美兎を受け止めた。

「あ──」

　美兎は息を呑んだ。眼の前に、覆おおい被かぶさるようにして暁月がいる。

　……まさか、こちらの殺気に反応して？

　冷たい視線がこちらを射い抜ぬく。背筋をゾッとする様な冷たい感覚が走った。そして、美兎はようやく自分の甘あまい考えに思い至る。自分の感情を抑おさえきれずに、暁月を殺す事ばかり考えていたが──彼に殺される可能性までは頭が回っていなかった。

　──殺される。そう想い、美兎は呼吸をする事を忘れた。声は出ない。鋭するどく細められた暁月の瞳が、喉を震ふるわす事すら許さない。

　すると、眼の前で信じられない事が起きた。

「……ふふん」

　暁月が、ヘラとだらしなく笑ったのだ。

「──え？」

　そこに殺気はない。美兎の身体を縛しばっていた緊きん張ちようが解ける。

　……まさか、許してくれたの？

　そう想った瞬間だ。暁月は唇を尖らせた。そして、

「ちゅ──～～」

　いきなり美兎に抱きついてきた。

「え……、うわあぁぁ──っ!?」

　美兎は慌てて顔を背そむけて、暁月のちゅーを避よけた。

　いきなり何を。美兎は思わず戦せん慄りつする。まさか殺そうとしたお返しに、こちらを辱はずかしめようというのか。すると、キスを避けられた暁月は、何な故ぜか嬉うれしそうに、

「照れちゃって。良いね、初うい々ういしい。でも、大丈夫だぜ、可愛いお嬢さん」

「可愛……って、な、何を言ってるのさ、君……」

　そこまで言って、美兎は気付く。細められた暁月の瞳。それは別に、こちらを睨にらんでいるのではなくて。

　……嘘うそ、もしかしてこの人……？

　信じられない様に暁月を見る。すると、暁月は言った。疑いようのない一言を。

「本当に可愛いな……、なあ君、何て名前だ？」

「うわ……っ！」

　美兎は顔を引き攣つらせた。間違いない。暁月は完全に寝ぼけている。

　顔を真っ赤にして、美兎はベッドから抜け出そうとして、しかしできない。

　覆い被さっている暁月の腕が邪じや魔まなのだ。そして、はたと思い至る。

　とある噂うわさを思い出したのだ。はぐれ勇者は女好きだと。

　美兎は冷静に考える。深夜の男の部屋で、ベッドに押し倒されている自分の状況を。

　……えっと。もしかして、これってボク命じゃなくて、貞てい操そうの危機なんじゃ……。

　というか、大ピンチだった。

「わああぁあぁ──っ、だ、駄目っ、違うよっ。ボク、そんなつもりないよっ！」

　慌てて叫さけぶ美兎に、暁月は満足そうな笑みを見せて、

「自分から来た女は、大たい抵ていそう言う。良いんだぜ、恥はずかしからずに素す直なおになってよ」

「とっくに素直だよっ──ってこら、服を脱ぬがすなバカぁっ！」

　殴って眼を覚まさせようとしたら、あっさりと避けられてしまった。こちらの抵てい抗こうをかい潜くぐり、暁月の手が美兎のパジャマへと伸びる。美兎が今着ているのは、チェストに入っていた、暁月の妹のを借りたものだ。胸がキツすぎるため、ボタンは下の三つしか嵌はめられていない。ただでさえ胸の谷間が露出していたのに、それがあっという間に全てのボタンが開けられる。驚きの神速。そして全ての戒いましめを解かれて、胸が開はだけた。

　悲鳴を上げて胸むな元もとを押さえた瞬間、美兎の腰こしが一いつ瞬しゆん浮ういた。と思ったら、パジャマのズボンが脱がされている。「うわー」と叫んだ時には、もうショーツ一枚になっていた。

　……駄目っ、このままじゃ、本当にボク……っ。

　美兎はどうにか頭を働かせた。

　すると、暁月の正気を取とり戻す言葉を思い付く。

　妙みよう案あん。

「い、妹っ！　妹ですっ！」

　必死になりながら、美兎は叫んだ。

「ボク、君の妹なんだよっ。ね、お兄ちゃんっ！」

「──────」

　初めて上う手まく言えた呼び掛かけ。それは確かに、暁月の動きを制止する事に成功した。

　だが次の瞬間、

「妹？　何言ってんだ……」

　そう言って寝ぼけたまま。暁月は、ふっと寂しそうに笑った。

「──俺の妹なら、もうとっくに死んでるよ」

「………………………………え？」

　一瞬。美兎は時が止まったかの様に錯さつ覚かくした。暁月が口にした言葉の意味が、俄にわかには理解できなかったからだ。

　だが、美兎はそれ以上の事は考えられなくなる。暁月の手が、美兎の胸に伸びたのだ。

「あっ──」

　いけないと思った時には、もう遅おそかった。柔やわらかな美兎の胸は、余りにも無防備で。あっさりと、暁月の五指を受け入れてしまう。

「ちょ、ちょっと、駄目……駄目だってば──やっ」

　必死になって腕や足を振ふり回まわすが、狭せまいベッドの上で暁月は巧たくみに動いてそれを躱かわす。

　そして、気が付けば美兎は背後から抱きすくめられていた。両りよう脇わきの下から差し込まれるようにして前に回された暁月の手は、美兎の胸を優やさしく捕とらえている。

　何とかして逃げなくては。そう思って身体を動かそうとするのに、何故か力が入らない。そして美兎は見る。自分の胸が、暁月の手によって形を変えられている様を。

「やっ……」

　途と端たんに、これまで感じた事のない様な甘い痺しびれを美兎は得た。恐い位に甘かん美びな感覚。

　美兎は、自分の心臓が高鳴ったのを確かに聞く。

　……そうだった、この人は……っ。

　美兎はとろけそうな意識の中で思い出す。暁月は、錬環勁氣功という気を操あやつる特とく殊しゆな操体術の使い手で、それで父にも勝ったのだと。そして、それは他人の氣の流れも操る事が可能で、感覚を鋭えい敏びんにさせる事も可能だったのだと。

　ゾクゾクと寒気にも似た快感が走り、力の抜けた美兎の腰から背中が後ろへと倒たおれた。

　暁月の胸に体重を預ける体勢。先程まではあんなに温かかった筈の室内の空気が、火ほ照てった躰からだには冷たくて。美兎は思わず小さく身み震ぶるいをした。そして気付く。

　……あ……ボクの躰、薔ば薇ら色いろだ……。

　暗い室内、蒼い月光の下で。染め上げられた自分の肌に、ゴクリと喉が鳴った。喉から降りてゆく唾だ液えきの感覚すら心ここ地ち良よくて、美兎は躰をブルっと震わせる。いつの間にか、美兎の躰は心臓が鼓こ動どうをする度に、甘く切ない感覚を得る様になって。

　血流で感じる。

　……や……やっぱり駄目だよ、こんなの……。

　おかしくなりそうな程の羞しゆう恥ちに、美兎は頭の中が沸ふつ騰とうしてしまいそうになる。それでも、自分はまだ我が慢まんできると、そう想って必死になって耐たえていると、

「────あっ？」

　いきなり変化が訪おとずれた。

「あっ、ああ……っ？」

　それまで辛うじて堪こらえられていた筈の快感が、いきなり膨れ上がった。

　……な、何これっ……急にっ？

　その瞬間は突然だった。恐ろしい程の甘美な快感の奔ほん流りゆうが、美兎の意識を呑み込む程の勢いで躰の中を這はい上がって来て。全身の毛穴が開けば、高められた感覚が躰を意識から奪うばう。反射的に仰のけ反ぞれば、髪がバサリと宙を舞って。

　全身がわなないた。何かに頼るように、美兎は近くにあった何かを握りしめる。

　そして躰をビクンと震わせるのと同時、無意識に手を振り回していた。



　──そうしたら、何か手に鈍にぶい衝撃がありました。
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「あ、危なかった……」

　肩を上下させ、荒あらい息を吐はきながら美兎は呟いた。

　月明かりが差すベッドの上。薄いシーツに身を包つつんだ彼女が見下ろしているのは、すぐ隣で失神している暁月だ。手にはずっしりと重い、人工大理石でできた時計。どうやら自分はギリギリの所で、とっさにこの時計で窮きゆう地ちを脱だつし、事なきを得たらしい。先に復ふく讐しゆう心しんに負けそうになったのは自分だとはいえ、危ない所だった。

「……死んでないよね？」

　恐る恐る、暁月の頬ほおを突いてみる。

「う、ん……む……」

　反応が有る事にほっとしながら、美兎はそろりとベッドから降りた。剥はぎ取られたパジャマを持って、そそくさと暁月の部屋を後にする。そして後ろ手に扉を閉めると、美兎は大きく溜ため息いきを吐いた。取りあえず今日の事は、水に流す方向で行こうと美兎は思う。というか、暁月が寝ぼけていた以上、なかった事にしたいのが本音だった。それに、

　……妹さんの事も、知っちゃったもんね……。

　恐らく暁月が言っていた事は、事実なのだろう。彼の悲しそうな表情は、嘘を言っている者のそれではなかった。とはいえ本当ならそれは、自分が知る事はなかった筈の真実だ。

「……おやすみなさい」

　誰だれへともなしに、美兎は呟いた。明日からは、自分は学校に行く。それは初めての経験だ。もしも、生きていたとしたら。否いな、もしも見守ってくれているのならば。

　父は、その事を喜んでくれるだろうか──
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　窓から見える、外の景色が上じよう昇しようしていた。

　徐じよ々じよに、ＪＰＮバベルの敷しき地ち内ないが見下ろせるようになってゆく。

　一定の速度で上昇を続けるその空間は、ガラス張りのエレベーターだ。

　超ちよう高こう層そうのバベル本校舎は、その側面は全てエレベーターになっている。フロアが百八つあるのに対して、学生やスタッフは各おの々おのの立場によって利用する階が限定される。そのため学生はクラス別に、スタッフは権限レベルに応じて、利用頻ひん度どの高いフロアだけを選べる直通エレベーターがいくつも用意されていた。現在、暁あか月つきと美み兎うはＢクラスの学生用のエレベーターで、教室のあるフロアへと向かっていた。

「あーくそ、頭痛え……風か邪ぜかなぁ、それとも鬱うつとかか？」

　今朝、眼を覚ましてからずっと感じている原因不明の頭痛に、暁月は首を傾かしげた。

　凰おう沢さわ暁月には、やらなくてはならない事がある。それは言わば、この世界そのものに対する挑ちよう戦せんだ。ようやくそのスタート地点に立ったのだ。柄がらにもなく緊張しているのだろうかと、暁月は自身の精神状態を分ぶん析せきする。

　ふと隣を見れば、美兎が眼の前のガラスを鏡にして、映った自分の制服姿を見ていた。

　人間とダークエルフのハーフとはいえ、耳も尖っておらず肌も白い美兎の外見は、人にしか見えない。エルフという種族特有の美しい容よう貌ぼうや肢し体たいは眼を引くものの、彼女を異種族と考える者はいないだろう。暁月は、自分の格好を気にしている美兎に、

「嬉しそうだな……」

「……え？　そ、そうかな？　そんな事ないよ？」

　こちらの感想に、慌てた様に美兎は姿勢を正す。暁月はそんな彼女の様子を見て、表情を緩ゆるめた。制服が珍めずらしいのだろうか。聞けば、学校に通う事自体が初めてだという。

　暁月は思う。折せつ角かく連れてきた以上、彼女にとって良い経験になれば良いと。

　すると、エレベーターが上昇の速度を緩めた。それは制動だ。そして、ポーンという機械音と共に、エレベーターの扉が開いた。

　Ｂクラスのフロア。その廊下には、何人か学生の姿が見えた。降り立ったエレベーターホールからは、直進しか選ぶ事はできない構造。暁月と美兎は、ゆっくりと廊下を奥へと歩き始めた。自然と、廊下で立ち話などしている何人かの学生とすれ違ちがう事になる。

　すると、すぐに気が付く事があった。

「ねえ……」

　美兎も同じ事に気付いたのだろう。どことなく不安そうな声で、

「何かさ……ボク達って」

「ああ、見られてるな。でも当然だろ。このフロアにはＢクラスの奴しかいないんだ。見かけない顔があったら、そりゃ見るだろうよ。別に、気にする事でもねえさ」

　そう言って、暁月は足を止めた。眼の前に入口がある。それはＢクラスの教室の扉だ。

　……さて、いよいよだな。

　勢い良く戸を開き、暁月は中へと足を踏み入れた。

　途端に、それまで騒さわがしかった教室内が、一気に静まり返る。

『────────』

　一いつ斉せいに、教室中の視線が集まった。暁月は、それを真っ向から受け止める。教室のあちこちから聞こえる、ひそひそとしたざわめき。好こう奇きの視線。それら全てを、しかし暁月は既すでに経験済みだった。アレイザードで、はぐれ勇者として旅をしていた時に。すると、

「……………………っ」

　不安そうに美兎が、暁月の制服の袖そでを掴んでくる。そんな美兎の肩を、暁月はそっと抱いてやった。こちらを見てくる美兎に、暁月はクラスの面々を見据えたまま言う。

「心配すんな。転校生ってのはいつの時代も、どこの世界でも注目されるものなんだ。別に不安になったり、変に遠えん慮りよしたりしないで、堂々としてりゃ良いのさ。そら、行くぞ」

　そして暁月は歩き出した。机と机の間の通路を、好奇の視線に晒さらされながら行く。教室は、黒板がある前方から後方へ行くに従い、階段状に高くなっていた。一段一段は高さが低い代わりに、奥おく幅はばが広い。そんな段差の三つに一つの割合で、緩やかな扇おうぎ状じようにカーブした長机が、三列縦隊で横方向へ広がっている。暁月は一番後ろ、空いている窓まど際ぎわの席の辺りへ向かった。美兎は暁月の裾すそを掴んだまま、小さくなってその後を付いてくる。

　そして到とう着ちやく。暁月は、目的の席にどかっと腰を下ろした。

　すると美兎が不安そうにしながら、

「へ、平気なの……？　そんな勝手に座すわって」

「別に大だい丈じよう夫ぶだろ。もし問題があるなら、そう言ってくるだろうよ」

　それに。

「どうせ転校生ってのは大抵、空いてる席に座るもんだ」

　暁月がそう不敵に言い放った時だった。

「──ははっ、面おも白しろい事を言うね、君」

　一人の女子生徒が声を掛けてきた。スラリとした長身の女子だ。さらりとしたショートヘアに、バランスの取れたプロポーション。整った顔立ち。自然と滲にじみ出でる大人びた雰ふん囲い気きは、美少女というよりもむしろ美人のそれに近い。

　……へえ。

　興味深そうに眼を細める暁月に、女子生徒は爽さわやかに笑った。

「──いや、良かったよ。噂の編入生が、期待を裏切らない逸いつ材ざいみたいで」

「ん？　どういう意味だ？」

　問とい掛ける暁月に、少女は楽しそうに眼を弓にする。

「君達はね、いきなりこのＢクラスに編入が決まってから、バベル内でも噂で持ちきり。話題騒そう然ぜんの、期待のルーキーなんだよ。何せ」

　美兎を見ながら、

「一人は、入学検査で戦技教官を魔法で瞬殺した、謎なぞの美少女。そして」

　次に暁月を見て、

「もう一人は、ノルンチェックで《真の勇者》と認められ、さらには特別審しん査さであの氷ひ神かみ会長からお墨すみ付つきまでもらった勇者様。そんな訳で、君達の知らない所で、実はかなりハードルが上がっててね」

「そうだったんだ……」

　道理で、と美兎は頬をポリポリと掻く。

「そういう事なら、期待を裏切らない様に頑がん張ばらないとな……」

　暁月はフッと笑みを浮かべ、

「──で？　随ずい分ぶんとこっちの噂には詳くわしいみたいだが、アンタ自身の事を教えてくれるつもりはあるかい？」

「ああ、それもそうだね。自己紹しよう介かいをしても？」

　頷うなずきを返すと、女子生徒は自分の胸に手を当てて、

「あたしは五泉いずみ千ち影かげ。たった今、君達のクラスメイトになった所だ。仲が良いが付けられるかどうかは、互い次し第だいだけど。でも、できればそうなりたいと思ってるよ」

　よろしく、と笑え顔がおで差し出された手を暁月は握った。柔らかな感かん触しよくを得ながら、

「凰沢暁月だ。こっちは妹の美兎」

　紹しよう介かいされた美兎は、少し恥ずかしそうに手を差し出し、

「あの、凰沢美兎……です。えっとボク、異世界に行ったショックで、あんまりこっちの世界の事覚えてなくて。だから、色々と不慣れで迷めい惑わく掛けちゃうかもしれないけれど……これから、よろしくお願いします」



    

  
    
      「解わからない事があったら、何でもあたしに聞いてくれていい。こちらこそ、よろしく」

　千影は笑顔でそう言って、美兎の手を取った。

「──さて、早さつ速そくだけど一つ忠告させて貰もらうよ。凰沢君、確かに転校生は空いている席に座るものだけど、その席は止めて置いた方が良い」

「暁月でいい。凰沢は二人いるからな」

　と、暁月は肩かたを竦すくめて、

「しかし何でだ？　もしかして、席順が決まってるのか？」

　大学の講堂の様な造りのため、てっきり席は自由かと思ったのだが。

「ああ、そういう訳じゃないんだけどね……」

　実は、と千影がその理由を話そうとした時だ。

　教室の前方、入口の方からけたたましい音がしたのは。



　美兎は見る。教室の入り口──そこに尻しり餅もちをついている男子と、それを見下ろすもう一人の男子の姿があるのを。どうやら二人の間に、いざこざが起きた様だ。

「テメエ、何ぶつかってんだよ田た中なか！　痛ぇだろうが、ああ？　どうしてくれんだよ？」

「やれやれ、また始まったか……」

　それを見た千影が溜息をついた。美兎は、千影の横顔を見ながら、

「またって……良くある事なの？」

「うん。彼かれ──鬼おに塚づかって言うんだけど。彼はずっとＡクラスだったんだが、前回の定期考査でウチのクラスに落ちてきてね。プライドが傷つけられたんだろう。以来ずっとあの調子さ。誰だれ彼かれ構わずケンカを売ってる。このクラスに、自分に敵かなう奴など居ないと思っているんだろう。力に物を言わせて、やりたい放題やって憂うさを晴らしてるんだ」

　と、千影。

「実は、あたしが君達に声を掛けたのも、この事を忠告するためでね。実は、暁月が座った席は、鬼塚のお気に入りの特等席なんだよ。別に席順は決まっていないから、どこに座ろうが自由なんだけどね。ただ、みんな面めん倒どうに巻き込まれるのは御ご免めんだからね。なるべく刺し激げきしないように、その席には座らないようにしてるんだ」

「ふーん……」

　暁月は入口の方へと視線を向ける。床ゆかで尻餅をついたままの男子生徒の尻しりを蹴けり上げた鬼塚は、まだ苛いら立だちが残った不ふ機き嫌げんそうな顔をしていて。

　そして、そんな彼の視線がこちらを向いた。

「おいテメエ！　何見てんだ、コラ！」

　叫びながら、鬼塚は気付く。暁月が今、自分の特等席に座っている事に。

「しかも、勝手に人の席に座りやがって。見ない顔だな、新顔か？　このクラスで断わりもなく、何好き勝手してんだぁ、おい！」

　鼻息を荒くして、鬼塚がこちらへ向かってやって来た。

「そうか……お前が噂の編入生だな。埃ほこりの被かぶったエセ占うらないの結果で、勇者気取りか？」

「……………………」

　対する暁月は無言。というか、暁月はそもそも鬼塚を見てはいなかった。暁月が見ていたのは、先程まで鬼塚に怒ど鳴なられていた男子生徒だ。すると鬼塚はフンと鼻を鳴らして、

「どこを見てやがる？　何ならお前のケツにも一発かましてやろうか？　いきなりＢクラス入りした位で、調子に乗ってんじゃねえぞ」

「──止しなよ、鬼塚。そうやって人にすぐ噛み付つくような真ま似ねをするのは」

　千影が、からむ鬼塚を制止する。困こん惑わくしている美兎を庇かばうようにして立つ彼女に、

「すっこんでろ五泉。お前の出番じゃねえ。……ん？」

　鬼塚は、ふと千影の隣にいる美兎に眼を留とめた。は、といやらしい笑えみを浮かべて、

「ふーん……そうか、コイツがもう一人の編入生かよ。悪くねえな。いや、これ程ほどの奴はそうそういねえ。おまけに、躰まで俺好みだ」

　そう言って、美兎に向かって手を伸のばした。

「……え、ちょっと……？」

　困惑する美兎に構わず、鬼塚がそのままこちらの腕うでを掴んでくる。

　──その刹せつ那な。

「がッ───？」

　鬼塚が後ろへ吹ふっ飛とんだ。そのまま勢い良く、教室の壁に叩たたきつけられる。

　ざわめく教室。それまで黙だまって事の推移を見守っていたクラスメイト達が、突然の事態に俄かに浮き足あし立だっていた。誰も手が出せない問題児、暴れ虎とらの尾おが踏まれたのだ。

　……一体、何が……？

　突然の事態がどうして起きたのか解らず、美兎は困惑する。それは隣の千影も同じようだった。そんな自分の肩に手を置いて、暁月がゆっくり前へと歩き出す。

　……あ、まさか、今の……

　美兎は理解する。今、鬼塚を吹き飛ばしたのは、暁月の仕し業わざなのだと。暁月の向こう、教室の壁かべ際ぎわにいる鬼塚は軽く頭を振っていた。バベル内の結界のおかげで、彼の肉体に怪け我がはない。だが、ダメージは確実に精神へ働いているのだろう。立ち上がろうとした足あし下もとが、一いつ瞬しゆんふらりと揺ゆれる。

「テメエ、いきなりやってくれるじゃねえか。良いぜ。良い度胸だ、今ブチ殺して──」

　ドスを利かせて睨みながら、鬼塚が立ち上がろうとする。

　その顔を、暁月はいきなり鷲わし掴づかみにした。

「──────」

　それは、本当にごく自然な動作だった。相手の呼吸や意識の隙すき間まを完全についた形。

　それは何気ない様でいて、あらゆる戦せん闘とうにおける奥おう義ぎとも言うべき到とう達たつ点てんだ。

　目まの当あたりにした美兎は呆ぼう然ぜんとなる。

「な、この……テメっ、何を──がっ？」

　暁月の手首を掴んで、振り払はらおうとした鬼塚の動きが止まった。何事だろう。美兎を始め、事態を把は握あくできていない他ほかのクラスメイト達も見る。そして美兎は、鬼塚の身体が小刻みに震えている事に気が付いた。察する。その理由は、声も出せぬ程の激痛だと。

　暁月は、無表情に鬼塚を見下ろしながら、

「気が合うな。実は俺も嫌きらいじゃないぜ、弱い者苛いじめってよ。自分が他人よりも強いって勘かん違ちがいして、他人を見下す馬鹿がいるだろ？　そういう野や郎ろうのプライドを、粉々にするのが結構好きでね。鬼塚っていったか、お前──」

　フンと鼻を鳴らして。

「──どうだ？　俺は今、ちゃんとお前のプライドをズタズタにできてるかよ？」

「……っ……っ……ぐ……ぅ」

　握りつぶされそうになっている鬼塚の顔が、苦く悶もんに歪ゆがむ。肉体にダメージはなくても、痛みは感じるのだ。彼の顔は最も早はや、真っ赤を通とおり越こして赤黒くなっていた。

「──ま、待って！　それ以上はやり過ぎだよ！」

　美兎は慌あわてて、暁月と鬼塚の間に割って入った。暁月の太い腕に両手を回して、何とか制止に成功する。そのまま腕を引いて歩きながら、思わず溜息。

「初日から、いきなり問題起こしてどうするのさ、もう……」

「血の気の多い馬鹿のために、わざわざ結界が張ってあるんだ。ちょっとくれー無む茶ちややったって、問題にはならねえよ……なあ？」

　暁月が千影に明るく問うと、彼女は困ったように苦く笑しようを返す。

「それは確かにその通りだが……確信犯はどうなのかな？」

　そう言って、その表情が凍りついた。途端に、教室中が騒然となる。

　……え？

　美兎は振り返り、そして気が付いた。鬼塚の周囲に、魔ま法ほう陣じんが展開されている事に。それは防護障しよう壁へき。彼は今、教室内で強力な魔法を使用しようとしていた。こんな密閉された空間で魔法を使用すれば、間違いなく室内にいる全員が被ひ害がいを受けるというのに。たとえもし怪我はしなくても、全員が意識を喪そう失しつする程のダメージを負うのは避けられない。

　──対魔法防御レ　ジ　ス　トを！　そう叫ぼうとして、しかし美兎は思い直す。もしレジストを使用したとしても、Ｂクラス最強の鬼塚の全力魔法を防げるような力は、クラスメイト達にはないかもしれないと。

　……だったら、ボクが……っ。

　とっさに教室全体を覆う防ぼう御ぎよ魔ま法ほうをと、意識を集中した。だが遅い。明らかに、鬼塚の詠えい唱しようが先に終しゆう了りようする。その刹那、焦しよう燥そう感を露あらわにした美兎の手が振り解ほどかれた。

　暁月だ。それはまるで神速。一瞬で鬼塚との距きよ離りを詰つめると、上段蹴げりを一いつ閃せんする。

「馬鹿が──」

　鬼塚は吐き捨すてるように笑った。詠唱がここまで進めば、もう充分に防護障壁が展開されている。それに対して、徒と手しゆ空くう拳けんでの攻こう撃げきなど無む駄だでしかないと。

　誰もが同じ事を思った。その眼の前で、暁月の繰り出した蹴りが防護障壁と衝しよう突とつする。

「──────」

　拮きつ抗こうは一瞬だった。その先にあったのは──破は砕さい。まるでガラスが砕くだけたかの様な音を立てて、鬼塚の周りに展開していた防護障壁が霧む散さんした。刹那、誰もが信じ難がたいその光景を目の当たりにし、眼を見開く。

　そして、暁月の脚あしが振り抜ぬかれる。勢いそのままに鬼塚の頭部へ。蹴撃が直ちよく撃げきする。

「──────」

　轟ごう音おん。それは教室の一番後ろから一番前の壁まで、鬼塚が吹っ飛び激げき突とつした音だった。

　床に転がった鬼塚は、すっかり白目を剥むいていて、最早ピクリとも動かない。教室内は奇き妙みように静まり返っていた。今のも錬環勁氣功なのだろうか。美兎は呆然と暁月を見る。

　一歩間違えば大だい惨さん事じだったというのに、暁月は平然と佇たたずんでいた。

「ああ、馬ば鹿かだな──」

　そして彼は言い放つ。

「──お前が、な」



２



　暁月が鬼塚をのした直後。

　すぐに白服を着た学生が数名、Ｂクラスへと駆かけ込んできた。彼らは風紀委員だ。

　聞けば、バベル内の結界がきちんと作用しているかどうかは、常にシステムスキャンが行われているのだという。そのため学生とスタッフの肉体や精神状態は常時モニターされており、問題があればすぐに風紀委員や、教員・スタッフが駆けつける体制が組まれているらしい。異世界からの帰き還かん者しや達たちは言わば財産だ。その管理は徹てつ底ていされているのだろう。

　眼を回している鬼塚は担たん架かで保健室へと運ばれていった。しばらくすれば、意識を取り戻すだろう。一方の暁月は、風紀委員によって生徒会室へと連行された。問題を起こしたのは鬼塚の方が先だと、美兎や千影、他のクラスメイトらも証言し、風紀委員もその事に関しては納なつ得とくしてくれたのだが。しかし建前として、事態を収めた暁月には、対応の手法も含ふくめて事情を説明する義務があるのだという。要は、やりすぎたという事なのだろう。

「──それじゃ、ここで少しお待ち下さい。すぐに、執しつ行こう部ぶメンバーが参ります」

　そう言い残して、風紀委員は生徒会室を出て行った。

　……すぐに、ね。

　一人残された暁月は、部屋の奥へと振り返る。赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた、奥に長い長方形の部屋だった。両側の壁には、天井まである高い本ほん棚だながずらりと並んでいる。手前には、革かわ張ばりのソファと机の応接セット。そして部屋の中なか程ほどには、高級そうな執しつ務む机づくえが左側の壁際に二つ、右側の方に一つ、互いに向かい合う形であった。そして部屋の最さい奥おう。窓際のすぐ手前に、他の机とは明らかに作りが異なる、一ひと際きわ大きな執務机が置かれている。

「……へえ」

　暁月は、ゆっくりと部屋の奥へと足を進める。

　執務机の上には、それぞれ役職が書かれたプレートが置かれていた。左右に控えるように並んだ机には『副会長・七なな瀬せ遥はるか』『書記・上うえ崎さき遼りよう平へい』『会計・哀あい原はら美み奈な巳み』とある。

　そして奥の机。そこにある役職プレートを見て、暁月はスッと眼を細めた。

『生徒会長・氷神京きよう也や』。

　……ふーん、ここがあいつの……。

　先日の入学検査で、自分を試ためしたあの銀ぎん髪ぱつの青年が、暁月の脳のう裏りに浮かんだ。

「成なる程な……」

　暁月は机の奥へ回ると、京也の椅い子すにどっかと腰を下ろした。

　バベル生徒会長の椅子。それは現げん役えき日本最強の座だ。

　暁月は改めて思う。自分はまず、この椅子に座らなくてはならないのだと。

　そして暁月は脚を組むと、ぐるりと椅子を回転させて窓の方を向いた。

　本校舎の最上階。全面ガラス張りの窓からは、ＪＰＮバベルが一望できる。

　高い景色。人も車も、そして街も。遥はるか下にある地上は、まるで下界だ。

　……そりゃ、こういう所にいたら勘違いしちまうよな……。

　暁月は、脳裏に一人の青年を思おもい浮かべた。だが、それはこの椅子に座る氷神京也ではなく、もっと良く知る別の人間だ。

　暁月は椅子を回して前へと向き直ると、組んだままの足を机の上にどかっと置いた。

　頭の後ろで両手を組んで、背凭もたれに体重を預ければ、完全にくつろいだ体勢の完成だ。

　暁月は欠伸あくびをして、眼を閉じた。

　待つ。

　すると、ほどなくして生徒会室の扉がガチャリと開いた。現れたのは、二人の女子と一人の男子。しかし、その中に京也の姿はなかった。いずれも腕わん章しようを付けており、そこには生徒会及および役職の文字がある。つまり、彼らが京也を除いた生徒会メンバーという事だ。

「お待たせしましたわ──あら？」

　無人の応接ソファに、副会長の腕章を付けた少女が小首を傾げる。華はなやかな気品を纏まとった美少女だった。肩けん甲こう骨こつの辺りまである髪かみが、動きに合わせてさらりと揺れる。彼女は、ゆっくりと視線を前へ。そしてこちらと眼を合わせる。そこで、暁月は軽く手を上げて、

「よう。待たせてもらってるぜ」

　次の瞬しゆん間かん。彼女は京也の椅子でふんぞり返っていたこちらを認にん識しきし、

「────っ」

　血相を変えた。

「なっ──ちょっと貴方あなたっ！　一体そこで何をしてるんですの？」

　物もの凄すごい速度で副会長の少女がやって来た。残りの二人は、入口の所に立ったまま驚おどろいた様にこちらを見ている。副会長──七瀬遥は、暁月のすぐ傍らに立った。憤ふん怒ぬの表情で、

「不敬な！　お立ちなさい、この無礼者！　そこは、貴方の様な一いつ介かいの生徒が座って良い椅子ではありませんわ！」

「ここで待てって言われたから、そうしてただけなんだがな……」

　暁月は、おどけて見せながら内心で密ひそかに思う。成功したと。そして不敵な口調で、

「それに椅子は椅子だ。座れねえもんなんざ、この世にはねえだろ」

「──生あい憎にくと、そいつが言ってるのは物理的な意味じゃない」

「……そこ、京也の席」

　横からの声に、暁月がそちらに視線をやると、いつの間にか残りの二人が机の向こうに立っていた。困った様に頭を掻かいている青年が、どうやら書記の上崎遼平。短めの髪をワックスで遊ばせた髪かみ型がた。どこかやる気のないようなその表情からは、遥のような怒いかりではなく呆あきれという感情が含まれていた。

　そして彼のすぐ後ろで、静かに立っているのが会計の哀原美奈巳だろう。セミロングのストレートヘアに、左右に一筋ずつある三つ編み。左ひだり眼めが隠かくれるほどの長い前まえ髪がみが眼を引いた。半分近く隠れてはいるが、それでも彼女が綺き麗れいな顔立ちをしているのが解る。

　……こいつらに、あの氷神京也の四人で、生徒会メンバーってわけか。

　成る程と暁月は彼らを見み据すえる。四人が並んでいる姿を想像すると、確かにバランスは取れていた。そして必然的に、彼らがこのＪＰＮバベルの学生トップ４という事になる。

「──ちょっと貴方、聞いてますの？　早く退きなさい。氷神会長の椅子が汚けがれます！」

　苛いら立だたしげにする遥。その不機嫌そうな顔には、得も言われぬ色気が滲んでいた。

　面白いので、暁月は椅子に座ったまま、

「アンタ、怒おこると可愛いな」

「────っ」

　すると遥が顔を真っ赤にして、

「良い加減に──」

　叫ぼうとしたその時だった。

　再び生徒会室の扉が開き、京也が中へと入ってきた。

「おや……」

　こちらの様子に気付いた京也は、一瞬でこの状じよう況きようを理解し──そして微び笑しようを浮かべた。

　と同時。

「──────」

　暁月は、全すべてに構わず動いていた。椅子から机の上に飛び乗ると、遼平や美奈巳の頭上を飛び越え、そのまま一気に駆け出す。

「な──っ？」

　あっという間にトップスピード。

　背後で上がった驚きよう愕がくの声を置き去りに、暁月は京也との距離を詰める。行ける──そう思った次の瞬間。暁月の眼の前に、一陣じんの風が回り込んだ。副会長、七瀬遥だ。

　……早いな！

　暁月は小さな驚きを得る。完全に不意を突いた筈なのに、トップスピードの自分に追い付くとは。見れば、彼女の身体の周囲に魔法陣が展開している。風の魔ま法ほうによる高速移動か何かだろう。一瞬で魔法を完成させるとは大したものだった。

　……そういや副会長って事は、要はここの２って訳だもんな。

　暁月は笑みを深くすると、遥の眼前で身を沈しずめた。

「────？」

　咄とつ嗟さに遥の意識が下へ向く。その瞬間、暁月は膝ひざのバネを活いかして床を蹴った。

　跳ちよう躍やく。遥の上を行きながら、

「────っ」

　しかし背後に気配。咄嗟に空中で顔だけ背後を振り返かえる。眼前に炎ほのおの塊かたまりが迫せまっていた。

　遼平の魔法だ。避けられない──直撃コース。暁月は咄嗟に氣を集中。そして空中で身体を捻ひねると、右足で炎えん塊かいを迎げい撃げきした。衝突。ドンという重い音と共に、魔法の炎が散り散りになって掻かき消えた。そして、氣で守られた暁月の脚が火傷やけどを負う事もない。

「おおっ、やるじゃん！」

　感心したように遼平が声を上げた。しかし、暁月は見る。遼平の隣、美奈巳が床に手を付いているのを。既に魔法陣は展開している。床──暁月の意識が、反射的に真下を向く。

　しかし、下からは何の攻撃も来ない。そして暁月は、自分の失態に気が付いた。

　…──上かっ？

　天井を仰あおぎ見みる。だが既に遅かった。天井から生えた巨きよ大だいな土の手が伸び、暁月をそのまま床へと押し潰つぶそうとする。

「っ…………このっ！」

　暁月は床に墜つい落らくしながら、炎塊を迎撃した蹴りの勢いを利用して、身体を横に回転。

　そのまま左の肘ひじを、土の手にぶち込んだ。錬環勁氣功の一いち撃げきによって、土の手は粉々に砕け散ちる。暁月はギリギリの所で体勢を整え、辛かろうじて片かた膝ひざを着きながら着地に成功。

　しかし──そこまで。

「──これ以上やるつもりなら、次はもう手加減しませんわよ」

　暁月の周りを、いつの間にか遥達たち三人が包囲していた。三人とも手の平をこちらに向けている。少しでも暁月が不ふ穏おんな動きをすれば、即そく座ざに攻撃するつもりなのだろう。

「……どうしたんだい、一体？」

　困惑と言うよりも、むしろ微笑を含んだ様な口調で京也は言った。

　暁月はゆっくりと立ち上がり、拍ひよ子うし抜ぬけした様に、

「生徒会室に呼ばれたんで、てっきりアンタがこないだの続きのために、俺を誘さそってくれたのかと思ったんだけどな」

「まさか。僕ぼくは、君が今何故この場所にいるのか。その理由さえ知らないんだからね」

「貴方を呼んだのは私です、凰沢暁月──」

　厳しい表情で言ったのは、七瀬遥だ。

「風紀委員から話は聞いています。編入早々、クラスでの揉もめ事ごとに巻き込まれた事については、災難でしたわね。鬼塚という生徒については、後で厳重注意を行いますわ。事態の収しゆう拾しゆうに尽じん力りよくしていただき、ありがとうございました」

　笑顔どころか、一いつ切さいの感情を消した事務的な口調。暁月は肩を竦めて、

「何だ……つまり、礼を言うために呼んだって事かよ？」

「──それと、忠告を」

　冷たい怒りを込めた口調で、遥。

「編入初日に問題を起こした貴方を、風紀委員はマークしましたわ。風紀委員は、副会長である私直属の精せい鋭えい部隊ですの。今後もし、貴方が問題を起こした際は、我々が全力で貴方を制圧・拘こう束そくさせていただきます──」

　スッと眼を細める。そして静かな殺意を込めて。

「──特に、今後もし先さき程ほどの様な不敬な態度を取った際は、容よう赦しやなく潰しますので、そのつもりで」

　そう言って、ゆっくりと手を下ろした。半歩身を引いて、

「話は以上ですわ。もう結構ですので、どうぞお引取り下さいまし──」

　後にはただ、底冷えするような瞳ひとみだけが残される。



　重じゆ厚うこうな扉とびらが閉まる音が、静かな廊ろう下かに木こ霊だました。生徒会室のある最上階フロア。

　その長い廊下に一人佇むのは、たった今部屋を出たばかりの暁月だ。

　本当は、強ごう引いんにでも京也と勝負したかった。だが、流石さすがに１対４では分が悪すぎる。

　一応火種は撒いておいたが、それでも今後は生徒会長に仕し掛かけられるチャンスはそうそうないだろう。暁月としては、その機会がなるべく早く来る事を祈いのるしかない。

　……なんて感じに、俺が諦あきらめたと思っただろうな。

　暁月は生徒会室の扉を振り返り、ふっと笑った。甘い。１対４で数の有利がある？　自分達たちはまだ本気を出だしていない？　だから──どんな相手も掛かって来る訳がない？

　……そいつは、油断だ。思い上がりってもんだぜ。

　暁月は錬環勁氣功を発動した。全身の氣を一斉に解放する。

　……ドアを吹っ飛ばす……いや遠当てで抜いて、部屋の中に全衝しよう撃げきをブチ込んでやる。

　念のため、こちらの不意打ちを防ぼう御ぎよされ、反はん撃げきされた場合を考え、暁月は初撃を凌しのがれた後の動きを確認。結果、間かん髪ぱつ入いれずに突とつ入にゆうして、各個撃げき破はして制圧するのがベストと判断する。一番強い京也は後回しにして、残りの三人から叩くのが良いだろう。暁月は軽く舌舐めずりをして、意識を集中させる。そっと扉の上に、右の掌てのひらを置いた。

　……悪いが、こんな所で足あし踏ぶみはしてられねえんだ……。

　今日、ここで、ＪＰＮバベルのトップを潰す──



「──止めて置いた方が良いわよ」



　突とつ然ぜんの忠告は横から来た。暁月は声のした方を見る。

「……ん？　何ど処こだ？」

　しかし、誰も居ない。暁月の視線の先にあったのは、奥まで伸びた無人の廊下だけだ。

「こっちよ……」

　すると、再び声がした。その呼よび掛けは、暁月の視線を下げるものだった。そして見つける。いつの間にか、眼の前に小さな少女が立っていた。というか幼女だ。年としの頃ころは十歳さい程ほど。身長は低く、暁月の腰の辺りに頭の天辺てつぺんが来る程度。腰まである長い黒くろ髪かみ。顔は感情を含まない無表情だが、人形の様なある種の無機質さを感じさせる美しさを備えていた。将来は、恐おそろしい程の美人になるのが容易に想像できる。どことなく和服が似合いそうな、硬こう質しつな雰囲気。しかし彼女が今着ているのは、このＪＰＮバベルの制服だった。

「貴方が彼らの考えを読んだ様に、彼らも貴方の考え位読んでいるわよ」

　少女は冷たい視線でこちらを見上げて、抑よく揚ようのない声で告げてくる。

　暁月は視線を合わせるように膝を曲げ、首を傾かたむけて見る。



    

  
    
      「……迷子か？　どこの幼女だ？」

「貴方と同じクラスの幼女よ、凰沢君」

　覚えておいてね、と彼女は薄うすく微笑。

「クラス委員の桐どう元もと葛くず葉はよ。一時限目は移動教室だから、貴方の事を迎むかえに来たわ」
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「……来ませんでしたわね」

　一方の、生徒会室。部屋の中から扉を見つめていた遥が、呟きにも似た口調で言った。

　遼平は頭の後ろで両りよう腕うでを組んで、

「珍しく外れたな……京也の勘かん」

「そうだね。まあ、そういう事もあるさ……」

　京也は、さして気にしていない様子で苦笑し、思考を巡めぐらせる。

　……恐らく、桐元君辺りが止めに入ったか。相変わらず懸けん命めいだね、彼女は……。

　まあいい。今ここでぶつかれば果たしてどうなっていたか、興味がないではないが、楽しみはまた今後に取って置く事にしよう。京也は楽しそうに笑いながら、

「いずれ必ず、彼とはぶつかる時が来るだろうからね……」

「その時は、私が始末を付けますわ」

　と、胸を張って遥。

「副会長の名の下に。風紀委員を執しつ行こうし、彼を粛しゆく清せいします」

「しかし、報告にあった『魔法が使えない』ってのは、どうやら本当らしいな……」

　遼平は、先程の暁月の行動や、こちらへの対応を思い返すように、

「なのにあの戦闘能力か……全く恐れ入るね」

「彼……、戦い方を凄すごく知ってる感じだった」

　と、美奈巳。

「きっと、自分の力の事も良く解ってる……強いよ」

「おお、珍しいな。お前が、誰かを褒ほめるなんて──」

　驚いたように言った遼平が、ふと眉まゆを顰ひそめた。

　浮うかんだ表情は疑問。そして、そのまま美奈巳に問う。

「おい美奈巳……胸むな元もとが開いちまってるぞ、お前？」

「？　……あ、本当」

　一体いつの間に。自分の胸を見下ろした美奈巳は、ボタンを留めようとして、しかしその手を止めてしまう。気が付いたのだ。

「………………ない」

「何が？」

「どうしましたの……美奈巳？」

　怪け訝げんそうに訊きいた遥は、すぐに何かに気が付いた。同じ女子として、美奈巳の異変に思い至ったのだろう。だが、俄にわかには信じられないようだった。何故ならそれは、気付かずになくなるようなものではなかったからだ。

「まさか……」

　信じられないように、呟いたその時だった。

「────っ？」

　ギョッと遥は顔を強こわ張ばらせ、途端に顔色を青くした。

「……や……そんな……っ」

　そして、一気に赤くなる。唇くちびるを噛み、気まずそうに内うち股ももを擦すり合あわせた。

　そわそわと、スカートの裾を気にし始める。そして、

「あの……、ちょっと私……失礼しますわ」

　そろりそろりと後ろに下がると、そそくさと生徒会室を出て行った。

　勢い良く開いた扉が、それ以上の勢いで閉められた。

　まるで問答無用。ドアの開閉音が、部屋の中に小さく木霊する。

「……トイレってのは、もうちょいさりげなく行くもんじゃないのか、女って」

「さあ、どうだろうね？」

　首を傾げる遼平に、事情を知っている京也は静かに苦笑を浮かべて見せた。



　宙を滑すべる空間がある。静かな駆く動どう音おんと共に下降してゆくのは、解放感に満ちたエレベーターだ。滑なめらかに下の階へと向かうエレベーターは、まるで降臨するかのように目的のフロアへと下ってゆく。しばしの密室。その中で、暁月は葛葉の話を聞いていた。

「───飛び級か、成る程な」

　暁月の感かん嘆たんに、葛葉は「ええ」と相あい槌づちを打った。

「私はまだ十一歳さいになったばかりなの。本当なら小学六年生ね」

　だが、彼女は暁月と同じ高等部の生徒だった。バベル内においては、この飛び級という制度はそれ程ほど珍めずらしいものではないが、ここまでというのは流石に異例だ。

　バベルは、勉強だけを学んでいれば良い場所ではない。実技という名の戦闘授業もカリキュラムの中に含まれている。つまり、五歳以上も年上の者達の中に入っても、問題ないと判断される程、葛葉の力は秀ひいでているという事だ。

「ふーん。優ゆう秀しゆうなんだな、委員長は……」

「程ほど々ほどにね。でも言って置くけど、貴方がケンカを売った生徒会のメンバーの方が、私なんかよりもずっと凄いのよ」

「まあ、そうなんだろうな。生徒会って事はこのＪＰＮバベルのトップな訳だし……」

　そう呟つぶやいた暁月は──しかし次の瞬間、葛葉の口にした単語に言葉を失った。

「それだけじゃないわ。生徒会長の氷神京也は、コクーンのメンバーよ」

「──────」

　暁月は、小さく身を震わせた。一瞬、葛葉の口にした事実が信じられなかったからだ。

　すると、言葉を失くしたこちらに視線を向けた葛葉が、怪訝そうに眉を顰めた。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん……？　何がだ？」

　問われた暁月は、葛葉を見下ろす。すると彼女は硬かたい表情で、

「貴方、今……凄い顔してた」

「……悪いな。しかし、あいつコクーンだったのか……はは、そうか」

　入学検査の時から随分と強いとは感じていたが、ようやく暁月は得心がいった。

　──新国連の議長、事務総長、さらにはＧ７各国のバベルの最高責任者は、かつて異世界で取り分け強大な力を得た者達で構成されている。それがコクーンだ。

　Children Of Cross Over Other Nation。通つう称しよう「コクーン《ＣＯＣＯＯＮ》」と呼ばれる彼らは、それぞれが召しよう喚かんされていた異世界で、英えい雄ゆうと呼ばれていた者達だ。彼らを評する言葉は簡単である。彼らは最強であり、そして世界そのものなのだから。てっきり京也は、あくまでＪＰＮバベルの生徒のトップなのだと思っていたのだが、どうやら彼は現日本のトップらしい。入学検査のスタッフが敬語だったのは、そのためなのだろう。

　それはコクーンが、単独であっても、国家が保有している軍事力を凌りよう駕がする程の、強大な力の持ち主ばかりだからだ。彼らはバベルのトップとして、世界平和の確立という理想を謳うたい、そのために異世界帰りの子供達の管理と教育を行っている。もし戦争や地域紛ふん争そうが発生した場合、バベル自身が介かい入にゆうし、異世界帰りの子供達を戦場へと送るために。

　異能の力を持った少年少女達を、人類の繁はん栄えいと発展、恒こう久きゆう的てきな平和に役立てられるよう、正しい方向へと導く事を目的とした教育機関バベル。その現実は、異世界から戻もどった少年少女を戦争の道具にし、兵器として国家間の抑よく止しり力よくとするための組織なのである。

　──ならば、今現在この世界に恒久的な平和が訪れているかと言えば、答えはＮＯだ。

　異世界からの帰き還かん者しやを異教徒の様に迫はく害がいする者もいれば、思想の衝突によって起こるテロもまだ、この世界には残っている。そうした戦場に、今この瞬間も異世界帰りの子供達が派兵されているのだ。バベルの外には、身体的ダメージを受ける事がないような、都合の良い結界はない。当然、命を落とす事だってある。

　そして一番の問題は。テロリストの中には、バベルの理念を嫌い、裏の世界へと姿を消した異世界からの帰還者もいる事である。

　特に有名なのは、『朱あけの黄昏たそがれ』という少数精鋭のテロリスト集団だ。彼らは異世界からの帰還者の中でも、選ばれた者だけを集めた新国家を作るため、過激な行動に出ては圧あつ倒とう的てきな力を誇こ示じし続けている。その実力は、コクーンと同等と言われており、軍や警察はおろか新国連やバベルですら、おいそれと手を出せないでいる状況だ。

　他にも大小様々なテロ組織があり、中にはバベルを標的にする者も少なくない。

「……………………」

　暁月は見る。眼の前に立つ、まだ幼い桐元葛葉の姿を。

　小さい身体。折れてしまいそうな程、華きや奢しやな手足。こんな幼い彼女でも、異世界に行っていたという理由だけで、いつ戦場に狩かり出されてもおかしくはないのだ。

　だが、凰沢暁月はこう考えている。そんな世界は絶対に間違っていると。

　すると、こちらに視線を合わせた葛葉が悪いた戯ずらっぽく笑った。

「知らなかったとはいえ、世界そのものにケンカを売った気分は、どう？」

「悪くないぜ……ああ、全然悪くない」

　暁月は笑う。だってそうだろう。凰沢暁月は、そのために帰って来たのだから。

　そして、思い出したように呟いた。気まずそうに頬を掻きながら、

「──つーか、そうだと知っていたら、もうちょい別の火種を撒いたんだけどな」

「あら物ぶつ騒そうね……どんな火種を撒いてきたの？」

「ん、そうだな──こんな感じかな」

　そう言って暁月は、ぴらんと隣となりの葛葉のスカートを捲めくった。

　葛葉に対して、確認してみたい事があったからだ。

「……………………」

　突然の事に呆あつ気けに取られ、葛葉は反応できない。ふわりと舞まい上あがったスカートが、ゆっくりと下に落ちて元の位置へと戻った。葛葉は無表情のまま、スッとこちらを見て、

「……幼女のパンツがお好みなんて。随分と素す敵てきな変態具合ね、凰沢君」

「おいおい、冷静だな委員長……普ふ通つう、もうちょい違うリアクションとかあるだろ。怒るとか泣くとか、引ひっ叩ぱたくとか」

　だが、そうした反応はなかった。暁月はやはりと思う。葛葉位の年とし頃ごろならば、本来はある筈はずの子供らしい感情が、しかし彼女にはない事に。

　だが、それも無理はないかもしれないと暁月は思う。

　ただでさえ、いきなり異世界に召喚され、気が狂くるいそうな孤こ独どくを味わい、ようやく元の世界へと戻ってきたというのに。今度は強制的に同い年の仲間と引き離はなされ、何なん歳さいも上の連中との学校生活を強しいられているのだから。挙句、それが戦場へ行く可能性を考こう慮りよされたものであれば尚なお更さらだ。

　──或あるいは、葛葉は幼い頃からもうずっと、このように自分を殺す事を強いられるような環かん境きようにいたのだろうか。

「全く……」

　少しだけ不機嫌そうに。俯うつむき気味で唇を尖とがらせた葛葉に、暁月は彼女の小さな感情の動きを見た。一瞬だけ見せた年相応の表情に、暁月は思う。まだ手て遅おくれじゃないと。

　暁月はアレイザードで見ている。老ろう若にやく男なん女によを問わず、心を壊こわしてしまった人間がどんなものかを。桐元葛葉は、まだそこまでは至っていない。だから葛葉はきっと年相応の、本来の感情を取り戻せる。チャンスはきっとある筈だ。

　とはいえ、今日の所はこれ以上やるのは良くないだろうと暁月は判断。

　取りあえず、葛葉の機き嫌げんの回復を試みる。

「パンツ、可愛かわいいの穿はいてんな。ネコさんか？」

「クマさんよ」

　失敗した。



４



　まるで正解音の様な合図が鳴った。それはエレベーターの到着を報しらせるもの。

　重い音を立てて扉が左右に開けば、乗っていた人物が外へとその姿を現す。フロアに到着したエレベーターから、暁月と葛葉が降りてきた。生徒達の流れに沿って、彼らは真まっ直すぐに廊下を歩いてゆく。その姿を確かく認にんするや否いなや、

「──お待ちなさい、凰沢暁月っ！」

　七瀬遥は、背後から大声で呼び止めた。暁月と葛葉が振り返り、他の生徒も何事かと視線を集中させる。遥は廊下の中央に仁に王おう立ちし、そして見る。正面向こうの暁月の制服。ズボンの左ポケットからは、白とピンク、二つの布の一部が、少しだけ飛び出していた。

　……やはり……貴方でしたのね。

　遥は引き攣つったように、唇の端はしを持ち上げた。

　俄かに信じられないが、恐らくは先程の生徒会室で行った一瞬の攻こう防ぼうだ。

　あの時、どこかのタイミングで暁月は美奈巳のブラジャーと、

　……私の……パ──…っ。

　顔を真っ赤にして、暁月を睨にらみ据すえる。確かに、紐ひもタイプの物を着用していた自分にも隙すきはあったかもしれないが。しかし、どう考えてもこの事態は犯人が悪い。

　こいつが悪い。

「やってくれましたわね……」

　と、低い声で遥。顔を赤くしながら、

「会長への狼ろう藉ぜきだけでも許されないというのに。その上、美奈巳と私の……私の……」

「……凰沢君」

「あー、しまった。やっぱ火種が燻くすぶってたか。どうするかな……」

　ジト眼めで見る葛葉に、暁月は頬をポリポリと掻きながら、

「いや悪いな副会長。あんたに喧けん嘩かを売るのが手っ取り早いと思って、師し匠しよう直伝の技を使ったんだが、どうやらそうじゃなかったみたいなんだ。ほら、取ったものは返すから、勘かん弁べんしてくれ」

「──だ、黙りなさい！　会長は見み逃のがしましたが、私は貴方を許しません。ＪＰＮバベルの秩ちつ序じよを保つため、貴方を粛清します！」

　そう言って、遥が右手を振った。と同時、彼女の両手に緑の光の粒りゆう子しが集まり始める。

　それは一瞬の内に刃やいばを形成し、半月刀が具現化した。それを見た暁月が眼を丸くする。

「お……何だ、それ？」

　今日が登校初日。まだ彼は、こんなバベルの常識すら知らない。不公平だとも思うが、しかし遥は気にしない。眼の前の男は、理り屈くつの通用しない変態だと心に言い聞かせる。

「一瞬で終わらせますわよ……」

　呟き、遥は意識を集中させた。

　途と端たんに、彼女の全身を覆おおうように魔法陣が展開する。

『──────っ』

　突然の状況に、事態を静観していた他の生徒達が騒ぎ出した。当然だ。いきなり生徒会の人間が、廊下で魔法を使用しようとしているのだから。遥は心の中で小さく謝罪。申し訳ないとは思うが、しかし少し我が慢まんして貰うしかない。

　……ええ、すぐですわ。

　そして、魔法の詠唱が終了した。間髪入れずに、遥は魔法を発動する。それは精せい霊れいの加護を受けた風の魔法。全身に最速の風を纏わせる事で、スピードを劇的に上げる効果を持つ。先程、生徒会室で使用したものよりも、さらに早い。ついでに、スカートは何があってもはためかない様に、細心の注意で魔法を練り上げた。

　だから回かい避ひも、抵てい抗こうも、弁解も許さない。一瞬で決める。

　──そして、それはほんの刹那。

　遥が半月刀を構えて、廊下の床を蹴った。

「────────」

　その直後。彼女は既に暁月の背後で、両手の半月刀を振りぬいていた。一瞬で廊下を駆け、すれ違い様にクロス斬ぎりを見み舞まったのだ。バベル内には結界が張られている。肉体へのダメージは生じない。だが、確かな手て応ごたえがあった。スピード×攻こう撃げき力りよくが相手に与あたえるダメージの計算式。これを喰くらえば一たまりもなく、ダメージが精神を減らし、暁月を昏倒させた筈だ。

「………………え？」

　しかし、振り返った遥は、信じられない光景を目の当たりにする。

　暁月が立っていた。廊下の真ん中で、まるで何事もなかったかの様に平然と。

　……そんな!?　今、確かに私はこの男を……っ。

　驚愕する遥に、暁月は肩を竦めて見せる。

「硬氣功って言ってな。俺には、生半可な武器じゃ傷一つ付けられないぜ」

「成る程、確かに大したものですわね……」

　遥は暁月を一いち瞥べつし、

「良いでしょう……貴方を正すには、本気にならねばならないようですわね」

　今度こそ、遥は手加減するのを止めた。胸の前で、両手に構えた半月刀。そこに、さらに風の刃を付加させる。それは攻撃力を飛ひ躍やく的てきに上げるもの。たとえ鉄や金こん剛ごう石せきだろうと切きり裂さける程に。そして、再びその身に風を纏おうとした時だった。

　……え？　と、遥は気が付いた。

　胸の辺りがスースーする。だが、遥は意味が解らない。何な故ぜならその可能性は、その事実は予想だにできなくて。だから思わず見てしまう。自分の胸元に視線を落とそうとして、しかし先にそれが眼に入った。正面、向こうに立つ暁月だ。今度は彼の右のポケットから、ピンクの布が飛び出していた。眼を凝こらして見れば解る。肩かた紐ひもだ。ブラジャーだ。しかも、美奈巳の物ではない。だって激しく見覚えがあるのだ。そのまま自分の胸元を見れば、いつの間にやらボタンが外されていて。中から肌はだ色いろと、谷間が──

「いっ、いやあぁぁあぁぁ───っ！」

　胸を押おさえ、遥はぺたりとその場にへたり込んだ。ショーツを穿はいていないため、そのまま床の冷たさを直に感じるがそれ所ではない。信じられなかった。今、彼はこちらに対して、的確な動きで対応したというのだろうか。たった一瞬の、あの交こう錯さくの時に？

「なあ、まだ勘弁して貰えないか副会長？」

　暁月は困った様に頭を掻き、そこでスッと眼を細めてこちらを見る。

「それとも──これ以上続けるか？」

「～～～～～～～っ！」

　遥は顔を真っ赤にして唇を噛かんだ。この男を見逃すなんて冗じよう談だんではない。しかも、自分から逃にげ出すだなんて、もっての外ほかだ。だが次はブラウスか、それともスカートか。考えるだに恐ろしい。しかも周囲には、他の生徒達もいるのだ。こんな衆しゆう人じん環かん視しの中で、もしもそんな状態を晒さらすハメになったら。それは最早、生徒会そのものの沽こ券けんに関かかわる。

「お、覚えてなさい、凰沢暁月っ！　生徒会は……私は絶対に貴方を許しませんっ！　いつか必ず、貴方の事を粛清しますわ！」

　叫ぶと同時、自身の周囲に旋せん風ぷうを発生させた。



　そして風が収まれば、最早そこに遥の姿はない。

　残されたのは、スケベな犯人と、そして始まりの伝説を見た目もく撃げき者しや達たちだ。



    

  
    
      　──編入生の凰沢暁月が、副会長の七瀬遥を退けた。

　その噂うわさは、瞬またたく間まにバベル中を駆け巡る事になる。



    

  
    
      第３章《聖水の絆》
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　ノルンによって告げられた『真の勇者』。ただでさえ、入学前から噂される程の注目を集めていたというのに、暁あか月つきは編入初日に元Ａクラスの鬼おに塚づかを瞬殺し、そして副会長の七なな瀬せ遥はるかをも退けた。さらには、未み確かく認にんながら生徒会室で大立ち回りを演じたらしい、という噂まで流れた事が決定打。暁月は数日で、瞬く間にバベルの有名人となっていた。

　──そして現在。暁月や美み兎うを始めとする、高等部Ｂクラスの教室に生徒の姿はない。

　彼らの姿は今、古代ローマの神しん殿でんを模した巨大なコロシアム──第二闘とう技ぎ場じようにあった。

　屋内にあるにも拘かかわらず、この闘技場は広く、何よりも高さのある空間になっている。

　二十ｍ。フロアの五～六階分はあろうかという高さは、空間の広さを際きわ立だたせていた。

　そんな第二闘技場で、これから行われる授業がある。それは異世界からの帰還者が集つどう、この学校ならではの体育だ。学術研究専せん攻こうクラスを除いて、バベルの授業には国語や数学といった座学の他に「実技」がある。戦せん闘とう技術訓練だ。

　召喚された異世界に留まれる期間は、誰しも限られている。向こうの世界にいる間だけで、手に入れた能力を極きわめる事は、ほぼ不可能に近い。そのため異世界で得た能力を、完全に自分の物へと昇しよう華かし、使いこなせるようになる事を目的とした鍛たん錬れんが、バベルのカリキュラムには盛り込まれていた。

　暁月と美兎にとっては、これが入学して初めての戦闘技術訓練である。



　武器の扱あつかい方かた、魔法の唱え方、戦闘技術の基本と応用、陣じん形けいと指揮の執とり方、そして実戦形式の戦闘まで、訓練の内容は実に多た岐きに渡わたる。無論、この授業は戦せん闘とう力りよくのレベルが近い者同士で行わなければ意味がない。そのために、バベルでは生徒の能力や資質に合わせたクラス分けが行われているのだ。

　手に入れた力を存分に発揮できる機会だけに、生徒達の表情は明るい。

　だが、その中で浮かない表情を浮かべる者がいる。不安そうに周囲の様子を窺うかがっているのは、僅わずかに背を丸めて身体からだを縮めている美兎だ。

　……どうしよう、これ……。

　美兎は自分の姿を見下ろした。彼かの女じよが現在身を包つつんでいるのは、バベルから支給されたボディスーツタイプの体操服だ。柔じゆう軟なん性せいと伸しん縮しゆく性せい、通気性と保温性、そして対衝撃性能が極限まで高められた特とく殊しゆ繊せん維いの集合体は、肌はだに密着する事でその効果を発揮する。そのため布地は合皮の様な厚みと肌はだ触ざわりを備えながらも、纏った者の身体のラインを如によ実じつなまでに主張していた。そのフォルムは、「首や二の腕までをもカバーするレオタード」という表現が適当だ。それをきちんと着られているのであれば、まだ美兎も我慢できたかもしれない。だが彼女は、他の女子とは異なる着方を強いられている。それは前面、首から臍へその下まで走るファスナーだ。四し肢しを通すために必要なそれは、上からと下から、二つが胸元で合わさるように設計されている。だが美兎のファスナーは、大きく豊かな胸の上と下とで止まり、胸元を大きく菱ひし形がたに露出してしまっていた。ならば背面が問題ないかと言えば、こちらもまろみを帯びた尻のラインが一いち目もく瞭りよう然ぜんになっている。

「おお……何かもう、かなり色々ギリギリだな」

　正面に立つ暁月が、顎あごに手をやりながら勝手な事を言っている。彼もまた、身に着けているのは体操服だ。だが男子のボディスーツは、二の腕から胴どう、そして膝ひざ上うえまでを覆うベーシックなものである。

　……不公平だよ、これって。

　唇を噛んで不満を想おもう美兎は、ふと気が付いた。自分を見て居るのは、暁月だけではなかった。周囲にいる男子も、女子も、皆みなが美兎の艶つやっぽい体操服姿に眼を奪うばわれている。

　感じる視線に、美兎はモジと小さく躰をくねらせた。たまらずギュッと眼を瞑つぶると、

「──おや。どうかしたのかい？」

　すると、いつの間にか千ち影かげが隣に立っていた。心配してくれたのだろう。千影は美兎の表情を窺う様に、横からこちらを覗のぞき込んでいる。当然だが、千影も今は体操服姿だ。

　彼女もかなり豊かな胸をしており、ファスナーこそ閉まっているものの、身体のラインが浮き出てしまっているのは自分と同じだ。美兎は、そんな千影へこっそり耳打ち。

「ね、ねえ……、この体操服なんだけど、さ」

　赤い顔、消え入りそうな声で、

「み、皆は恥はずかしくないの？　こ、こんな身体のラインが全部出ちゃう服着て……」

「ん？　ああ……」

　と千影は納得したように、微び苦く笑しようして。

「まあ、最初は少し抵抗はあったが、慣れればそう気にはならなくなったかな。水着の様なものだと考えれば、それ程ほど恥はずかしく感じずに済むと思うよ」

「いや、でも……」

　確かにその通りなのかもしれないが、こうも自分の身体のラインが出ては、流石さすがに恥はずかしいものがある。するとふと、美兎の眼の前を通り掛かかる小さな影があった。幼女と見紛まがうばかりの姿の彼女は、Ｂクラスの委員長、桐どう元もと葛くず葉はだ。編入初日に、問題を起こした暁月を迎えに行ってくれただけでなく、自分や暁月にバベルを案内してくれた縁えんもあって、美兎は彼女とも会話を交かわすようになっていた。呼び止め、彼女に訊いてみる。すると葛葉はいつもの大人びた口調で、

「恥ずかしがっていると、余計に目立つわよ。堂々としていた方が良いと思うけど？」

「そ、そうかな……」

　そう美兎が呟くと同時、授業の始まりを告げるチャイムが鳴った。



　授業が開始するとすぐに、暁月と美兎は戦技教官に呼ばれた。

　バベルでの戦闘訓練における説明をするためだ。

「おっ……」

　自分を呼んだ戦技教官が、見知った顔である事に暁月は気付き、片手を上げる。

　それは暁月と美兎の入学検査を担当した、男性教官だ。

「よお、入学検査以来だな。何だ、あんたが俺らの戦技教官だったのか」

「……よ、よろしくお願いします」

　入学検査で彼を気絶させた美兎が、気まずそうに頭を下げると、戦技教官は苦笑して、

「ああ。頼たよりないと思うかもしれないが、よろしく頼たのむ」

　さて、という前置きをして語り始めた。

「それでは、まずＡＤの使い方から教えよう。よし、ちゃんと身に着けているな」

　暁月と美兎の右手を教官は見る。二人の手首には、黒いリストバンドが巻かれていた。

「そのＡＤ──Arms Deviceは、装備者の能力や資質に合わせて、最も相応ふさわしい武器を具現化する装置だ」

「武器の具現化……成る程、そういう訳か」

「ん？　既にクラスメイトから聞かされていたか？」

「いや。前にちょっと、それを使う所を見る機会があってさ……」

　……あれは、こいつのおかげだった訳だ。

　ふっと暁月は笑う。脳裏に、顔を真っ赤にする七瀬遥が思い浮かんだ。

　そうか、と教官は頷うなずき、

「ならば話が早いな。君達には、まず自分の武器を具現化してもらう。一度具現化すれば、次からは呼び出すのは簡単になる。最初だけ、イメージを掴つかむまでに少し手こずるかもしれないが、慌てずにゆっくりやれば良い」

「でも、イメージするって……具体的にはどんな風にやれば良いのかな？」

　首を傾かしげる美兎に、そうだなと教官は言って、

「感覚は魔法を使用する時に近い。魔法は、神や精霊の力を借りて発動するだろう。詠唱中に意識を集中させるのは、彼らから魔法を使う認にん証しようを貰う様にイメージするためだ」

　一方。

「ＡＤで武器を具現化する際は、自分自身から認証を得るイメージだな。自分の体内から、自身の力を解放する様に。そうすれば、自然とＡＤが武器を具現化してくれる」

　教官の説明を聞いていた暁月が「ふーん」と言って、頬ほおを掻いた瞬間だ。

「─────」

　隣から光が来た。見れば美兎が眼を閉じ、両手を縦に乗せるようにして前に突つき出していた。その手の中に、金色の粒子が集まってゆく。

　そして収束した粒子が、形を生んだ。それは、細く長いもの。上部に巨大な赤い水すい晶しよう球が収められた、神こう々ごうしい聖せい錫じやくだ。水晶球は上下をティアラの様な意いし匠ようで挟はさまれ、下には金の装そう飾しよくが連なっている。そんな聖錫が、美兎の両手の中に収まった。

「………………」

　眼を開いた美兎が一ひと振ふりすれば、シャンと美しい金属音が響ひびく。何気ない動作。だがその姿は神々しさと共に、彼女の才能の奥おく深ぶかさを感じさせる。

「わ……できた」

　驚き半分、嬉うれしさ半分で言う美兎に、教官は優やさしく頷いた。

「やはり、君の魔法の才能は相当なものだな。最初の具現化は、誰だれしも少しは手こずる物なのに、こうも簡単にやってのけるとは」

　ちなみに。

「具現化した武器は、自分で消すと念じるか、もしくは意識を失う事で消失する。自分で消す時は、体内に戻すイメージだ。意識の中で食べる感じだな」

「えっと……あ、本当だ」

　美兎が試すと、聖錫はたちまちその姿を消した。そして教官が言った通り、次からはもう呼び出すのは簡単なのか、軽く手を振ふるだけで簡単に具現化できるようになっている。

「──さて、君の方はどうだ？」

　問われた暁月は、しかし空の右手を見ながら、左手で頭を掻いて一言。

「うーむ、できねえ」

「イメージが上う手まく行かないか？　普ふ段だんは魔法を使用する時はどうしている？」

「って言われてもなぁ……俺は魔法使えないしな」

「あ……」

　ハッとなったかの様に、美兎の口から呟きが漏もれる。異世界に召喚された者であれば、ごく当たり前の様に使える魔法。アレイザードの魔ま王おうの娘むすめだった美兎にとってもそれは同じだ。だがしかし、それは本来この世界の人間が持たない力である。暁月の様に使えない者からしてみれば、それはまさしく別世界の力。想像の及ばぬ領域の話だ。

「……こういう場合は、どうすりゃ良いんだ？」

　暁月の問とい掛けに、教官は苦い表情になった。

「魔法を使える者でも、具現化のコツを掴めず時間が掛かってしまう者はいるが……」

　だが、あくまでそれは魔法を使える人間の話だ。そもそもの前提条件が違ちがう。

「前例がねえ、か……どうすっかな」

　暁月は、空の右手を握にぎり締しめた。そこに光の粒子すら、生み出す事ができないままに。
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　バベルの敷しき地ち内ないに鳴なり響く音がある。それは授業の終わりを告げる鐘かねの音だ。

　時計の針は、短針と長針が盤ばん上じようの頂点を指している。午前の授業が終了したのだ。

　昼休みに突入し、Ｂクラスの生徒は次々と第二闘技場を後にする。そんな中、美兎の姿は体育倉庫の中にあった。倉庫の中は薄うす暗ぐらく、その空気は少し澱よどんだ臭においがして。アレイザードで父と住んでいた城の、地下洞どうが同じ臭いだったな、と美兎は思う。

　倉庫の中は思った以上に広い。それは隣りん接せつする第一闘技場の倉庫とも繋つながっているからだ。奥おくはさらに暗くなっているため、先を見通す事はできない。恐らく、かなりの容積がある倉庫なのだろう。どれだけ広いかは、想像もつかない。見れば、戦技訓練で使用する武器や魔導具の他に、マットや大小様々なボール、鉄のポールに石せつ灰かいの入った袋ふくろなども置いてあった。どうやらスポーツの授業で使用する機材もここに置かれているらしい。

　汗あせと埃ほこりが入り混じった臭いが肺に入り、美兎は小さい咳せきで喉のどを鳴らした。

「えっと……ここで良いかな委員長？」

「ええ、ありがとう。助かったわ」

　授業が終しゆう了りようした後、美兎はクラス委員の葛葉を手伝って、機材の片付けを行っていた。

　幼い委員長の頷きを得た美兎は、三角コーンを倉庫の端へと置く。

「──ああ、凰おう沢さわさん。ここは扉が閉まると勝手にロックが掛かって、内側からはマスターキーがないと開かなくなってしまうから、気を付けて」

「え、そうなの？」

　葛葉の言葉に、美兎は思わず彼女を振り返る。

「外からは開いて、中からは開かないなんて。何だかちょっと、無用心な気がするけど」

「いいえ、逆よ。外からは開くけど、中からは開かないからこそ、万ばん全ぜんのセキュリティなの。ここには貴重な魔導具も置いてあるから、誰かが隠れて忍しのび込んで、勝手に持ち出したりできないようにしているのよ」

「そっか。かといって、扉を開けたまま堂々となんて盗ぬすめないもんね……」

　美兎は理解する。この倉庫のシステムは、不ふ審しん者しやを捕とらえるために作られた物なのだと。

　美兎が背後、入口の方を振り返ると、向こうに暁月の姿を確認する事ができた。

　──あの後、ＡＤでの武器の具現化に苦戦する暁月に、美兎も付き合おうとしたが、教官からその必要はないと告げられた。それは自分の役目だからと。そして、君には他に学ぶ事があるからと言われた美兎は、葛葉とペアを組むように言われ、そして彼女から具現化した武器の使い方について教わった。

　ＡＤで具現化した武器は、使用者の魔ま力りよくを増ぞう幅ふくして解放できる。言わば媒ばい介かいだ。つまり、精霊や神々の力を借りずに、自分の魔力だけで魔法を唱える事ができるのである。だが、美兎が使用できる魔法は、あくまで精霊や神々の力を借りた魔法だけだ。自分の魔力だけで魔法を発動するには、美兎が自分で生み出したオリジナルの魔法が必要になる。

　一方で、精霊や神々の力を借りた魔法であっても、上手く扱えばより効果的に魔法を使えるようになるという。つまり、より威い力りよくを上げたり、詠えい唱しよう時間を短くする事も可能になるという訳だ。さらに、慣れれば具現化した武器ではなく、ＡＤその物を媒介にする事も可能らしい。

　……だから、あの時の鬼塚君は、あんなに詠唱が早かったんだ……。

　美兎は、編入初日の出来事を思い出す。あの時、あれほど強力な魔法を使おうとした鬼塚が、あれ程早く詠唱を終えられたのは、ＡＤを媒介にしていたからなのだろう。

　他にも思い当たる事はある。入学検査の時に、生徒会長が使用したあの氷の魔法。地面から超ちよう巨きよ大だいな氷柱を生み出したのも、恐らくは同じ手法によるものに違いない。

　さらに暁月は、生徒会室でも同じ様な目に遭あったらしい。生徒会メンバーが、一瞬で魔法を発動させたという。

　……所構わず、トラブルを起こすのはどうかと思うけど……。

　美兎は嘆たん息そくする。授業の終了を告げるチャイムが鳴っても、暁月は教官に付つき添そわれていた。どうやら最後まで具現化する事はできなかったのだろう。先刻見た感じだと、今いま頃ごろはまだ、一人だけ居残りをしているのかもしれない。思わず笑えみが零こぼれる。あんなに強くて、父まで倒たおした勇者だというのに、

「……ふふっ。格好悪い所見ちゃったかな」

　おかしそうに呟いた。次の瞬間、

「──楽しそうだな。何笑ってんだ？」

「ひっ──ッ？」

　いきなり耳元で言われ、美兎は思わず飛び上がる。見れば、いつの間にか暁月が立っていた。美兎は心臓をドキドキさせながら、

「い、いきなり脅おどかさないでよ……っ。居残りはどうしたのさ？　具現化はできたの？」

「いや、駄だ目めだったから一いつ旦たん切り上げてきた。午後からは実戦形式の訓練らしいからな。きちんと飯食って来いってさ」

　と、暁月は言って。

「──で、誰が格好悪いんだ？」

「……え？」

　問われた美兎は一瞬キョトンとして、しかしすぐに眼を弓にする。

「ふふふ。やだなぁ、解ってるくせに。君だよ」

　唇を尖らせて、

「こーんな顔して『うーむ、できねえ』とか言っちゃって。あはははは」

「お前、ちょっと自分が上手くやれたからって調子に乗ってるな……後で覚えてろよ？」

「──二人とも、ちょっと静かにしてくれるかしら？」

　横から窘たしなめる口調で、葛葉の言葉が入った。

「あ、ごめん……」

　騒さわぎすぎたか、と美兎がバツの悪い顔をすると、しかし葛葉はこちらではなく、倉庫の奥をジッと見据えていた。

「──────」

「ど、どうしたの……？」

　こちらの問いに、倉庫の奥から視線を外す事なく、葛葉は言った。静かな口調で。

「──今、奥から人の声が聞こえたのよ」



　中からは、マスターキー以外では決して開く事はない、体育倉庫。

　その扉は、先程自分達が入って来た時は、確かに閉まっていた。

　もしも誰かが閉じ込められていたとしたら、見つけて貰いやすい様に扉の側にいる筈だ。

　なのに、まるで人の眼を避さける様に奥にいるとしたら。それは、

「ね、ねえ。やっぱり、気のせいじゃないの？」

　奥へ進む葛葉の後ろで、美兎は囁ささやく声で言う。倉庫の奥は、暗くてジメジメとしていて、はっきり言ってお化けでも出そうな雰ふん囲い気きだ。すると葛葉が言っていた様に、徐じよ々じよに奥から声が聞こえて来るようになってきた。薄うす気き味みの悪さに、思わず美兎の腰こしが引ける。と、一番前を歩いていた葛葉の足が止まり、向こうに気付かれないように、腰を落とした。

「……居たわ」

「ほ、本当に……？」

　後に続いた美兎と暁月も姿勢を低くし、葛葉の肩かた越ごしに美兎は前方を見る。すると倉庫の奥、五ｍ程の暗がりに人の姿が確認できた。二人だ。床ゆかに敷しかれたマットの上で何事かを囁いている。

「……え？　でも、あれって……」

　しかし、そこにいた人物を確認して、美兎は眼を丸くした。

　もう一度、薄うす闇やみに浮かぶ人ひと影かげを、暗くら闇やみに慣れた瞳で見る。間違いない。

「……五泉いずみさん、だよね」

　視線の先に居たのは、千影だった。もう一人、美兎が知らない女子生徒と肩を並べて話している。何だ、と美兎は思わず安あん堵ど。まさか、千影が不審者という訳はない。

　……あれ。でも、だったら、何で……？

　千影がこんな場所に居るのか。解らずに首を傾げた美兎の眼の前で、その理由が披ひ露ろうされた。千影が、もう一人の女子と唇を重ねたのだ。

「なっ～～～～～～？」

　思わず叫さけびそうになり、美兎は慌てて口を押さえた。眼の前で繰くり広ひろげられている光景を見ながらも、しかし美兎は信じられない。

　……だって、女の子同士なんだよ……？

　美兎は顔を真っ赤にして見る。すると千影は、相手の女子をゆっくりと押し倒した。

　長いキス。腕うでが互たがいの背に絡からみ、足が互いを求める様に絡み合う。

　それを見ていた暁月が、冷静な口調で、

「慣れてんな、五泉……」

「……全く、謹きん慎しんものだわ」

　眼の前の小さな背中が冷めた口調でそう言うと、立ち上がり奥へと歩き出した。向こうの現場に踏ふみ込んだのだ。するとすぐに、

『────────っ』

『────、────』

　奥から何事か言い争う声が聞こえてきた。そして、

「あ…………」

「～～～～～～～～っ」

　現場を見られたのが相当恥ずかしかったのだろう。千影が逢おう瀬せを楽しんでいた相手の女子が、顔を真っ赤にしながら、美兎や暁月から少し離れた横を駆けて行った。倉庫の出口へ向かって。そして背後、遠くからガチャリと、何かが閉まる音が聞こえてくる。

　言い争いをしている葛葉と千影は、その事に気付かない。ふと暁月が、

「なあ……もしかして今、扉閉まったんじゃねえ？」

「……え……それって……」

　女の子同士の現場を生で見た破は壊かい力りよくに、まだどこか心ここにあらずの状態だった美兎は、ぼんやりとその言葉の意味を思う。そして、ハッとなった。

「──嘘うそっ、それ閉じ込められたって事だよ！」

　慌てて立ち上がったら、良い具合に暁月の顎に肘ひじが入った。

「あ──」

　ふ、と力を失い暁月が後ろに倒れてゆくのを美兎は見る。どうしようと美兎は思いながらも、取りあえず気絶した暁月を置いて、そのまま美兎は倉庫の入口へと駆け出した。

　そして扉の前に辿たどり着つくと、横にスライドする引き戸は、本当に閉まっていて。

「あはは、まさか。まさかだよ……～～～～っ！」

　笑え顔がおから一転。美兎は慌てて戸を引いた。全体重を掛けて、全力を込めて。だが、ぴくりとも引き戸が動く事はない。当然だ。自分の力程度でどうにかできては、セキュリティの意味などない。ここは万全なのだ。

「ど、どうしよう……」

　ガックリと項うな垂だれる美兎の背後からは、まだ千影と葛葉の言い争いが続いているのか。

　二人の声が、途と切ぎれる事なく聞こえてくる。



３



　閉じられた扉を前に、何を試ためしても無駄だと悟さとると、美兎は仕方なく体育倉庫の奥へと戻った。仰あお向むけで倒れている暁月の隣を通とおり抜け、言い争っている千影と葛葉の下へ。そして、自分達が閉じ込められてしまった事を伝えると、千影と葛葉は互いのせいだと、より一層語気を強めて言い争った。

「やれやれ。折せつ角かく誰だれにも邪じや魔まされず、迷めい惑わくも掛けない様に楽しんでいたのに……」

　千影は嘆息する。聞けば千影は、以前からこの倉庫を逢あい引びきの場所に使っていたのだという。闘技場関連施し設せつのマスターキーを管理している、教員スタッフとは仲が良いらしく、体育の授業がある時は、いつもキーを借りて来ていたらしい。当然、今日も持って来ていたのだが、先刻相手の女子が逃げていく時に、一いつ緒しよに持って行かれてしまったらしく、現在は八方塞ふさがりだ。

　その話を聞いた葛葉は、クールな表情を嫌いやそうに歪め、十一歳らしからぬ問いをする。

「というか五泉。貴女あなたこれまで体育の時は、その度に女の子を連れ込んでいたって事？」

「まあ、毎回って程ではなかったけど。何回かはね」

　さらっと、悪びれずに千影。

　……結構、多そうだなぁ……。

　隣で聞いていた美兎は、思わずあははと苦く笑しよう。

「笑い事じゃないわ、凰沢さん」

　すると幼いクラス委員長は、不ふ機き嫌げんそうに、

「この人のせいで、私達までこんな目に遭ってるのよ」

「だから、あたしらの事は放っておいてくれれば良かったのにと、そう言っているじゃないか。そうすれば君達は自分の足で、あたしやあの娘はマスターキーでここを出られた」

「聞き捨てならないわね。それじゃ、まるで私が悪いみたいじゃない」

「委員長が悪いとは言わないよ。悪かったのは運だ」

　千影は肩かたを竦すくめて、

「……まあ、もう少し融ゆう通ずうが利きいても良かったんじゃないかとは思うけどね」

「人の融通さ加減をどうこう言う前に、自分が悪かったとは思えないわけ？」

　言い争う二人を見る内に、美兎は自分でも気付かずに穏おだやかな表情になっている。

　編入してからおよそ一週間。美兎がＢクラスで会話ができるのは、暁月を除けば、今目の前にいるこの二人だけだ。委員長の葛葉は、幼いながらも勉強も戦せん闘とう能力も優秀な、典型的な優等生だ。学力はクラストップ、戦闘力もクラスで三番目と高い位置に付けている。

　一方の千影も、勉強・戦闘能力共に優秀である。戦闘能力は、鬼塚に次いで二番目。勉強も五番以内を常にキープしているらしい。ただ性格は明るく、時に奔ほん放ぽうに過ぎるため、委員長の葛葉とは時々衝しよう突とつしている。

　正直に自分の気持ちをぶつけ合っている二人を見て、美兎は素す直なおに思う。羨うらやましいと。

　──アレイザードに居た頃、自分に友人と呼べる様な存在はいなかった。自分の周囲に居たのは、父と父に従う配下達。そこに友情関係が芽生える事はない。無論、年が近い者や年下の者もいなくはなかった。彼かれらから自分は慕したわれていたとも思う。だが、それが友情と呼べる関係だったかと思えば、それは違うだろう。

　……王の娘、だったからね……。

　どれだけ近づいても、友人と呼べる距きよ離りまで関係が縮まる事はなかった。だから、眼の前の葛葉と千影を見て、微笑ほほえましいと思うと同時に、羨せん望ぼうにも似た想いが沸わき上がる。

　無論、素す性じようを隠し、暁月の妹としてバベルに通う以上、友人を作る事に何の障害もない。だが口を利く事はあっても、まだ友人と呼べる様な存在はいなくて。

　……解ってた事だけど、上手くないよね、やっぱりボクは……。

　他人との距離を縮める事が。どこかで、他人を恐こわいと想ってしまうために。無論、まだこの世界に慣れていない、という事もあるのだろうが。

「……良いなあ」

　呟く。こちらの声が聞こえたか、葛葉と千影は言い争いを止めてこちらを見た。

　美兎は、静かに微笑を浮かべて。

「ボクも、二人みたいに仲良くなりたいよ……」

　すると葛葉と千影は眼を見合わせると、『冗談じゃない』と言って互いに顔を背そむけた。



　それから程なくして、葛葉と千影は、どちらからともなく口論を中止した。

　中からは開けられない以上、打つ手立てはないのだ。強ごう引いんに出口を破は壊かいするなどしたら、施し設せつ破は壊かいでそれこそ停学になりかねない。昼休みが終われば午後の授業が始まる。

　美兎たちＢクラスの次の授業は、実戦形式の訓練だ。授業の準備をするためには、必ずこの体育倉庫を開く事になる。全ては、それまでの辛しん抱ぼうだ。

「…………………………」

　だが一度沈ちん黙もくに陥おちいると、打ち破るタイミングが難しい。

　……何か、気まずいなぁ……。

　倉庫の床に並んで座すわりながら、どうしたものかと美兎は思う。

　すると、ふと会話の糸口を見つけた。隣に腰を下ろしていた葛葉が、浅く自身の肩を抱だいたのだ。そして微かすかに身じろぐ。

「……委員長？」

　首を傾かたむけて、美兎は葛葉を見る。すると彼女の小さな身体が、微かな震ふるえを得ていた。

「もしかして、寒いの？　平気？」

「……いいえ、大丈夫よ」

　そう言いながら、しかし葛葉の表情は硬い。すると千影が、悪戯っぽい表情を浮かべた。

　笑う。

「あれ、委員長？　もしかして、トイレかい？」

「────っ」

　その指し摘てきに、葛葉はピクっと肩を震わせる。

「……違うわ」

　唇を噛んで、葛葉は言った。薄闇の中でも解る。彼女の頬が、赤く染まっていた。

　……うわ、どうしよう……っ。

　何気な緊きん急きゆう事態に、美兎は急ぎ解決方法を思案する。だが、ないのだ。中からは、この体育倉庫の扉は開かない。誰かが、外から開けてくれるまでは。すると千影は、

「へえ、そうかい……それなら、良いんだけどね」

　そう言って、前を向いた。再び、体育倉庫に静せい寂じやくが満ちる。

「…………………………」

「…………………………」

「………………………っ」

　──しかし。程なくしてその静寂に、辛つらそうな吐と息いきが混じり出す。美兎と千影の間、身長的には谷間になってしまう程、小さな体を、葛葉はプルプルと震わせ始めた。ギュッと瞑った瞳の端には、薄うつすらと涙なみだが浮かんでいる。

「ね、ねえ委員長、本当に大丈夫……？」

　心配そうに問う美兎に、しかし葛葉はキッと千影の方を睨んで、

「…………っ、平気」

　搾しぼり出す様な声で、そう言った。しかし、誰の目にも葛葉の限界が近いのは明らかだ。

　……これは、何とかしないと……。

　美兎は、葛葉の頭上を通して、千影に目配せ。すると千影も、仕方ないとばかりに苦笑し、頷きを返してくる。よし、と美兎は葛葉の背にそっと手で触ふれて、

「ね、ねえ委員長。確かあっちの隅すみに、砂すな袋ぶくろがあったと思うんだ。ほら、委員長って土系の魔法が使えたよね。ちょっと恥ずかしいかもしれないけど、あの砂を魔法で簡易トイレにするのはどうかな。ボクらは離れた場所で、耳も塞いでいるから。ね、五泉さん？」

「あ、ああ。それがいいと思うよ。そうしなよ、委員長」

　切せつ羽ぱ詰つまった葛葉の様子に、流石さすがに千影も救いの手を差さし伸のべる。

　しかし、葛葉はプルプルと首を振った。

「……っ、……したくないもん」

　いつもの冷静な口調を失ったそれは、最も早はや意固地な涙なみだ声ごえ。消え入りそうなその強がりに、千影は困った様に頭を掻く。

「いや、あたしは別に、こんな風に委員長を苛いじめるつもりはなかったんだよ……。ゴメン、あたしが悪かったからさ……」

「ほ、ほら。こうして五泉さんも謝あやまってるし。ね、委員長？」

「…………っ、…………っ」

　葛葉は今にも泣き出しそうな顔で、美兎と千影の顔を交こう互ごに見る。心配そうに。

　美兎はコクコクと頷いて、

「言わない。約束だよ」

「あたしも、そういう卑怯ひきような真ま似ねはしないよ。心配しなくて良い」

　千影も、しっかりと首を縦に振った。

「──────」

　すると、葛葉はギュッと眼を瞑り、言う。

「ダメ……っ、立てない。ちょっとでも動いたら、もう……っ」

「えっ、ど、どうしよう。取りあえず、立てる委員長？」

「……駄目、出ちゃう……っ」

　息も絶え絶えに葛葉が告げる。しまった、遅おそすぎたのか、と美兎は頭を抱かかえた。

　しかし、他に良い方法が思おもい浮かばない。美兎が一番得意なのは、風系統の魔法だ。だが火、水、土、風の魔法は、火と水、そして風と土の精霊は、互いに反発する属性にある。

　そのため、美兎は土系の魔法が使えない事もないが、得意ではない。それこそ少量の砂を操あやつり、自由に形を作るような繊せん細さいな真似は不可能だ。そして千影は水系統。バベルでは、基本的に自分の属性を極める事から始めるため、まだ土の魔法は使えないのだという。

　葛葉本人は土属性だが、こんなギリギリの状態で意識を魔法の方にずらしたら、その瞬しゆん間かんに限界が訪おとずれてしまうのは眼に見えている。

　……そ、それじゃあ、どうすれば良いのさ……っ？

　見れば、千影も解決策がないのか、苦い表情をしている。このまま悲劇の瞬間を、黙だまって待つしかないのかと思った時だ。

「──泣いているのか、委員長？」

　一体いつの間に意識を取とり戻したのか、暁月が闇やみの向こうから姿を現した。そして、ゆったりとした足取りで葛葉の方へと向かう。

「な、何か名案でもあるの？」

「どうかな……でも、女の涙から逃げないのが、俺おれのたった一つの美学でね」

　ふっと笑い、そして暁月は葛葉の正面に腰を下ろした。視線の高さを合わせる。

　世界を救った男の美学──自然と期待に満ちた目で、美兎は事の行方ゆくえを見守っていた。

「っ…………？」

　救いを求める瞳で、暁月を見る葛葉。すると暁月は微笑を浮かべて頷くと、

「良い機会だ。今、楽にしてやるからな……」

　そう優しく言い、葛葉の肩にそっと手を置いて。

　──暁月は、そのまま葛葉の耳たぶを「はむっ」てした。

　まさかの甘あま噛がみだった。

「あっ──」

　窮きわまった短かい声が、葛葉の口から零れる。

　と同時。小さな身体をピクンッと一いつ瞬しゆん大きく震わせて──葛葉の我慢が決壊した。



４



　暗い体育倉庫の中に、二つの音が生まれていた。一つは、クスンクスンと小さくすすり泣く声。そしてもう一つは、ズドッ、ドスッという金属バットによる激しい殴おう打だ音だ。

「馬ば鹿か、止せっ……そんなにしたら痛えだろっ」

　こちらを制止する声が、三つ目の音。しかし、美兎はバットを振り下おろすのを止めない。　自分の背後では、今も葛葉が泣いているのだ。

「うるさい、この変態っ。何が美学さ、もう怒おこったよボクは！」

「いや我慢は身体に悪いし、無理して限界が来る前に、誰かが楽にしてやらないとよ……」

「悪いのは君と、君の頭と、君の存在だよっ！」

　美兎は、眼前の変態を激しく非難。

「どうしてくれるのさ、この状況──」

　美兎は背後を振り返る。すると、泣きじゃくったままの葛葉と一緒に、眼に入ってくる物がある。それは涙を流す幼い少女に寄より添い、優しく慰なぐさめている五泉千影だ。

「──────」

　先さき程ほどまでの二人の険悪なムードがまるで嘘の様に、穏やかな雰囲気がそこにあった。それを生んだのは、間違いなく暁月の乱行だ。残念ながら、彼が悪役として事態に介かい入にゆうしたからこそ、この状況は生まれた。そして葛葉は純じゆん粋すいな被ひ害がい者しやとなり、彼女の恥はじは暁月の罪となって。後は葛葉も、美兎も、千影も、ただ暁月を責めれば良い。今まさに、こうして自分がバットで殴なぐっている様に──悪いのは全て暁月なのだから。

「悪かったな、こんな状況にして」

　こちらの肩越しに、自分と同じ様に葛葉と千影を見ながら言う暁月に、

「～～～～～～っ」



    

  
    
      　唇を噛んで、美兎は恨うらめしそうに暁月を見た。美兎は思う。何て男だと。こんな乱暴な真似があるだろうか。他にもっと、良い選せん択たく肢しだってあっただろうに。

　──だが、その選択肢を美兎は思いつかなかった。美兎は、ふと思う。アレイザードの時と同じだと。暁月は、たった一人で父を倒した。後の世界の事を考え、あらゆるしがらみや遺い恨こんを自分一人で引き受けるために。だから、思わずには居られない。悔くやしいと。

　何もできなかった美兎に対し、暁月は行動した。たとえそれが、ほとんど変態行こう為いギリギリだったとしても、彼は葛葉の涙を前に動いたのだ。自身が悪役になる事を厭いとわずに。

　葛葉を助けるために。

「もう良い……殴ってゴメン」

　美兎はバットを置いて、暁月に背中を向けると、葛葉と千影の方へと駆け出した。

　背後、暁月が静かに苦笑するのを聞きながら、美兎は二人の下へ。

「……大丈夫、委員長？」

　駆け寄り、葛葉の様子を美兎は窺った。葛葉は汚よごした体操服とアンダーショーツを脱ぬいで、代わりに千影の制服を羽織っていた。体育倉庫で逢引を終えた後、着き替がえるために用意していたものだという。

「本当にごめんね、うちの馬鹿のせいで……」

「あたしも、ごめん。からかったりして」

　申し訳なさそうにする美兎と千影に、

「…………もういい、平気」

　と、スンと鼻を鳴らす葛葉。美兎は葛葉を見て、改めて思う。

　……まだ、こんなに小さいんだね……。

　それは何も、身長だけの話ではない。細い手足、幼い顔立ち。葛葉の身体は、まだ幼いままなのだ。忘れてはいけない。彼女はまだ、たった十一歳だという事を。それなのに、彼女は委員長として、必死にクラスを取りまとめようとしていた。年ねん齢れいというコンプレックス。小さい身体というハンデ。否いや応おうなく感じる孤独というストレス。それら全てと戦いながら、それでも必死に頑がん張ばっていたのだ。恐おそらくは、ずっと無理をしながら……。

「あのね、委員長……先刻も言ったけど、この事は誰にも言わないから。安心してね？」

「あたしもだ。心配しなくて良い」

「…………………………」

　美兎も千影も、口々に慰めの言葉を掛けるが、だがそれは空むなしい慰めにしかならない。

　それは言った本人が、一番良く解わかっていた。

　……どうしよう、このままじゃ……。

　恥ずかしさに耐たえ切れず、葛葉は自分や千影を避ける様になるかもしれない。

　そうなれば、こちらも気まずさが先に来て、積極的に葛葉と接点を持つ事はできなくなる。そして自分達の存在が、葛葉と疎そ遠えんになる原因になったとしたら、必然的に自分と千影も、遠えん慮りよして互いに距離を置く様になるだろう。

　……折せつ角かく、彼が悪役を買って出てくれたのに……。

　美兎は、チラと暁月を振り返る。すると、暁月は「ん？」とこちらに気付き、

「どうした、また俺の美学の出番か？」

　感謝の気持ちが一瞬で飛んだ。

「誰のせいだと思ってるのさ！　少しは責任とか感じるなら、何とかしてよ！」

　思わず噛み付く美兎に、

「──ああ、別にいいけど」

　対する暁月は平然と言う。

「ただ……、どうにかするには、お前ら二人の協力が必要になるけどな」

　やおら真しん剣けんな表情でこちらを見てくる暁月に、美兎と千影は思わず顔を見合わせた。

「………………」

　葛葉も顔を上げて、暁月を見る。全員の視線を受けて、暁月は静かに訊きいて来る。

「──お前らに、委員長のために協力する気はあるのか？」

　真剣な問い掛け。緊きん張ちようした空気。だが美兎はそれを真っ向から受け止め、頷きを返す。

「あるよ」「あたしも。協力は惜おしまない」

　千影が一緒に相あい槌づちを打てば、それは意思の統一だ。暁月は「解った」と短く頷き、

「だったら──二人共、そこに並んで立て」

「え、立てば良いの……？　ここに？」

　暁月に指示され、首を傾げつつ、美兎と千影はそれに従う。すると暁月は、そんな自分達の後ろに立ち、トンと両手で同時に、美兎と千影の腰の辺りを軽く突いた。

「わ──」

　前に押される形になり、思わず片足を前に出し、美兎は堪こらえようとして、

「────え？」

　踏ん張ばろうとした足に力が入らず、ぐらりと視界が揺ゆれた。そして、美兎はそのまま床にへたり込む。すぐに立ち上がろうとするが、しかし身体に力が入らない。

「え、何で……───くっ」

　それでも身体に力を込めようとして、

「～～～～～～っ？」

　途端に、腰に甘あまい痺しびれが走った。「あっ」と、思わず甘い吐息が零れる。床に倒れ、横になった視界で見れば、隣で千影も同じ様に倒れている。完全に腰が抜ぬけている状態だ。

　だが、それだけじゃない。先刻、力を入れようとした際に感じた甘い痺れが、心なしか段々と強くなって来ている気がする。全身が熱くなってゆく。

「ちょっとっ……ねえ何これ、ボク達に何をしたのさ？」

　思わず恐くなって問うと、

「──俺はあっちの世界で、魔法は会え得とくできなかったが、錬環勁氣功っていう体内の気を操る術を学んでな。こいつは自分の体内だけじゃなく、他人の身体にも使える優すぐれもので、色んな使い道があるんだ」

　と、淡たん々たんと暁月。

「な、何か、激しく嫌な予感がするんだけど……」

　恐る恐る言う美兎に、暁月は葛葉の後ろに立ち、彼女の小さな両りよう肩かたに手を置きながら、

「早い話が、お前らの気の流れをちょっといじらせてもらった。その痺れるような甘い感覚は、徐々に強くなっていく」

「な、何で？　委員長のためとか言って、こんな……あっ」

　問い詰つめようとして、しかし美兎はとろけた声を上げてしまう。

「──言い忘れたけど、喋しやべると余計に感じるからな」

　と、暁月は付け加えて、

「何で、こんな事をしたかは……まあ、すぐに解るんじゃねえかな」

　そう言った瞬間だった。美兎は、暁月の言葉の意味を痛感した。膨ふくらんでくる甘い痺れの底から、忍び寄る様にして昇のぼってくる物がある。それは、ムズ痒がゆい様な感覚だ。美兎は、その正体を知っていた。驚きよう愕がくする。

「ま、まさか……」

　信じられないような声で言う美兎に、暁月は告げた。

「──なんつーか、我慢すると身体に悪いぞ」

　その瞬簡、美兎は暁月の真意を理解し、戦せん慄りつした。この男、何て事をやってくれたのだと。下腹部に来る感覚。それは明らかに、葛葉が先刻まで苦しんでいたのと同じ物だ。

　しかも、我慢しようにも全身に甘い感覚があるため、身体に力が入らない。

「美兎……っ、あ、あたし……っ、もう……」

「だ、駄目。駄目だよ、五泉さん。こ、こんな悪党の思い通りなっちゃ……」

　切ない吐息と共に、美兎は必死に千影を励はげます。するとそんな二人を見ていた暁月が、葛葉の耳元に口を寄せて囁いた。

「さて、頃ころ合あいだ委員長。先刻、俺がお前にしてやったみたいに、五泉を楽にしてやれよ」

『──────っ？』

　暁月のトンデモ発言に、思わず美兎と千影の身体が硬こう直ちよくする。

　……今、何て……まさか、聞きき間違いだよね……？

　いや、確かに解らなくはないのだ。とても恥ずかしい想いをした葛葉が、今後も自分達に対して普通に接せる様になるためには、美兎や千影がその想いを共有するのは理に適かなってはいる。──だが、それを本当にやるか？

　信じられない様な眼で暁月を見れば、ふと手前の葛葉と眼が合った。身長の小さな彼女が、今は自分達を見下ろしている。そして、見上げる様に暁月を振り返った。

「でも、そんな事……」

　困こん惑わくを口にする葛葉に、暁月は首を振って、

「良いか？　これは喧けん嘩か両成敗だ。お前はアイツらの秘密を守り、アイツらはお前の秘密を守る。恨みっこなし。でも、そのためにはまず、互いが対等の立場にならないとな」

「対等に……」

　葛葉はそう呟くと、しばし無言。そして、暁月と千影を交互に見る。

　しかし、やがて意を決したように、てててっと千影の下へと駆かけ寄った。そして、

「……恨みっこなしだから」

　言って、カプっと千影の耳を噛んだ。

「あっ──～～っ」

　美兎の隣で、千影が極まった声を上げる。楽にされてしまったのだ。その様子を見た美兎は戦慄する。そして視線を正面に戻すと、眼前に暁月が立っていた。

「こ、こっちに来ないで！　変な事したら駄目だよ、駄目だからね、絶対！」

　舌を噛みます位の勢いで言う美兎に、しかし暁月は眉まゆ尻じりを下げた。困り顔としては解りやすい表情を浮かべて、

「やれやれ、随ずい分ぶんな言い草だな。せっかく元に戻してやろうと思ったのによ……」

「……え？」

　美兎は驚おどろきに眼を見開く。信じられない様に見上げる美兎に、

「先刻さつき押したのとは別のツボを押せば、その感覚は治まるんだよ。まあ、あくまで俺が押せばだけどよ」

「そ、そんなツボがあるなら、早く何とかしてよぉ……っ」

　必死に身をよじって、美兎は懇こん願がんする。

「どこ、どこなのさ？」

「ああ、臍だ」

「ほ、本当？　だったら、お願い、早く……、ボク、もう──え？」

　いつの間にか暁月の両りよう脇わき、千影と葛葉が立っていた。

　二人はビックリする位、ひどく冷めた眼でこちらを見ている。

「え……、えっと、二人共、どうしたのそんな顔して……」

　気まずそうにする美兎の問い掛けが、空しく響く。すると暁月が、静かに首を振って、

「聞いたかよ、二人共。この女、自分だけ助かろうとしてやがるぜ？　どうするよ？」

「…………………………」

「…………………………」

　問われた葛葉と千影は無言。そして二人は顔を見合わせると、コクンと頷いて。

「わっ、ちょ、ちょっと……っ」

　二人で、美兎の手と腕を掴んで動きを封ふうじた。

「ちょっと、おかしいってば絶対！　こんなの友達どうこうじゃなくて、洗脳だよっ。二人共、その悪あく魔まに騙だまされてるんだー！」

　凰沢美兎、絶ぜつ叫きよう。だが、その声は千影と葛葉には届かない。

「まさか、美兎がそんな薄はく情じような奴やつだったとは思わなかったな……」

「凰沢君……良いわよ、早くこの裏切り者も堕おとしてあげて」

　すると暁月は上を向き、わざとらしく左手で目め頭がしらを押さえ、

「何だよ。女の友情って、こんなに良いもんだったのかよ……俺、泣きそうだぜ？」

「そ、そんな見え見えの泣なき真似とかして！　君、絶対に先刻ボクがＡＤの件をからかった事、根に持ってるでしょ!?」

　叫ぶ美兎に、暁月が無言で手を伸ばしてきた。美兎は何とか身をよじって、必死に臍を向けようと試みる。すると暁月はきっぱりと、

「──ああ。ちなみに、臍を押せば感覚が戻るというのは嘘だ」

「お、鬼おにーっ！」

　美兎が叫ぶと同時。暁月が、美兎の臍に軽く触れて。

「～～～～～～～～～っっ！」

　声にならない悲鳴を上げながら、美兎の身体が踊おどるように跳はねた。



　体育倉庫の扉とびらが外から開けられ、美兎達たちが救出されたのは、それから十分後の事だった。

　一度は逃げたものの、心配になって戻って来てくれた、千影の逢瀬の相手のおかげだ。

　しかし、そんな彼女の折角の厚こう意いに対して、中に閉じ込められていた少女三人は、逃げるように第二闘技場を後にして、シャワールームに駆け込んだ。

　──そして。一人後に残された暁月だけが、いやに穏やかな表情を浮うかべていたという。
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　──午後の授業が始まる少し前。

　高等部Ｂクラス所属の男子学生、鬼おに塚づかの姿は体育倉庫の中にあった。

「何で、俺がこんな事を……」

　薄闇の空間で、鬼塚が今行っているのは、午後からの実戦訓練に使用する機材の準備だ。

　先日の暁あか月つきとの諍いさかいが問題となり、原因を作った彼は罰ばつとして、風紀委員から授業時における雑務全てを、二週間引き受けるように処分を伝えられた。正直、サボってやりたいのは山々なのだが、それでも鬼塚は渋しぶ々しぶながら、戦技教官から言われた機材を集めてゆく。それは、逆らいたくない相手がいるからだ。

　Ｂクラス落ちした事に苛いら立だち、周囲にその不満をぶつけていたが、まさかその程度で彼らに眼を付けられるとは思っていなかった。だが、保健室へやって来た副会長の七なな瀬せ遥はるかの説明を聞き、鬼塚は理解した。

　……アイツのせいだ、クソ……っ。

　鬼塚は吐はき捨すてる様に思う。どうやら今回の件について、凰おう沢さわ暁月が生徒会と揉もめたらしい。要は自分は、そのとばっちりを受けたのだ。

「ったく……──ん？」

　ふと。機材を準備していた鬼塚の手が止まる。体育倉庫の中にある一つの扉が眼に入ったからだ。ふと鬼塚の頭の中に、とある考えが浮かぶ。それは卑怯な悪わる巧だくみ。

　だから鬼塚は笑う。良い事を思いついたと。

　これで──凰沢暁月の鼻を明かせるだろうと。
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　午後の授業が始まった。

　再び第二闘技場へと集まった暁月らＢクラスの面々が行うのは、午前中とは内容を異にした実戦訓練だ。内容は大きく二つに分けられる。このまま第二闘技場で、一対一の対戦形式による訓練を行うか。隣接する第一闘技場へと移動し、幾いくつかのパーティを組んで、訓練プログラムで制せい御ぎよされた召喚モンスターと戦うかだ。暁月は迷わず後者を選ぶ。

「──おい、お前ら。一緒に組もうぜ」

　暁月は、美み兎う、葛くず葉は、千ち影かげの三人に声を掛けた。彼かの女じよ達たちは、きちんと体操服に身を包んでいる。あの後、慌あわてて駆け込んだシャワールームで、身体と一緒に洗ったのだろう。

　しかし、

「───────」

「───────」

「───────」

　声を掛けた三人は無言。そして冷たい視線をこちらへ寄よ越こす。そして、

「……行こ」

「ええ。そうしましょう」

「ああ、そうだな」

　スタスタと、暁月を置いて行ってしまう。暁月は、上げた手の行き場を失くして、

「……………………だよな、やっぱり」

　当然だ。体育倉庫で自分がやった行為を振り返かえり、暁月は冷静に思う。殺されなかっただけ良かったと。彼女達の反応は自然なもので、しばらくは口も利いて貰もらえないだろう。

「でも、良い機会だったしな……」

　それは、ずっと無理をして自分を殺していた、クラス委員の桐どう元もと葛葉を楽にしてやれるチャンス。クラスの誰よりも幼いのに、しかしクラスの誰よりも優れていたため、周囲に甘える事はおろか、頼る事すらできないでいた、そんな頑がん固こな彼女にとっての。

「──それに。多分、あいつにとってもさ」

　暁月は前方、遠くに眼をやった。

　そこには葛葉や千影と共に、向こうへと歩いて行く美兎の背中があった。



　暁月を置いて歩いていく少女達たち。第一闘技場へと向かう彼女達の表情には、とある共通点がある。それは、まるで悪戯いたずら心を含ふくんだかの様な忍び笑わらいだ。

「…………どう？」

「まだこっちを見てるみたいだ」

　こちらの問いに答えた千影に、美兎は静かに笑みを深くする。

　……せいぜい、反省して貰わないとね……。

　小さく舌を出しながら美兎は思う。あれだけの事をしてくれたのだ。自身の行動がどれほどとんでもない物だったのか、痛感してもらわなくてはと。

　──あの後。一緒にシャワーを浴びながら、美兎は葛葉や千影にひたすら謝罪した。最悪な兄で申し訳ないと。当然美兎は、冷たい言葉が返って来るのを覚かく悟ごしていたが、しかし二人が自分に寄越したのは、温かな苦笑だった。

　自分達を思ってくれていた事は有あり難がたいと思う。ただそのやり方は最悪で、とてもじゃないが許せない物だったから。だから美兎達は決めた。暁月にはしばらく、せいぜい反省して貰おうと。三人でそう決めて、互いに顔を見合わせたら、何だが無む性しようにおかしくて。そして、一しきり笑い合った頃ころには、もう自分達は友達になっていた。

　嘘みたいだと美兎は思う。つい先刻まで、眼の前の二人に対して、まだどこか距離を感じていたというのに。今はもう、こんなに傍そばにいるなんて。

「──良い気味よ。美兎も、あんな人と兄妹きようだいなんて、毎日大変ね」

　並んで歩く隣となり、下から問いが来た。葛葉だ。大人びた口調──だがそのどこか冷たい口調の中に、これまでにはなかった温かさを感じ、美兎は嬉しそうに眼を細める。当たり前の様にこちらを名前で呼ぶ彼女にとって、自分は特別になれたのだと。

　だから、まだ暁月の事を許すつもりはないが、少しだけ感謝をしても良いと思う。

　──自分が今、こうしてこの世界で笑顔でいられる理由は。方法はどうあれ、他ならぬ暁月がくれたものなのだから。



　美兎達を見送った後、暁月は新たに訓練の相手を探さがす事にした。彼女達がパーティ戦闘を選ぶなら、自分は別のプログラムにするべきだろう。暁月は第二闘技場に留とどまり、一対一の訓練を行う事を決定。しかし暁月にも他に、取り立てて仲が良い様なクラスメイトはいない。顔を向けると、皆みな何な故ぜか眼を逸そらす。登校初日から学校中の噂になるほど暴れ回り、さらにはその実力を示した暁月と、積極的に組みたいと思う者はいない様だった。

　……やれやれ、仕方ねえな……。

　こちらもまあ自じ業ごう自じ得とくだ。そこで、暁月は二つの選択肢を思い浮かべた。訓練したい相手と、訓練しやすい相手──そのどちらが良いかを。だが見れば、片方は既すでに相手が決まっている様だった。そこで暁月は、もう片方の人間に声を掛ける。自分とは別の理由で、独りでいた彼に。声は明るく、はっきりと呼ぶ。

「鬼塚く～ん」

「おっ──凰沢っ!?　な、何の用だ、気持ち悪い声出しやがって！」

　露ろ骨こつに警けい戒かいする鬼塚に、暁月はぷりっと首を傾げて、

「──一緒に組もう？」

「じょ、冗談じゃねえ。何で俺がお前なんかと……」

「組まねえと殺すよ」

「…………っ」

　脅きよう迫はくしてみたら、鬼塚が表情を強こわ張ばらせて身を硬かたくする。

「心配するなよ。知ってるだろ、俺はまだＡＤを使えないんだぜ？　使うのは先刻借りてきた、この練習用の模も擬ぎ剣けんだ──」

　そう言って使い古された剣けんを掲かかげ、暁月はさらに告げる。

「──それに、俺は魔ま法ほうは一いつ切さい使えないしな」

「そ、そうなのか……？」

　驚いた様に眼を丸くする鬼塚に、暁月は「ああ」と頷いて、

「だから、そんなに心配する必要はないって。どうせバベルの結界の中なんだ。怪け我がなんてしようがねえんだしさ」

「……………………」

　鬼塚はしばし無言。だが、やがて意を決した様に「解った」と頷いた。
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　間もなく、戦闘訓練が開始されようとしていた。暁月と五ｍの距離をもって向き合いながら、鬼塚は思う。予定とは異なる展開になったが、まあ良いだろうと。

　ふと視線を暁月の背後へ向ける。その先には、広い第二闘技場の側面を仕切る壁かべがあった。そして、その向こうにあるのが第一闘技場だ。そこでは恐らく、自分達の様な対戦形式の訓練を選せん択たくした者とは異なり、パーティ戦闘訓練が行われているだろう。凰沢美兎や桐元葛葉、それに五泉いずみ千影の三人もその中に含まれている。鬼塚の計算では、暁月は美兎達と組んで訓練を行うと思っていた。だから、彼にあれをぶつけようと思ったのだが。

　しかし、まあ良いと鬼塚は思う。自分は暁月の妹である凰沢美兎も、生意気なガキの桐元葛葉も、調子に乗っている五泉千影も気に入らない。せいぜい痛い目を見れば良いのだ。

　そして、鬼塚は正面の暁月に視線を移した。

「…………くあ」

　呑のん気きに欠伸あくびなどしている。鬼塚は心の中で暗く笑う。せいぜい今の内にそうしていろと。

　練習用の模擬剣の刃はは削けずられている。さらに、暁月は魔法が使えないのだ。

　それならば、幾らでも戦いようはある。

　……そう、幾らでもな……。

　だから鬼塚は、静かにその時を待つ。開始の合図が鳴る瞬間を。意識を集中させながら。



　そして無機質な機械音が、第二闘技場に鳴り響いた。それは、戦技訓練の開始を告げる合図だ。刹せつ那な、鬼塚は集中していた意識を解放。と同時。

「─────」

　ドンという重い音と共に、暁月が業ごう火かに包まれた。奇き襲しゆうともいえる先制攻こう撃げき。開始の合図が鳴る前から、鬼塚は魔法の詠唱を行っていたのだ。魔ま法ほう陣じんや防護障しよう壁へきの展開はキャンセルし、完全に不意を突いた格好。訓練──否いな、授業で行われる様なものとは思えないその攻撃に、近くでその光景を見ていた他のクラスメイトからどよめきが上がる。

「──は、はははっ、やった、やったぞ！」

　しかし鬼塚は構わない。思わず口から笑いが零れる。他人の眼など知った事か。今は、あのいけ好かない奴を倒せた事が、何よりも大切なのだ。魔法が使えないという事は、対魔法防御レ　ジ　ス　トも不可能だという事。鬼塚は確信する。これならば、一たまりもあるまいと。

　後はまだ燃え盛る炎ほのおが収まれば、気を失った暁月が姿を現すだろう。

　……無様に、地面に這はいつくばった状態でな。

　鬼塚は右の手で額を押さえながら、身体を反らして笑う。

「かはっ、ははは──」

　その眼の前で。ゴオッという音と共に、目の前の火柱が吹ふき飛とんだ。

「────っ？」

　鬼塚の意識が静止した。眼の前で起きた事が理解できなかったからだ。だが正面を見る鬼塚の眼は、確かにその光景を見る。暁月が立っていた。まるで何事もなかったかの様に。

　ふむと鼻を鳴らし、こちらを一瞥する。

「──不意打ちってアイディアは悪くないが、タイミングが見え見えじゃねえ？」

「う、うわぁぁあぁ──っ！」

　鬼塚は絶叫していた。これまでに感じた事のない様な恐怖きようふを得たからだ。咄とつ嗟さにＡＤを反応させ、鬼塚は両手に四枚ずつチャクラムを生み出すと、それを暁月へ向かって一いつ斉せいに投じた。それは空気を切きり裂さきながら、不規則な軌き道どうを描えがいて、四方八方から暁月を襲おそう。対する暁月は、スッと模擬剣を真横へ一いつ閃せんする事でこれに応じた。

「──────」

　それは、前方からの二つを同時に弾はじき、しかしそれで終わらない。弾かれた二つは暁月を逸れただけでなく、軌道を的確に変へん更こう。それぞれが左右から迫せまる二つを弾き、そして宙空でチャクラム同士の連れん鎖さ衝しよう突とつが起こる。それら全てが一瞬だ。甲かん高だかい金属音が連続し、全てのチャクラムが地面に落ちた。そして──その中心には、暁月が佇たたずんでいる。

「あ、あ、ああ──」

　最早、言葉にならない声を漏らしながら、鬼塚はよろよろと後あと退ずさった。鬼塚はようやく思い知る。眼の前に居る男は異質なのだと。生徒会と同じ様に、決して関かかわってはならない存在だったのだと。だが、もう遅い。眼前、暁月が問うて来る。

「──もう良いか？　だったら……今度はこっちから行かせて貰うぜ」

　と言った刹那。暁月が、弾かれたようにこちらへ動いた。

「────っ！」

　咄嗟の判断。半ば反射的に、鬼塚は防ぼう御ぎよのために炎の壁を自分の前方へ生み出した。

　間に合った。そう思ったと同時、炎の壁が吹き飛んでいる。暁月が剣で一閃したのだ。

　……先刻も、こうやって……っ。

　鬼塚がそう理解したのは、暁月の剣が自分へと振り下ろされる、正にその瞬間だった。



　衝しよう撃げきの余よ韻いんに、微かに震える金属音がある。透すき通る様な硬こう質しつの音を響かせるのは、暁月が振り下ろした訓練用の模擬剣だ。暁月はそれを肩に担かつぐ様に載のせ、

「おーい。大だい丈じよう夫ぶか、鬼塚？」

　嘆息混じりに見下ろすのは、地面にうつ伏ぶせになって倒れているクラスメイトの姿だ。

　完全に意識を失い、ピクリとも動かない鬼塚に、暁月は頬を掻かきながら少し後こう悔かい。まさか、こんなに簡単に決着が付いてしまうとは。呆あつ気けないにも程ほどがある。これだけで自分の訓練は終わりか、と物足りなさを覚えた暁月は、ふと気付く。

「あー、やっぱり。やっちまったか……」

　見れば、手に持っていた訓練用の模擬剣にヒビが入ってしまっていた。

　暁月は嘆息する。錬環勁氣功を使用すると、いつもこうだと。練り上げられた氣を武器に通し、身体との一体感を得る事で剣けん捌さばきは高められ、さらに氣でコーティングされた刀身は頑がん丈じようさと切れ味を増す。しかし、錬環勁氣功で強化された身体能力で使用すれば、当然剣自体にかかる負担も跳ね上あがる。その結果、武器その物が暁月の氣と身体能力──つまり、錬環勁氣功に付いて来れずに砕くだけてしまうのだ。

　……こいつが使えれば、試してみたいんだけどな。

　暁月は、自分の腕に通しているＡＤを見る。装備者の能力や資質に合わせて、最も相応ふさわしい武器を具現化する、バベルが誇ほこる魔導具を。もしも、本当にその効果が期待できるなら──それこそガリウスと戦った時と同じ様に、錬環勁氣功を使って繰り出す剣撃が使えるのだが。試しに暁月は、もう一度ＡＤへ向かって意識を集中してみる。しかし、やはり駄目。どうにも上手く行かず、ＡＤは微み塵じんも反応する事はなかった。

「……実は、壊こわれてるとかいうオチじゃないのか、これ？」

　半ば言いがかりの様に呟つぶやいた暁月は、ふと倒れた鬼塚に眼をやった。そして、鬼塚の右腕に嵌はめられているＡＤを見る。暁月は思う。自分達の訓練は終了したのだ、ちょっと拝借しても問題はないだろうと。そこで暁月は試しに鬼塚のＡＤを手に取ると、そのまま自分の右みぎ腕うでに通し、再び武器の具現化を試みる。すると、

「お……？」

　小さな変化が起きた。これまでは何の反応も示さなかったというのに、僅かだが暁月の右手に光の粒子りゆうしが漂ただよい始めたのだ。だが、やはり武器の具現化までは至らない。

　しかし、これで間ま違ちがいないと暁月は判断。取りあえず、故障していると思われる自分のＡＤを外す事にする。そして、暁月は再びチャレンジを試みた。後はとにかく、自分が上手く具現化のコツを掴むだけだと思ったからだ。しかし、暁月はすぐに怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。何故か再び、ＡＤの反応がなくなったのである。

「おいおい、ひょっとしてまた壊れたんじゃ……」

　……もしかして、問題は俺の体質か何かか？

　暁月は、自分がそんなに特異な体質だったとは思わない。もしも他人と違う所があるとすれば、それは体内で氣を練る錬環勁氣功だ。これを使用している間は、確かに普ふ通つうの人間とは異なる体質──というか状態にはなっているだろう。しかし、暁月は既に午前中の授業で錬環勁氣功を使わずに試してみたが、それでも具現化には失敗している。無論、錬環勁氣功を使用した場合も、同様に上手くいかず仕じ舞まいだった。教官は、具現化には魔ま力りよくは必要ないと言っていたが、やはり魔法が使えないというのは相当ネックになっている様だ。しかしそうなると、根本的に暁月には解決する事ができない領域の問題になってしまう。ちょっと真剣に悩なやみ始めた暁月は、

「………………ん？　いや、待てよ？」

　しかし、ふと一つの可能性に思い至った。それは先刻起きた僅かな変化が、小さな可能性。暁月はその状じよう況きようを思い出し、ふと手の中にある自分のＡＤに視線を落とした。

　その瞬間だった。隣の第一闘とう技ぎ場じようから響いて来る音があった。それは衝撃の騒そう音おんと。

　そして悲鳴だ。それを聞いた暁月は、

「何だ、あっちは随分と盛り上がってるみたいだな……。やっぱり俺も、向こうに行けば良かったかな」

　残念そうに呟くと、たった今思いついた可能性を試してみる事にした。



４



　暁月が第二闘技場で聞いた悲鳴を、第一闘技場に居た美兎は至近距離で聞いていた。鼓こ膜まくを打つ甲高い響ひびき。それはクラスメイトの女子達が漏らした感情の奔ほん流りゆうだ。

　彼女達の悲鳴の原因は眼前にある。美兎も、葛葉や千影らと共にそれを見ていた。

　視線の先にあったのは、見上げるような巨鳥の姿だ。コカトリス。体長五ｍの巨きよ大だいモンスター。それがパーティ戦闘訓練を選択した、美兎達の訓練プログラムだった。

　しかし、今上がった悲鳴は、コカトリスの巨大な姿に怯おびえたからではない。パーティ戦闘の訓練において、コカトリスはよく召しよう喚かんされるオーソドックスなモンスターだからだ。

「どうして……っ」

　美兎は表情を厳しくして、葛葉や千影と共にコカトリスから距離を取る。最早、第一闘技場の空気は、訓練のそれとは完全に異なるものになっていた。つい先刻まで、問題なく行われていたのが、まるで嘘だったかの様に。

　──訓練の開始前には、戦技教官から戦闘での注意ポイントが伝えられていた。

　本来は石化毒を持つコカトリスの性質に近い様に、嘴くちばしの攻撃を受けた場合は、一時的な麻ま痺ひの状態異常を得てしまうと。美兎を除いた、これまでに何度も実技訓練を受けているＢクラスの生徒達からしてみれば、それは最も早はや聞きき飽あきている説明だ。だから誰もが、当然の様にその点を留意し、そして戦闘訓練が開始された。

　戦闘は必然的に、美兎らクラスの女子の優位で進んだ。距離を置いて魔法士タイプが攻撃を仕し掛かけ、死角からは戦士タイプが武器による直接攻撃を行う。一ヵ所に留まらず、誰もが常に有利なポジションを模も索さくし、コカトリスを包囲しながら攻撃を繰り返す。慣れ親しんだ訓練プログラムが相手なのだ。既に必勝法は確立されている。だから、今回もまた、そのまま撃げき破はできると思われていた。

　──ところが、一定のダメージを与えた所で事態が一転した。突とつ如じよ、コカトリスの反応速度が急激に上がったのだ。最初にその餌え食じきになったのは、戦士タイプの女子二人だった。コカトリスにとって完全な死角から仕掛けた筈はずの攻撃を避けられ、さらに一瞬で背後に回られてしまってはお終しまいだ。コカトリスの巨大な前足の一いち撃げきを受けて、彼女らは呆気なく意識を失った。

「──全員、退たい避ひしろ！」

　戦技教官の判断は早かった。通常の訓練プログラムでは有り得ないコカトリスの反応に、彼はすぐさま的確に状況を理解したのだろう。ところが他のモンスターを既に倒し終えていた男子生徒数名が、教官の指示を無視して、悠ゆう然ぜんとコカトリスの前へと躍おどり出でた。代かわり映ばえしない訓練プログラムに飽きていたのだろう。自分達の全力を試せると、彼らは意気込みながらコカトリスへと向かって行った。

　──しかし、それが最悪の始まり。唱えた魔法は通じず、武器で直接斬きりかかっても、まるでダメージを与えられない。彼らはいずれも、全力なのにも拘かかわらずだ。

　そして、驚愕していた彼らに向けてそれは来た。コカトリスの嘴だ。

「く……っ」

　剣で攻撃していた男子が、バックステップでそれを避けようとして、しかし避けきれない。右みぎ肩かたに直ちよく撃げきを喰くらい、地面を転がった。砂すな煙けむりが舞まい上がる。だが意識はまだあった。

　しかし、すぐに麻痺毒が来る以上、もう戦線には復帰できないと思われた──その時だった。攻撃を受けた男子の身体が、石化を始めたのは。だから誰もが理解した。急激に上じよう昇しようしたのは速度だけではなく、コカトリスの強さそのものなのだと。そして現在が、どれ程ほど緊きん急きゆう事態なのかも。だから理解は恐怖となり、後はただ──必然の悲鳴へと繋がる。

「ど、どうなってるの、先生！」

　美兎は意識を集中しながら、背後の戦技教官へと振り向むいた。しかし、彼の方から返って来たのは、自分と同じ困惑だ。戦技教官は、プログラム制御の水すい晶しようクリスタルに指先を滑すべらせながら、

「わ、解らない！　緊急停止プログラムが作動しない。システムが完全に暴走してしまっている。恐らく、本来のコカトリスの性質を持ち、さらにより強力なステータスに設定が強制変更されているとしか……」

　信じられない様に、

「だが本来は、ダメージを受けても一時的な麻痺にしかならない筈だ。しかもそれは精神に作用する一種の催さい眠みん暗示の効果によるもので……結界自体は正常に張られているのに、こんな風に肉体へダメージが生じる筈は……っ」

「────っ」

　美兎はそれ以上、教官の言葉を聞く事を止める。彼も自分と同じで、事態を理解できていないのなら、今自分がすべき事は他にある。それは、皆みなが非難するまでの時間稼かせぎ。

「っ…………風よ！」

　美兎は集中していた魔法を発動させた。大気が呼よび掛けに応こたえ、高い天てん井じよう付近に無数の刃が生まれる。それは真空の鎌鼬かまいたち。そして聖錫を振り下ろせば、コカトリスの全身を切り刻む軌道で降り注ぐ。全てが命中。しかし、

「─────っ？」

　美兎は息を呑のんだ。風の刃が全て、コカトリスに当たったと同時に霧む散さんしたからだ。

　……足止めにもならないなんて……っ？

　だが対するコカトリスの意識は、美兎を捉とらえていた。脚あしの鋭するどい爪つめで地面を掻き、巨きよ体たいが前ぜん傾けい姿勢となって。そして──突とつ進しんが来た。その巨体からは信じられない様な速度。美兎とコカトリスの間にあった、およそ二十ｍの距離が、あっという間に無視の対象となる。

　……いけない、避けないと……っ。

　咄嗟に身構え、美兎は回かい避ひを行おうとして、しかし思い留まった。自分の隣には葛葉や千影がいて、背後には他のクラスメイトや戦技教官もいるのだ。彼女らを守らなくては。

　即そく座ざに判断を切り替かえ、美兎は魔法の詠唱に入る。ＡＤを使う事で詠唱時間は短縮できる。簡単な風の魔法なら、間に合う筈だ。美兎は、仲間と共に上空への緊きん急きゆう避ひ難なんを試みようとして──そして見た。最も早はや眼前に迫っていたコカトリスが、盛大に横方向へと転倒するのを。突進の勢いそのまま、コカトリスは美兎達の横を転がってゆく。見れば、コカトリスの右足が踏んだ地面が、数ｍの深さまで沈ちん没ぼつしていた。それはまるで落とし穴。

「……直接的な魔ま法ほう攻こう撃げきは効かない様だけど、こういう使い方なら通じるみたいね」

　しれっと葛葉が、冷たい口調で言い放つと同時。

「だったら、こういうのもありかな……」

　さらに転倒していたコカトリスの頭部を、巨大な水の塊かたまりが覆おおった。空中に生み出された球体状のプールは、コカトリスから呼吸機能を奪う。悶もだえる様に巨体を起こそうとするが、水の塊はまるで意思を持ったかの如く、コカトリスの頭部を覆ったまま離はなれない。それどころか、水の固まりはどんどんと広がり、コカトリスの全身を覆い尽つくした。それは水の牢ろうとなって、コカトリスから完全に身体の自由を奪うばう。

「お、どうやら効いてるみたいだね」

　離れた位置で狙ねらい通りだ、と千影が笑った。そして彼女はこちらを見て、

「大丈夫かい、美兎？」

「う、うん……ありがとう」

　信じられない様に、美兎は二人を見る。

　……何を、一人で頑張ろうとしてたんだろう、ボク……。

　心の何ど処こかで、勝手に自分が二人を守らなくてはと思っていた。だが、それはとんだ思い上がりだと美兎は知る。葛葉と千影は、自分と同等以上の力の担にない手てなのだと。頼れる仲間なのだと。すると二人は、

「魔法が効かないのはともかくとして、あの石化状態は深刻ね……どう思う、五泉？」

「そうだね。システムが暴走した事で、肉体へのダメージの定義が狂くるった──って所じゃないかな？」

　葛葉の問い掛けに、千影は顎あごに手をやって、

「本来の訓練プログラムのコカトリスなら、受けるのは精神的な麻痺毒の筈。だがこれは、あくまで麻痺毒が肉体的なダメージではなく、状態異常と判断されているからだ。ならば、石化もまた状態異常の一つであるとシステムが誤ご認にん識しきしたとすれば、一応の説明はつく」

「だとしたら、マズイわね……」

　と葛葉。そして背後、石化した男子生徒に眼をやった。

「仮に結界システムが、完全に石化した人間を、ただの岩だと判断したら──」

「そ、そんな……」

　美兎は思わず言葉を失う。そんな事になれば、石化した肉体諸もろ共とも粉々に吹っ飛ぶ可能性もある。そうなればもう、結界など何の意味もない。肉体ダメージ等という生易しいレベルを通り越こし、即そく死しとなるのは必定だ。

「ど、どうすれば元に戻もどせるの？」

　焦しよう燥そうを含んだ声で問う美兎に、千影は「うん」と頷うなずいて、

「いつもなら、コカトリスを倒せば訓練プログラムは終しゆう了りようとなって、麻痺毒の効果も無くなるんだけど──」

　だが、そこで言葉を途切れさせた。何事かと美兎と葛葉は、千影の視線の先を見て。

　そして気付く。

「嘘……」

　思わず、そんな呟きが口から零れる。

　水の牢に閉じ込められているコカトリスが、いつの間にか巨きよ大だい化かしていて。

　そして、こちらと眼が合った。



　美兎達が身構えたのと、他の女子が今度こそパニックによる悲鳴を上げたのと。

　そしてコカトリスが、千影が生み出した水の牢をブチ破ったのは同時だった。

「くそっ、失敗した……っ」

　己おのれの判断を呪のろう声で、千影が叫んだのを美兎は聞いた。

「奴は魔法が効かないんじゃない……魔法を吸収してたんだ」

　コカトリスの体は、最早七～八ｍ程にまで巨大化していた。凶きよう暴ぼう化か。そして石化攻撃。

　それら恐怖の象しよう徴ちようが今、眼前で膨れ上がっている。

「──────っ」

　誰もが声を上げ、その場を逃にげ出そうとする。だがその悲鳴は、コカトリスの咆ほう哮こうによって掻き消けされた。振しん動どうする大気。と同時、大きく開かれたコカトリスの翼つばさから、無数の羽が一斉に解き放たれた。風を伴ともなうその攻撃は、全方位へとコカトリスの羽を飛ばす。

「く……っ！」

　咄嗟に美兎は風の防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを展開。辛かろうじて千影や葛葉と共に防御に成功する。だが、その外では防御が間に合わず、逃げ惑まどうだけのクラスメイト達に、コカトリスの羽が容よう赦しやなく突き刺ささってゆく。そして、彼らの身体が次々に石化してゆくのを美兎達は見た。

「まさか、そんな……」

　……あの羽にも、石化の作用が？

　美兎の思考が絶望へ傾いた時だ。眼前にコカトリスが迫っていた。爪の一撃が来る。

「～～～～っ」

　鋭い爪が、風の防御結界へとぶつかった。その衝撃が、そのまま結界を展開している美兎へと伝わってくる。だが、美兎は辛うじてその衝撃に耐える事に成功した。

　自分の爪が弾かれた事に、コカトリスは早い動きで首を傾げると、そのまま攻撃を再開した。それは嘴と爪を使った、終わる事のない連撃だ。

「……っ……っ、～～～～っ！」

　美兎は必死になって、その攻撃に耐え続ける。だが、徐じよ々じよに拮きつ抗こう状態が崩くずれ、押おされ始める。コカトリスの攻撃が、段々と重みを増してきたからだ。

　……まさか、ボクの風の防ぼう御ぎよ壁へきの魔力を吸い取って……っ？

　悪い想像は的中する。コカトリスの身体が、少しずつ巨大化していた。だが、美兎には他に打つ手がない。ここでもし、風の防御壁を解いたら、今は辛うじて防げている嘴や爪の攻撃をまともに喰らう羽目になる。もし、その一撃を避けられたとしても、先刻の羽の攻撃を喰らえば、その瞬間にお終いだ。葛葉や千影も同じ考えなのか、必死に打つ手を探して堅の表情を浮かべている。だが思い悩んでいる間にも、コカトリスの攻撃は威い力りよくを増し続けていた。それと反比例する様に、美兎の身体の中からどんどん魔力は減少して。

　──そして、ついに均きん衡こう状態が崩れた。

「……あ」

　美兎の身体から、いきなり力が抜けてなくなった。魔力が尽きたのだ。同時に風の防御壁が消失。だが、コカトリスの攻撃は止まらない。頭を振り下ろす軌道で、石化の嘴が迫る。美兎にそれを防ぐ術はない。

　最早眼前。だがその瞬間、美兎の前に葛葉と千影が躍り出た。

「────っ」

「この……っ！」

　二人は同時に、土と水の壁を生み出した。それは新たな防御結界。美兎と役目を交代した形。二重構造の防御壁が、コカトリスの嘴を弾き飛ばし──

　しかし、一撃を防いだだけで砕け散ちった。

「な───？」

「嘘……」

　驚愕の声が、二人から零れる。美兎は力なく地面にへたり込んだまま、くっと唇くちびるを噛かんで悔くやんだ。この事態を招いたのは自分のせいだと。限界までコカトリスの攻撃を防ぎ続けた結果、自分の魔力の全てを吸収されてしまった。コカトリスを、ここまで強くしてしまったのは自分だ。

「二人共、逃げて……っ」

　その声は、しかし間に合わない。息を吐く暇ひますら与あたえる事なく、コカトリスの爪が来た。

　とっさに葛葉と千影が、再び防御壁を展開しようとするが一足遅い。中ちゆう途と半はん端ぱな土と水の壁は、コカトリスの攻撃を受け止めきれず、二人はそのまま吹っ飛んだ。そのまま地面を数度転がると、ピクリとも動かなくなる。受けたダメージが、精神を上回ったのだ。

「千影さん……、委員長……っ！」

　叫び、美兎は立ち上がる。だがそれは、ヨロヨロとした力のない動きだ。それでも美兎は葛葉と千影、二人を庇かばう様に立って聖錫を構えた。今や十ｍを超こえたコカトリスに、見上げる様にして対たい峙じする。初めてできた、友達なのだ。

　……やらせないよ、絶対に……。

「く……」

　手に力を込めると、脚から力が抜け、美兎は地面に膝ひざを着いた。

　だが、コカトリスは攻撃の手を緩ゆるめない。横薙なぎの軌道で、巨大な爪をこちらに振るう。

　美兎は無理を承知で、構えた聖錫でそれを受け止めようとした。絶対に諦あきらめたくない。迫り来るコカトリスの爪を、真っ向から見み据すえる。

　──と。そこへ、飛び込んでくる人ひと影かげがあった。

「────」

　刹那の時の中で、美兎は眼めをゆっくりと見開いていた。眼の前に、見覚えのある背中が現れたからだ。それはとても広く、そして逞たくましい男の背中だった。無言でありながら、しかしその背中は雄ゆう弁べんで。声より先に、告げられた言葉を美兎は確かに受け取っていた。

　──もう大だい丈じよう夫ぶだ、と。

　どこか無造作な動きで、彼が軽く左手を持ち上げたと同時。

　轟ごう音おんと共に、コカトリスの爪が受け止められていた。
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　懐なつかしい空気がある。痛い位に張りつめて、肌はだを刺す緊張感を伴う大気。

　暁月はこの空気を良く知っている。戦場の空気だ。

　左手一本でコカトリスの爪を受け止めていた暁月は、その巨体を見上げて、

「コカトリスか……鶏にわとりと蛇へびの合キ成メ獣ラだったな、お前」

　それならば、と暁月は体を捌さばきコカトリスの懐ふところへ。

　そして、右の手の平をその巨大な胴どうに当て、同時に右足で地面を踏みしめた。

「──喰らってぶっ飛べ」

　その瞬間、轟音と共にコカトリスの巨体が後方へと吹っ飛んだ。

　錬環勁氣功の発勁だ。宙を飛んだコカトリスは、勢いそのままに地面へ激げき突とつする。

　その衝撃で生じた縦たて揺ゆれに、第一闘技場全体が震えた。

　しかし暁月はそれには構わず、背後の美兎へと振り返る。

「悪い、待たせたな。まさか、トラブルとは思わなくてよ……大丈夫か？」

「あ……」

　暁月を見て安心したのか、腰の力を失った美兎が、膝から地面に崩れそうになり、

「──おっと。大丈夫か」

　暁月は、とっさに美兎を腕の中で抱き留とめると、ゆっくりと彼かの女じよを地面へと座らせる。

「随分と無理したんだろ……良く頑張ったな。良いから、後は俺に任せて休んどけ」

　そして、コカトリスへと向き直り、

「すぐに終わらせるからよ……」

「だ、駄目、一人じゃ無理だよ……何か、方法を考えて」

　荒あらい吐息で、美兎がこちらを制止して来た。しかし、暁月は首を振った。

「生あい憎にくだが、そんな時間はねえんだよ──ほれ」

「────っ？」

　暁月が左手を見せると、美兎は言葉を失った。肘ひじまで石と化した、暁月の左手を眼にしたからだ。最早コカトリスの石化効果は、嘴や羽だけでなく爪にまで及およんでいた。

　そして石化はゆっくりと、暁月の二の腕へと侵しん食しよくを始めている。本来なら、とっくに全身が石化していてもおかしくは無い状況。それを、錬環勁氣功で体内の氣を活性化させる事で、どうにか進行を遅おくらせていた。だが、それもそう長くは保たないだろう。

　時間が無い。暁月は、背後へと振り返る。すると、そんな暁月を叫び声ごえが制止した。

「──無む茶ちやは止すんだ、凰沢暁月！」

　声を上げたのは、辛うじて難を逃のがれていた戦技教官だ。

「暴走した今のプログラムには手の付けようがない。今、私の方で訓練プログラムのシステムを強制終了させる。そうすれば、コカトリスは消しよう滅めつするから──」

　しかし、暁月は首を振る。

「そいつは、止めておいた方が良いと思うぜ先生。これ以上、暴走したシステムに頼たよるなんて、そんな不確かな真似は。もしも、これ以上事態が悪化しちまったら、それこそ眼も当てられねえよ」

　そして、コカトリスへ向かって歩き出そうとして。石化を続ける左ひだり腕うでを掴まれた。

「な、何をする気なの……？」

　美兎は心配そうに。

「解ってるの？　君、魔法使えないんだよ？　ううん、ＡＤだってまだ上う手まく使えないのに……それなのに、武器も魔法も通じない相手に、一体どうするつもりさ。素す手でで攻撃なんかしたら、そこからどんどん石化しちゃう……っ」

　こちらを見上げてくる美兎に、暁月はフッと笑みを浮かべて、

「確かにな。ただ、それでも素手で戦う方法はあるさ……。けど、折角だからここは忠告に従って──使うとするか、俺の武器をよ」

　そう言って、虚こ空くうに手を伸ばした。すると、そこへ黒い光の粒子が集まってゆく。

　ＡＤが反応しているのだ。美兎が驚きに眼を見開く。

「使える……ようになってたの？　……一体どうやって？」

「俺は何もしてないさ。ただ、ちょっとばかし媒介のキャパシティを増やしただけだ」

　暁月は右腕に並ぶ、七連装のＡＤを掲げて見せた。

　──戦技教官が言っていた。ＡＤによる武器の具現化は、魔法の詠えい唱しようのイメージだと。

　だが、魔法が使えない暁月は、錬環勁氣功の要領でそれを行おうとしていた。

　……それが、まずかったなんてな。

　魔法は詠唱を行い、意識を集中する事で徐々に魔力を高めて威力を増ぞう幅ふくするものだ。つまりその発動は、魔力がミニマムの状態から始まり、徐々にその強さをＭＡＸへと膨らませてゆく。一方、暁月の錬環勁氣功は体内で既にＭＡＸ状態へ練り上げてから、体外へ解き放つというものだ。つまり、体外に出た瞬間にはもうＭＡＸの状態で。通常は、魔法の詠唱の様にローギアスタートによって発動するＡＤは、暁月の錬環勁氣功という、トップギアでのスタートに対応できなかったのである。

　……ま、抜け道みちはあったけどよ……。

　鬼塚のＡＤを試ためした際に、その可能性に気付いた暁月は、自分と同じ第二闘技場で訓練をしていたクラスメイト達から、ＡＤを借りては具現化を試していった。そうして個数を増やし続け、七つ目でついにＡＤが暁月の錬環勁氣功に追いついたのである。

「さあ、来いよ──」

　そう呟くと同時。黒い閃せん光こうと共に、暁月の武器が具現化した。

「────────」

　それは禍まが々まがしい黒の刀身を持った、異様な巨剣だった。二ｍ近くある長さに、美兎の胴よりも太い刀身は、先せん端たんが太く、中央がしなる様に少し細くなり、根元はまた太くなるという複雑な形状。そして柄えや刀身の中央には、十じゆう字じ架かや水晶球など様々な赤い意いし匠ようが散りばめられ、得も知れぬ迫はく力りよくを生み出している。

　それを眼にした者は、誰もが口を揃そろえて一言、こう称しようするだろう──《魔ま剣けん》と。

　暁月は右手一本でそれを肩に担ぐと、ゆったりとした足取りでコカトリスへと歩む。

　対するコカトリスは、突如現れた暁月を危険な障害と判断したらしい。再び石化羽での攻撃を行おうと、両の翼を大きく広げた。攻撃が来る。

「危ない、それは……っ！」

　咄嗟に、背後で美兎が叫んだ。刹那、光の線が走る。それは暁月の剣閃だ。

　そして、石化羽が放たれる事はなかった。コカトリスの両りよう翼よくが、その付け根から断たち斬られていたからだ。その激痛に、コカトリスは狂った様な咆哮を上げる。

「武器も魔法も、攻撃は全く通じなかったのに……」

　信じられない様に呟く美兎に、暁月は笑いながら、

「斬れるさ。俺の氣を刀身へ通してるんだからな」

　言いながら、暁月は自分が手にした武器を見て、改めて思う。

　……こいつは、拾い物かもな。

　真に自分に合った最高の武器というものは、生しよう涯がいを懸かけて探す物である。そして生涯を懸けたとしても、見つからない事は充じゆう分ぶんに有り得る物なのだ。それがまさかこの世界で、これだけの代しろ物ものが手に入るとは。

　──ＡＤ。装備者の能力や資質に合わせて、最も相応しい武器を具現化する装置。

　その言葉に偽いつわりがないかどうか、

「さて、いっちょ試してみるか──な」

　と同時、暁月は駆けた。右手で柄を持ち、石化した左腕で右手首を押さえ、腰こしだめに剣けん先さきを前へと向ける。それは突きの体勢だ。一方のコカトリスは、長い首をしならせて嘴を振り下ろした。その一撃は地面に激突し、轟音と共に巨大なクレーターを穿うがつ。

　だがそれは、暁月の背後の出来事だ。暁月は既に、コカトリスの胴に自身の魔剣を突き立たてていた。グッと柄を握り締しめると同時、錬環勁氣功によって全身を巡めぐらせていた氣の奔流を叩たたき込む。コカトリスではなく、黒の魔剣に対して。すると、コカトリスの巨体が一瞬、確かに膨ぼう張ちようした。

「──ふーん。悪くないな、こいつは」

　そして。暁月はコカトリスに背を向けると、ゆっくりと美兎の下へと歩き出した。

「ちょ、ちょっと！　危ないよ、そんな……っ！」

「心配いらねえよ。──もう終わったからな」

　慌てた様に叫ぶ美兎の手を取って、暁月はゆっくりと彼女を立ち上がらせる。

　そして細い腰を抱くと、背後──コカトリスへと振り返った。不敵な笑えみを浮かべて。

「あと三秒。二、一……」

　暁月がカウントダウンを口にした時──コカトリスの巨体が、ぶるりと震えた。

「──────」

　そして次の瞬間、その巨体が粉々になって吹き飛んだ。暁月が錬環勁氣功で練り上げ増幅させた自身の氣の奔流を、魔剣を通してコカトリスへとブチ込み、体内からの破は壊かいに成功したのだ。バラバラになったコカトリスの破は片へんは、地面に落ちる前に、全てが霧散して消えてゆく。訓練プログラムが終了したのだ。そして、

「──な、言っただろ？」

　笑いながらそう言って、暁月はゆっくりと左手を上げた。その手の中に、舞い上がる軌道で宙に上った、黒の魔剣が落ちてくる。そしてしっかりと柄を掴つかみ、重い大剣を受け止める事に成功した左手には最早、石化の痕あとは──微塵も残ってはいない。
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　ざわめきを残す第一闘技場を、一望できる空間がある。天井と同じ高さにある、ガラス張りの個室。そこは限られた者しか入室を許されていない、闘技場の特別観覧席だ。

　現在、その特別観覧席で事態の推移を見守っていた者達がいた。ＪＰＮバベルの生徒会メンバーだ。現在四名全員が、この場に集結して事態の推移を見守っていた。

「──そう、解りましたわ。ご苦労様。それでは、後で詳くわしく事情を訊きますので、意識が戻り次し第だい、連れん絡らくを下さいな」

　携けい帯たい電話での会話を終え、副会長の七瀬遥は小さく嘆息した。

「無事に容疑者を確保しましたわ」

「ああ……あの鬼塚って奴だろ？」

　そう聞き返したのは、書記の上うえ崎さき遼りよう平へいだ。

　──生徒会は既に、今回の事件が訓練プログラムの異常だと突き止とめていた。

　そのため、マスターキーの貸し出し記録を即座に確かく認にん。鬼塚が訓練の準備のために、マスターキーを持ち出している事は調べが付いていた。暁月との訓練で意識を失っている彼は、現在医い療りよう棟とうで治ち療りようを受けている。意識が戻り次第、詳しい事情を聞く事になるだろう。

「クラスメイトの前で、恥はじを掻かされた事への報復か。嫌だね、男の嫉しつ妬とは……下手をすれば何人死んでいたか解らねえよ。ほとんどテロだぜ、こいつは」

「そうだね……」

　静かに笑う京きよう也やの隣で、美み奈な巳みは高みから、ジッと第一闘技場を見下ろしていた。

　それに気付いた遥が声を掛ける。

「どうしましたの、美奈巳？」

「彼……やっぱり、強かったね……」

「ああ……そうだな」

　彼女の言葉に、全員が見る。凰沢暁月──ノルンが認めた真の勇者。魔法が使えないというハンデなど、まるで物ともしない体術。その体術を駆く使しして躍やく動どうする剣けん術じゆつ。さらに、ＡＤを七連装してようやく具現化する、巨大で禍々しい魔剣。そのいずれもが規格外だ。

「──ですが、我々の脅きよう威いとなる程の存在とも思えませんわね。あの程度のコカトリスなら、私達はもっと簡単に倒せますもの」

　と、遥は冷静な評価を下す。

「彼の最後の攻撃にしても、あれ位の攻撃、美奈巳なら簡単に防げますでしょう？」

「多分……」

「それに上崎の炎なら、対戦形式の訓練での先制攻撃で、決着は付いていた筈ですわ」

「そりゃ、まあな……」

　と頬ほおをポリポリとかく遼平。すると京也が口を開いた。落ち着いた声で、

「──でも、相手が違ちがうなら、彼もまた違った対応をしていた筈だよ」

「それは、そうかもしれませんが……」

　と不満そうに遥。

　しかし、遼平が頭の後ろで手を組んで、

「とはいえ、確かにあれ位ならＡクラスに居ない事もないからなぁ。少なくとも、俺らの相手になるようなレベルじゃない」

　そして生徒会メンバーは、特別観覧席から廊ろう下かへと出て行く。もうこれ以上、この場に留まる必要はないからだ。

「──あら、会長。どちらへ？」

　すると、ただ一人廊下を逆の方向へ歩み出した京也に、遥が後ろから声を掛けた。

　ああ、と京也は頷いて、

「──ちょっとね。後始末に」



　暁月がコカトリスを倒したと同時、システムは正常さを取り戻した。石化していた生徒も無事に元通りとなり、事態は完全に収束。ただし多くの生徒が意識を失ったままのため、現在は担たん架かが用意されるのを待っている状況である。

　そんな中、足早にその場を立ち去る者がいた。

　……まさか失敗するとは。

　まだ喧けん騒そうが残っている隙すきに、彼は闘技場をそっと後にした。向かう先は、バベルのあらゆる施し設せつの廃はい棄き物ぶつが集まるゴミ集積場だ。そこには、この世に存在するあらゆる物質を燃やせる焼しよう却きやく炉ろがある。彼は今、何としてもそこへ行かなければならなかった。他の者に知られてはまずい、とある物を持ってしまっていたからだ。

　……やれやれ、計算が狂った。

　まさか凰沢暁月が、あれ程までの腕の持ち主だったとは。とんだ誤算だった。

　彼は生徒玄げん関かんで自分の靴くつ箱ばこを開けた。そして、外履ばきに手を伸ばし、



「──キールームなら、向こうじゃなかったか？」



「────っ？」

　突とつ然ぜんの呼び掛けに、彼は思わず振り返っていた。そして正面、廊下に立っていた人物に、心の中で動どう揺ようを得る。一体、いつの間に追いつかれたというのか。

　そこに、凰沢暁月が立っていた。

「……どういう意味かな、凰沢君？」

　しかし、彼は一切の動揺を顔に出さずに苦笑した。

「僕ぼくは、先刻の訓練でダメージを受けすぎたのか、ちょっと気分が悪くて。医療棟に行こうとしてただけだよ？」

「そうだったのか？　でも、この本校舎にも医務室はあるぜ。気分が悪い位なら、わざわざ医療棟にまで行く必要はないだろ？」

「そうかもしれないけど……訓練プログラムの暴走で、本校舎の医い療りようスタッフはそれどころじゃないだろうと思って」

「ああ、それは確かにそうかもな……」

　凰沢暁月はそう言って、しかしそれ以上何も言わない。

　彼は、まだ凰沢暁月の真意が読めなかった。初めて会話をしたのが、よりにもよってこのタイミングとはいえ。だから問とい掛ける。

「…………どういう意味かな？」

「──ん？　何がだ？」

「先刻言ったよね、凰沢君……どうして僕が、キールームへ行く必要があるのかな？」

　すると、「ああ」と暁月は当たり前の様に、



「──だって。お前が犯人なんだろ、田中？」
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　凰沢暁月は見る。眼の前に立つ田中から、表情が消えたのを。しかし暁月は構わずに、

「実はさ。俺、何気にお前の事を気に入ってたんだ。編入した日に、鬼塚にからまれても黙って好きにさせておいて、相手にしないお前を見た時からさ」

「……苛いじめなんて、逆らうと余計酷ひどくなるもんだよ。黙ってやり過ごすのが一番さ」

「苛めなら、そうかもな……だけどよ」

　そう言って、暁月は田中の眼を見据えた。

「でもお前、鬼塚より全然強いだろ？」

「………………」

「気付いてたよ。お前が強い事は、一目見た瞬間からな。だから、鬼塚の奴にもちゃんと言っただろ、俺」

　一息。

「──自分が他人よりも強いって勘違いして、他人を見下す馬鹿だって」

　そして、自分の強さを隠かくしている田中に興味を持った。自分の強さを、自分の心の中にだけ秘ひめている様なタイプかと思ったからだ。声を掛ける事はしなかったが、どんな奴かはずっと気になっていた。もしかしたら、仲良くなれる様な気がして。

「でも、お前はそういうタイプじゃなかった。自分の実力がバレないように、完全に存在を消していた。今日の戦技訓練でも──それこそ不自然なまでにな」

　ならば、そんな真似をする目的は何か。それを考えた時に、一つの可能性が思おもい浮かんで。だから、暁月はその機会を待った。恐らくは、田中も狙っているのであろう瞬間を。

「もし、校内に反バベルのテロリストが潜入していたとして、事件を起こすのに一番良い機会は、自分の手を汚よごさず他人の行動に便乗する事だろ。プライドの高い鬼塚の事だ。絶対に俺に対して何かしてくると思ってたよ。そして、俺がそう考えるんだ。テロリストだってそう思うよな」

「……鬼塚君が君に報復するために訓練プログラムを書かき換かえたのを、僕がさらに暴走する様に上書きした、と？　でもどうやって？　君は僕がマスターキーを使ったみたいに言うけど、バベルの鍵かぎの貸し出しには全て記録が残るんだよ？」

「ああ。でも、別に必ずしも借りた奴が返へん却きやくしなくてはならない訳じゃないんだろ？　途と中ちゆうで何か、他の用事があって返せないケースもあれば、面めん倒どうだからって代わりの奴に行かせる事だってあるだろうぜ。もしくは、良かったら自分が代わりに返しに行くって言い出す奴だって居いるかもな」

　と、暁月。

「でも、もし途中で鍵を受け取ったなら、返却した際にそいつの名前が記録に残っちまう。そして、自分の存在をできるだけ隠そうとする様な奴が犯人なら、自分の足そく跡せきを残す真似はできるだけ避さけたい筈さ。だから犯人は、コカトリスを派手に暴走させて、第一闘技場だけじゃなく、第二闘技場まで滅め茶ちや苦く茶ちやにして、そのドサクサでマスターキーを鬼塚に戻すつもりだったんだろ。ところが、計画が狂った。俺が鬼塚を気絶させちまったせいで、アイツは死ぬどころか石化する事もなく、一足先に医療棟行きになっちまったからな」

　告げる。

「──だから、俺の推測だと犯人はまだ持ってる筈なんだよ。マスターキーをさ」

「……仮に君が想像している様に、僕がマスターキーを持っていたとして」

　田中は静かな声で、

「とはいえそれが、僕が訓練プログラムを暴走させた証拠しようこにはならないんじゃない？」

「確かに。普通に考えれば、鬼塚がプログラムをいじった結果、予想以上に暴走しちまったって話に落ち着くだろうな。誰だれもテロリストが絡からんでいるなんて、思わないだろうよ」

　暁月は肩を竦め、しかし表情を堅けんへと変えた。

「だが、もしも一人でもそう思う奴が居たら。そいつにその可能性を指摘されたら。バベルはその可能性を放っておかないんじゃないか？　自分達の一番の敵であるテロリスト、それも異世界帰りの奴なんざ絶対に見過ごせないだろうからな。そしてもし、訓練プログラムが二度改ざんされていた事が判明すれば、本格的な調査に乗り出す事になる。そうしたら、自分の力を隠す様な、そんな怪あやしい真似をしていた奴は疑われるんじゃねえかな」

「………………………………」

　暁月の言葉に、田中はしばし無言。だが、やがてゆっくりと溜ため息いきを吐いた。そして、

「…………仕方ないな」

　田中がそう呟いたのと同じタイミングで、

「がっ？　────っ」

　暁月は横方向へと吹っ飛ばされていた。

　宙を飛ばされながら、それでも暁月は身体を捻ひねって、着地しながら廊下を滑る。

　そして顔を上げた。

「……………………」

　靴箱と靴箱の間の通路を抜け、田中が廊下へと歩み出てくる。

　一気に開いた十ｍという距離をもって、暁月は田中と対峙した。

「────────」

　今受けた攻撃は何だったのだろう。油断していたつもりはない。不意打ちには警戒していたというのに、それでも全く反応できなかった。恐らくは魔法なのだろうが、音もなく、気配もなかった田中の攻撃に、暁月はとある可能性を思い浮かべる。

　……恐らく、空間系の魔法か……。

　魔法は何も、火、水、土、風の四大要素の属性だけではない。無論、それらが最もポピュラーではあるが、他に光や闇を操る物もあれば、中には空間や重力を操る物もある。

　しかし、神々や精せい霊れいの力を借りて発動する元素系魔法とは異なり、空間や重力を操る物理系魔法は、空間認にん識しき能力や物理法則の掌しよう握あくなど、術者自身に対する負担が大きく、シビアな意識の集中が求められる。意識の溜ためがまるで見られなかった事や、不意を突ついて背後から声を掛けた後、自然な感じで自分と話していた事を思い返し、暁月は判断する。

　その可能性は低いだろう、と。

　……だが、ゼロじゃないよな。

　暁月は、そんな僅わずかな可能性を考える。物理系魔法をノーモーションで使用する──そんな化け物じみた真似が可能な人間が、この世界に存在する可能性を。

　いる。ＪＰＮバベルの生徒会長、氷ひ神かみ京也を始めとする、現在この世界を統すべるコクーンのメンバーなら、それ位の事はやってのけるだろう。

　だが、バベルに対するテロを行おうとしていた田中が、コクーンのメンバーとは考えられない。──ならば、テロリストの中にそんな真似ができる人間は？

　それもいる。少数精せい鋭えいの有名なテロリスト集団。コクーンと同等の力を持つと言われ、軍や警察はおろか新国連やバベルですら、おいそれと手を出せないでいる組織が。

「……………………」

　暁月は、ゴクリと喉のどを鳴らした。まさか、そんな事が有り得るのだろうか？

　唇の端はしが、自然とつり上がる。笑みの形に。

「なあ、おい。まさかとは思うけどよ──」

　魔ま王おうの娘むすめの名が、妹の名と酷こく似じしていた事。ＪＰＮバベルの生徒会長、氷神京也がコクーンだった事。まるで運命の女め神がみのイタズラかの様に、暁月にとって都合良く重なってきた偶ぐう然ぜん。それが、今度もそうかもしれないという想おもいを込めて。

　凰沢暁月は問う。



「──お前、朱の黄昏か？」
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『朱あけの黄たそ昏がれ』。コクーンの理念に反発し、バベルに敵対する勢力の中で、少数精鋭ながら最強を誇るテロリスト集団。異世界からの帰き還かん者しやの中でも、メンバー全員が突出して高い力の持ち主ばかりで構成されており、現在この世界を統べているコクーンに対して唯ゆい一いつ正面から対たい抗こうできると言われている組織。

　それは、コクーンと同様に、凰沢暁月がその正体と行方を探し求めている存在だ。

　もしも田中がそうならば、暁月は果たそうとしている目的に、グっと近付ける事になる。

　暁月はＡＤに念じながら、右手を払はらう様に一閃した。闇色の輝かがやきを伴って、巨大な黒の魔剣が具現化する。その柄をきつく握にぎり締め、暁月は眼前の田中を見据えた。

　そして。

「…………驚いたな」

　暁月の問い掛けに対し、田中は──苦笑した。

　それを、正体を看破された者が浮かべる自じ嘲ちようの笑みと判断した暁月は、

「──────」

　弾かれた様に動いていた。リノリウムの床ゆかを、錬環勁氣功で蹴けったその動きは、一歩目からトップスピード。瞬く間に距離きよりを詰め、魔剣の間合いに到とう達たつする──その寸前で、

「ぐッ──っ!?」

　またしても吹っ飛ばされた。それも今度は背後からだ。衝撃を受けた肺から酸素が抜け、廊下を踏みしめる筈の足が宙を掻き、バランスを崩した暁月はたまらず前方へと倒たおれこむ。

　それでも暁月は、魔剣を手放してはいなかった。前方に吹っ飛ばされた──それは暁月の体勢を崩したと同時に、魔剣の間合いに入ったという事。奥おく歯ばを噛んで激痛に耐たえながら、暁月は魔剣を一閃。上半身と下半身を両断する軌道で、極ごく太ぶとの刀身が田中の胴へ吸い込まれ──しかし空を凪なぐ。直前で、田中の魔法攻撃が暁月の顎を下から捉えたのだ。

　脳を揺らされた。失いかけた意識の中、宙を上へ飛ばされながら、暁月は体内の氣の流れを加速化させる事で制動。そのまま神経信号を強ごう引いんに復活させ、肉体の自由を取り戻し、

「──まだだ」

　田中の短い言葉と同時に、右方向から胴へと衝撃。そのダメージを受けて、暁月は自らの肋ろつ骨こつが軋きしんだ音を聞く。

　バベルの中には結界が張られている。魔法のダメージは肉体には作用しない。だが精神はダメージを受け、痛みはそのまま感じるのだ。

「く…………っ」

　だが、耐える事はできる。暁月は廊下の壁に水平に着地。そのまま壁を床にして蹴けり、再び田中へ斬りかかる。そして魔剣の間合いに届く直前──暁月は正面の空間を斬った。

　確かな手て応ごたえが返るのと同時に、ギンという甲高い金属音を立てて何かが弾ける。

　それを見た田中が、驚いた様に眼を見開いた。対する暁月は、

「──で、次は下だろっ！」

　田中の思考を読んで魔剣を一閃。これも的中し、不可視の攻撃を散らす事に成功する。

　──先さき程ほど背後から攻撃を受けた時、それでも暁月は魔剣を振ふった。必殺の一撃。対する田中は、下からの攻撃でギリギリこれを避けた。その時の記き憶おくが、どうしても脳のう裏りに残っている筈だと暁月は推測。そのため背後や上からといった、こちらと距離が縮まる方向からの攻撃はないものと考えたのだ。

　行けると暁月は判断する。二連続で攻撃を弾いた事で、確実に田中の心に焦あせりを生じさせただろう。空間系の魔法は、冷静な状況の把は握あくと計算が必要不可欠だ。本来ならば吹き飛ばされている筈の暁月に、そのまま向かって来られれば計算は狂い、次の魔法の発動にタイムラグが生じる。

　そして既に暁月と田中との距離は、充分に縮まっていた。こちらの間合いだ。この距離とタイミングなら、全力で剣を振るえばたとえ正面から攻撃を喰らっても、後ろへ吹っ飛ぶ前にこちらの攻撃も田中に届く。だからそうした。放つのは不ふ可か避ひの渾こん身しんの一撃。

　魔剣を振りぬいた。

「────っ？」

　だが手応えがない。避けられた事を理解し、暁月は見る。眼の前に居た筈の田中が、一瞬にして前方──魔剣の間合いの遥はるか外へと移動しているのを。

　その原因は、田中が身体に纏まとっている魔法陣。しかし空間魔法の筈はない。あの一瞬、田中にそんな余よ裕ゆうはなかった筈。何よりも、攻撃を避けられる寸前──確かに風が吹いたのが何よりの証拠。あれは以前、副会長の七瀬遥が見せた風の高速移動魔法だ。

　そう思った次の瞬しゆん間かん──暁月は再び宙へと吹っ飛ばされていた。

　……どういう事だ、一体……っ!?

　辛うじて硬氣功が間に合うが、それでも思考は混乱していた。

　複数種の魔法を使う──それ自体は珍めずらしい事ではない。風の魔法が得意な美兎も、火や水の魔法もそれなりに使えるらしい。だがそれは、それらの魔法がいずれも神々や精霊の力を借りて唱えるという、魔法の構築原理が同じ元素系の魔法だからだ。

　だが、空間や重力など物理系の魔法は、そもそもの構築原理が元素系の魔法とは全く異なっている。その構築原理は独自性が高すぎるため、空間なら空間のみと単独属性しか扱あつかう事はできない。元素系の魔法と併あわせて習得する事など、それこそ不可能な筈なのに。

「それをやれるのか、朱の黄昏ってのは……っ」

「──君は勘違いをしている」

　すると、暁月の思考を読んだ様に田中が言った。

　その口調は、先程までの物とは異なり、機械的な別物だ。

「本物の朱の黄昏や、コクーンの様な化け物ならともかく。物理系と元素系、その両方を使う様な真似は自分にはできない。だが、それでも自分は君に勝つ事はできるが」

「何──……がッ？」

　告げられた真実に驚きよう愕がくした暁月は、宙でさらに衝撃を鳩尾みぞおちに受け、苦痛に顔を歪ゆがめる。

　それを見た田中は、

「やはり、副会長の攻撃を防いだ硬氣功というものは、一方向にしか使えないか。その一方向も、予想外のタイミングについては対処できない様だ。ならば──」

　……背後かッ？

　暁月は強引に身体を捻ると、背後へ向けて魔剣を水平斬ぎり。手応えと共に、甲高い音が響き──しかし、背中に直撃を喰くらう。

「──ぐああッ！　し、正面との同時攻撃だと？」

「一方向からしか攻撃できない等と、それは君の勝手な思い込みだ」

　何な故ぜなら。

「自分が生み出した風の魔法に、死角はない──」

　──そして。上下左右、前方と後方から田中の集中攻撃が始まった。

「させるかよ───っっ」

　衝撃で宙に磔はりつけにされた暁月は、必死になって魔剣を振り続ける。だが、いくら巨大な魔剣とはいえ、一本で繰くり出す剣撃で行える迎げい撃げきは限られている。普通なら一方向、タイミングが良くても二方向が限界だ。残る四方向からの攻撃は、全て直撃を許してしまう。

「…………っ、～～～～～っ！」

　田中の攻撃は決して軽い物ではない。あっという間にダメージは蓄ちく積せきされ、暁月の反応が遅れてゆく。徐々に二方向への迎撃ができなくなり、

「………………………………」

　程なくして全く反はん撃げきができなくなる。それは最も早はや、完全なサンドバッグ状態。

　そして。

「──────」

　ついに暁月の手から、魔剣が零こぼれ落おちた。それは床に激突する寸前で、闇色の粒子となって霧散した。具現化が解かれたのだ。それは意識を失ったサイン。

　それでも田中が手を緩める事はなく、攻撃は執しつ拗ように続けられた。



「これ以上は、他ほかの人間に見つかる可能性が高くなるか……」

　抵てい抗こうできなくなった暁月に対し、攻撃を続ける事──三分間。実に千発以上もの、自身が編み出したオリジナルの風の魔法──空気の圧縮弾だんによる攻撃を暁月に浴びせ続けた田中は、ようやく攻撃の手を止めた。と同時、宙の磔から解放された暁月が落下。そのまま床に激突する。

　……意外とあっけないものだな。

　最早ピクリとも動かなくなった暁月を一いち瞥べつし、田中は踵きびすを返した。

「─────ッ？」

　しかし次の瞬間、田中は弾かれた様に背後へと振り向き、そして見た。

「────遅おせえよ！」

　暁月が、こちらに向かって魔剣を振り下おろす瞬間を。

　田中はとっさに高速移動の魔法を展開。横方向へと回避する。頭上から迫っていた巨大な黒の刀身は、田中の頭を外れ──しかし左ひだり肩かたをかすめた。だがそれで充分。

「ぐっ────ッ」

　田中は激痛に顔を歪め、それでも右手で左肩を押さえて正面を見据えた。

　眼の前で、平然と佇む暁月を。

　すると暁月は魔剣をヒョイと肩に担いで、

「やっぱり早えな。大したもんだぜ、お前」

「気絶したのは演技だったのか……ＡＤによる武器まで一度消して」

「──まあ、そうでもしないと、反撃のチャンスがなさそうだったんでな」



    

  
    
      「だが、どういう事だ──」

　田中は問う。信じられない面おも持もちで。

「──あれだけ自分の魔法を喰らっておいて、どうしてまだ立ち上がれる？」

　対する暁月は肩を竦すくめた。そしてカラクリを口にする。

「硬氣功だよ」

　当たり前の様に告げてくるその口調に、田中は「馬ば鹿かな」と吐き捨すてる。

「六方向からの自分の攻撃を、君の硬氣功が防げる筈が──」

　そこまで言って、ハッとなる。まさかという想いがあった。

　そして、そんな田中が考え付いた可能性を、凰沢暁月はあっさりと口にする。



「俺の硬氣功が一方向しか防げないなんて、そんなのはお前の勝手な思い込みだろ？」
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　暁月の硬氣功は、全身に氣を巡らせ、肉体を硬こう質しつ化かする技だ。

　移動時や回避行動時では、田中が言った通り一方向にしか展開する事ができない。

　だが全く身動きを取らず、防御に徹てつしたとなれば話は別だ。全身を硬質化する事ができ、完全防御が可能となる。

「──さて、どうするよ田中？」

　暁月は、最早動かす事ができなくなった田中の左肩を見ながら、

「俺は、お前の攻撃を防ぐ事ができる。だが、お前には俺の攻撃が避けられても、防ぐ事はできない。これが、何を意味しているか解るか？」

　それはつまり、暁月には勝利か引き分けしかなく。

　そして反対に、田中には敗北か引き分けしかないという事だ。

　だがテロリストという正体を知られた田中にとって、引き分けは敗北と同じだ。

　そして膠こう着ちやく状態も、他の人間に見つかる可能性が増える以上、やはり負けとなる。

　暁月は、田中を真っ向から見据えて、

「お前の力も中々のものだが、生憎こっちはこれから、お前の言う本物の化け物に挑ちよう戦せんするつもりでな。こんな所でお前に負けて、その挑ちよう戦せん権けんを失う訳にはいかないんだよ」

「…………………………」

　対する田中は無言を返し、そして、

「……だが、それでも自分に負けはない」

　そう呟くと同時、田中の全身を包つつむ様に魔法陣が展開した。不意打ちを警けい戒かいしていた暁月は、予想外に田中が正せい攻こう法ほうで来た事に眉まゆを顰ひそめつつ、防護障壁に巻き込まれない様に背後へと飛ぶ。しかし、展開する魔法陣がどんどん増加し、折り重なって行くのを見て、暁月はその威力と範はん囲いの大きさに気が付いた。そして、田中の真の狙いにも。

「テメェ……」

　表情を厳しくした暁月に、田中は告げる。

「気が付いたようだな。そうだ、この魔法は君への攻撃ではない。このバベルの建物そのものへの攻撃だ。君なら耐える事ができるかもしれないが、他の人間はどうかな？」

「結界がある。どれだけ強力だろうと、意識を失うだけだろ……」

「その苦い表情は、解っているのだろう？　バベルの結界が守れるのは、魔法やＡＤで具現化した武器等、人から人へ与える攻撃のダメージだけだ。魔法で破壊された建物の瓦礫や破片は、それに含まれない。巻き込まれれば、当然肉体的ダメージを得るし、当たり所か悪ければ──死ぬ事だってある」

　田中の言葉に、暁月は苦い表情のまま、それでも不敵に笑って、

「それは、魔法を発動させられたら……の話だろ」

「魔法を使えない君には、防御魔法は使えない。もし使えたとしても、この魔法を防ぐ事はできない。この魔法は、この辺り一帯の空気を何万倍にも膨張させる衝しよう撃げき魔ま法ほうの一種だ。たとえ耐える事はできても、この衝撃から逃れる術はない。発動と同時に吹き飛ばされ、後はメチャクチャに破壊された建物の瓦礫の下に埋うまる事になる──他の学生も同様だ」

「自じ爆ばくテロって訳か……」

「バベルに壊かい滅めつ的てきなダメージを与える。それが自分に与えられた目的だ」

　だから。

「教室で鬼塚にやった時の様に、無理やり自分の魔法を止めるというならやってみると良い。言っておくが、自分は彼かれの様に油断はしない。君がその剣で自分を攻撃するよりも早く、この魔法を発動させる」

「どうかな……試してみるかよ？」

　暁月は魔剣を両手で持って構えた。一撃で良い。直撃を与えられれば、その瞬間に田中を止められる。だが田中の防ぼう護ごし障よう壁へきごとブッタ斬る事は可能だが、こちらの攻撃と防護障壁が拮抗している僅かな間に、田中は魔法を発動させるだろう。

　だとしたらチャンスは一瞬だ。田中が魔法を発動させるために、防護障壁を解いた瞬間を狙う。既に、錬環勁氣功で身体能力を上昇させているし、魔剣にも氣を纏わせている。

　やれる筈だ。暁月は全神経を研とぎ澄すました。田中が魔法を発動するタイミング──その気配を微塵も逃さないように。そして、

「──────っ!?」

　突如、暁月は気配を感じた。田中ではなく、第三者の気配をだ。

「なっ───っ!?」

　一いつし瞬ゆん遅おくれて、田中も気が付いた──だが、その時にはもう遅い。



「──そこまでだよ」



　キンッという甲高い音が響いたのと同時、

『────────』

　クリスタル状の氷柱。その中に、身動きはおろか瞬まばたきすらできない状態の田中がいた。

　それは正に氷の牢ろう獄ごく。暁月は気が付いている。この氷は、かつて入学検査の際に見たものより、遥かに凄すさまじい強度を持っている事を。そして、そんな真ま似ねができるのは、

「…………あんたしか、いねえよな」

　暁月は背後を振り返った。確信にも似た想いで。すると、そこには静かな笑みを湛たたえて。

　ＪＰＮバベルの生徒会長──氷神京也が立っている。



「──どうしてあんたがここに？」

「それは多分、君と同じ理由だよ……凰沢暁月君」

　そう言って京也は苦く笑しようして、

「邪じや魔まをしたかった訳ではないけれど、済まないが手を出させて貰ったよ。万が一にも、周囲に被ひ害がいを出す訳にはいかなかったからね……気に障さわったかな？」

「別に……構わないさ。あんたの言う通りだ。被害は少ない方が良い」

　そう言って、暁月は魔剣の具現化を解いた。それを見た京也は意外そうに、

「──おや、てっきり今この場には二人きりだし。先日の生徒会室の時みたいに、いきなり斬り掛かって来るのかと思ってたんだけど……違ったみたいだね」

「そいつは無理だろ。やっても良いけど、そうなりゃすぐに人が来ちまう……」

　暁月は、真っ向から京也を見据えて、

「もしもあんたと決着を付けるなら──誰にも邪魔をされない状況じゃないとな」

「成なる程……確かにそうだね」

　楽しそうに眼を細める京也に、

「──なあ」

　暁月は、何気ない口調で訊きいた。

「あんたは……本物のコクーンなんだよな？」

「ああ、そうだよ。それがどうかしたかな」

　あっさりと、自分が世界のトップの一人である事を認めた京也に、暁月は言った。

　静かな声で。自分が、帰き還かんしたこの世界で、これから何をしようとしているのかを。

「あんたのお仲間に、金色の瞳ひとみを持った男がいる筈だ。そいつに伝えてくれ」

　凰沢暁月は宣言する。

「──お前も、そして親父の事も、俺が絶対に止めてみせると」
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　アレイザードという世界において、広く布教されている宗教がある。

　聖光神アレクティアを唯一神とする、リシャル聖教だ。宗教国家アレクラスタ皇国は、このリシャル聖教の総本山である。そんなアレクラスタの皇都、空中都市アスラナーダには二つの巨大な建築物がある。一つは宗教としての象徴、リシャル聖協会の総本山。

　そしてもう一つが、国の象徴──教皇の城、グランナダ城だ。

　そんなグランナダ城の大会議堂は、荘そう厳ごんな空気に包まれていた。

　アレイザードにおける三大国家、そのトップが終結していたからだ。

　宗教国家・アレクラスタ皇国、教皇ヴォルク・レム・アレクラスタ世。

　機械軍国・ディスディア帝てい国こく、皇こう帝ていバラム・ダイ・アロン・ディスディア。

　──そして。

　魔導大国・シェルフィード王国、女王リスティ・エル・ダ・シェルフィード。

　この三国は、魔王ガリウスが率いる国家ゲイルペインに対抗するために、軍事同盟を結んでいた。現在行われている会談は、ガリウスが倒されて一週間後の今日、ようやく開かい催さいされたものだ。彼らの会談は、会議堂の中央にある巨大な円えん卓たくで行われている。

「──ふむ、どうやら大体の結論は出た様だなぁ」

　アレクラスタ皇国、教皇ヴォルク・レム・アレクラスタ世。当年とって六十八歳さいの彼は、長い顎あご鬚ひげをしごく様にしながら呟いた。細かな刺し繍しゆうが施ほどこされた、白の聖衣を身に纏ったその姿は、荘厳さよりもむしろ神聖さを強く感じさせる。

「魔王ガリウスは倒された。だが、まだ魔王軍の一部の残党に、過激な抵抗勢力が残っている。今後も、そういった残党との戦せん闘とうでは、この三国が共同戦線を張る。同時に、現在急務とされる各国の復旧には、それぞれが得意分野で協力し合うという事で、問題はないだろう──どうだ？」

　ゆっくりとしたその口調は、言葉に重みを含ふくませる。リスティは、確かな頷きを返した。

「はい。我わが国くにとしては、アレクラスタのご提案に異論はありません。アレイザードの恒こう久きゆう平和と安定のために、今後とも緊きん密みつなお付き合いをさせていただければと思います」

　落ち着いた口調と雰ふん囲い気き。この場における彼女の発言は、全すべて女王としての発言となる。そしてそれは、そのままシェルフィード王国の意として認識されるものだ。その事を、リスティはよく理解していた。

　リスティは、チラリと右を見た。ヴォルクと反対の席に座すわっているのは、ディスディア帝てい国こく皇こう帝ていのバラム・ダイ・アロン・ディスディアだ。恰かつ幅ぷくの良い身体を椅い子すに収めて座る彼は、現在瞳を閉じ、先ほどからずっと無言のままでいる。現在、会談は順調に終わりを迎むかえようとしている。だがリスティは思った。

　……どうにも嫌いやな雰囲気ね……。

　いつもならば、断固たる強い意志を込めた瞳で、熱く自らの主張を語る筈のバラムが、今日はほとんど口を開いていない。プライドの高い彼からは、信じられない様な状況。まるで、現在話している議題について等、話す価値がないと言わんばかりに。

　同じ事をヴォルクも思ったのだろう。初老の教皇は、視線をバラムへ向けて、

「どうかなバラム殿どの、ディスディアは？」

「……そうだな」

　ぽつりと呟くと、バラムは静かに瞳を開けた。

「魔王の残党に対して、協力して事に当たるというのに異論はない。だが──」

　バラムが末まつ尾びに置いたその一言に、リスティは来たなと身構える。ここからが本題なのだと。するとバラムは虚空に視線を向けて、

「つい、一週間程前の事だ。我わがディスディアに、ある情報がもたらされた」

　一息。

「行方ゆくえが解らなくなっていた、魔王の娘の所在についてだ……」

「──────」

　それを聞いたリスティは、表情を堅にする。ヴォルクもまた、スッと眼を細めた。

　魔王の遺児。その存在は、アレイザードの人間にとって大きな不安要素だからだ。

　バラムは満足そうに頷いた。

「事の重要性が理解して貰えたようで何よりだ。よって私は提案する。すぐにでも、追手を差し向けるべきだと」

「待って下さい、バラム陛下……」

　リスティが厳しい表情で窘たしなめる。

「既に、魔王軍は統とう率そつ力りよくを失っています。現在抵抗しているのは、反魔王派や魔王軍から離り脱だつした一部の勢力だけです。魔王派はいずれも魔王の死を受け入れ、ゲイルペインの深い森の中で静かに暮らしているのです。今さら、魔王の娘を捕とらえなくとも──」

「甘い考えだ。甘い考えだな、リスティ女王。そんな物は、手温ぬるいにも程がある」

　バラムは失しつ笑しようを返して、

「もし魔王の娘が健在ならば、再びその存在を寄る辺に軍勢を立て直し、魔ま族が我らに牙きばを剥むくとも知れんだろう。そうなれば多くの血が流れ、世界はまた恐おそれと悲しみに包まれる事になる。やっと訪おとずれた平和なのだ。将来には、一切の禍か根こんや遺い恨こんを残すべきではないとは考えられないかね」

「……それは、ですが……」

「──いや、確かにバラム殿の言う事も一理ある」

　言葉を濁にごしたリスティに、それまで黙だまっていたヴォルクが口を開いた。

「魔王の娘に罪はないかも知れん。だが、彼女は明らかな脅威だ。ようやく手に入れた平和を、我々は手放す訳にはいかん。障害に成り得る物は、排はい除じよすべきだろう。その事に異論はあるまい、リスティ女王？」

「…………はい」

　リスティは苦い表情で頷いた。唇を噛んだ彼女の眼前で、他の二王の会話が続く。

「それで……魔王の娘は見つかったのかね？」

　問うたヴォルクに、バラムは静かに首を振る。

「いいや、まだだ。残念ながらな……」

　何故ならば。

「情報によれば、どうやら彼女は現在、とある異世界にいるらしいのだ──」



「……ま、待って下さい」

　思わず、リスティは口を挟はさんだ。

「もしやバラム陛下は、魔王の娘が《異界の門》を渡わたったというのですか……？」

「その通りだ。彼女は《異界の門》を通り、別の世界へと逃とう亡ぼう──いや亡命した」

「まさか……有り得ません、そんな事は」

　リスティは首を振った。それは常識だからだ。アレイザードには、確かに異世界へ通ずる門がある。だがそれを、アレイザードの者が通る事はできないのだ。それは最早、物理方式と言っても良い、絶対的な真理。これにはヴォルクも鼻白んだ様に、

「どうしたものだろうなぁ、バラム殿。魔王の娘が異世界にいるという、君の持論は面おも白しろいが……如何いかんせん面おも白しろすぎる。この場において、そんな不確かな──いや荒こう唐とう無む稽けいな話をするというのは、いささからしくないと思わざるを得ないが……」

「荒唐無稽ではないとも、ヴォルク皇。私の元には、魔王の娘が《異界の門》を渡った可能性を示し唆さする情報が届いている。だからこそ、この場で発言したのだ」

　曰いわく。

「──自分の世界へと還ったはぐれ勇者が、共に魔王の娘を連れ帰ったとな」

「な──っ！」

　リスティは、カッとなって席を立った。ガタンと音を立てて、椅子が背後に倒れるが構わない。バンと円卓の上に両手を叩きつける。

「根こん拠きよのない言いがかりですね、バラム王！　一人で魔王を倒した勇者に対し、その暴言……無礼とは思わないのですか？　『はぐれ勇者』という言葉も、取り消して下さい！」

「無礼だと？　どちらが無礼だ？　たった一人で魔王を倒したと言うが、それは彼の独断専行による結果オーライではないか。本来なら、三国連合軍による共同戦線で、確実に魔王の城を落とす予定だったのだ」

「……しかし、そうなれば連合軍に大きな被害が出ていた筈です」

「かもしれん。だが、そうならなかったかもしれん。仮定の話などできんよ。もし、それを言うのなら、私はこう言おう。もし連合軍による作戦が実行されていれば、魔王を倒しただけでなく、魔王の娘を取とり逃がさずに、さらに現在ある抵抗勢力すら生まれていなかっただろうと」

「よくも、そんな……っ」

　悔くやしそうに表情を歪めるリスティを、横から静かな声が制止する。ヴォルクだ。

「リスティ女王、仮定の話に苛いら立だつ必要はないだろう。アカツキは、確かにガリウスを倒した。それは事実だ。心配せずとも、この世界のアカツキへの感謝の意が揺ゆらぐ事はない。それよりも──」

　ヴォルクは、バラムに対して問う。

「君はどう証明するつもりかね、バラム殿？　君が語ったのは、全て仮説だ。事実を語っているリスティ女王の意見を、否定できる程のものだとはとても思えないが」

　一息。

「《異界の門》は異世界の人間しか通さない。一いつ緒しよに通ろうとした所で、連れ帰る事は不可能だなぁ。もし仮に、君の仮設が正しかったとして、しかしそれをどう証明するつもりかね？　異世界へ行く事のできない我々が」

「その心配は無用だ──うってつけの者がいるのでな」

　バラムがそう言うと同時、会議堂の扉とびらを開けて、一人の青年が中へと入って来た。

　短い栗くり色いろの髪かみにブラウンの瞳。まだ幼さの残る顔に、薄うすい笑みを浮うかべている。

　青年が隣に立つと、バラムは立ち上がって彼の肩かたに手を置いた。

「紹しよう介かいしよう、彼はフィル・バーネット──」

　告げる。

「──勇者アカツキと、同じ異世界から来た青年だ」

「──────」

　眼を見開くリスティに、フィルと呼ばれた青年は小さく頭を下げる。柔やわらかな物もの腰ごしで。

「フィル・バーネットです。どうぞよろしくお願いします、リスティ女王」

「彼は二年ほど前にこのアレイザードへ召喚され、それ以来ずっと我が国くにに身を寄せていた。連合軍の魔王城の攻こう略りやく作戦が実行に移されていれば、魔王ガリウスを倒していたのは間違いなく彼だった筈だ」

　鼻を鳴らしながらバラムは言った。

「彼ならば《異界の門》を通れる。それも、元勇者アカツキのいる世界へとな。よって事の真しん偽ぎをはっきりさせるため、私は彼に魔王の娘の捜そう索さくを依い頼らいしようと思う。それならば構わぬだろう、リスティ女王？」

　さあ賭かけだ。

「──君は過去の勇者を信じ、私は未来の勇者を信じる。どちらが正しいかは、世界が教えてくれるだろう」
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　薄うす闇やみが満ちた空間があった。

　暗い室内にも拘かかわらず、そこが大きな空間である事を示す物がある。

　声だ。高い吹き抜ぬけ構造の場所でよくある、上方へと伸のびる響き。どこからともなく聞こえてくる幾いくつもの声の残ざん響きようが、その場所の広さを如によ実じつに表していた。

『──で？　今さら勇者が一人現れた位で、何でわざわざ会合を持つ必要があるんだ？』

『それも、来週にはどうせサミットで顔を合わせる、この時期に～』

『否。バベルに対する直接的なテロの件もあるのだ。捨て置く事はできまい』

『その人、ノルンチェックじゃ《真の勇者》って出たんでしょお？　びっくりですよねぇ。まるで、あたし達が偽にせ物ものの勇者みたいじゃないですかぁ？』

『……やっぱりそうなのか。俺は、俺は偽物なのか……』

『良いではないですか。我々は、我々の信ずる正義にのみ従う。それだけで充分ですよ』

『その人と解り合う事はできないんですか？　彼もまた、とある世界の勇者でしょう。もうずっと、私達の席は一つ空いています。もし彼に、その資格があるならば──』

『そうね。それについては、実際にその凰おう沢さわ暁あか月つきを見ている京きよう也やが、一番評価を下しやすい筈よ──で、どうなの実際？』

「そうですね……」

　京也は呟くように言った。

　自分と同じ、もしくはそれ以上の力を持った仲間達。今、室内にあるのは彼らの声だけだ。世界に散らばっている仲間達とのリアル回線による会合。だが、京也は知っている。

　スピーカーから漏もれ聞こえる声は、いずれも世界の頂点達なのだと。

「今回の件で、確かに彼の実力の一いつ端たんは垣かい間ま見みえましたが、残念ながら、まだ底を見せてはいない様でした。とりあえずはウチのＢクラスで、もう少し様子を見てみようと思います。果たして彼が、我々の仲間となるに相応ふさわしい力の持ち主であるかどうかの判断もね。彼を見み極きわめるのは、それからでも遅くはないでしょう」

　京也の意見に異論を唱える者はなく、そして会合は程なくして終わりを迎えた。

　次々に、メンバー達が回線を閉じてゆく。だが京也は自分の席から動かない。とある確信があるからだ。すると、一人だけ回線を切らずにいるメンバーがいた。そして、

『──この資料にある、一緒に入学する事になったという女子生徒は？』

　この議題になってから、ずっと沈ちん黙もくを守り続けていた彼からの問い掛けが来た。

　京也は静かに笑いながら、

「書類にある通りですよ。凰沢君の妹さんだそうです。彼女も中々の実力の持ち主なので、彼と同じクラスへ入れておきました。……何か、気になる事でもありましたか？」

『…………いや。問題ない』

　その冷たい反応に、京也は苦笑した。

「──ああ、そうそう。その凰沢暁月という青年から、伝言を預かってました」

　言う。

「お前も、そして親父の事も、俺が絶対に止めてみせる、だそうです」

『…………………………』

　告げた内容に返ってきた沈黙は、静けさの中に、確かな重みを湛えていた。

「どうします？　貴方あなたからも何か伝言があれば、彼に伝えますが」

『──必要ない』

　短い返答と共に、回線が切られた。そして、室内に完全な静せい寂じやくが満ちる。

　京也はやれやれと肩を竦め、しかしその唇に凄せい惨さんな笑みを浮かべた。

　……どうやら、間違いないみたいだね。

　コクーンのメンバーの経歴は、バベルにおけるトップシークレットの一つだ。たとえメンバーの一員であろうとも、他のメンバーの過去を知る事はできない。最高レベルのアクセス権を持つ京也が、バベルのネットワークデータベース『黙示録アポカリプス』を閲えつ覧らんしても、その情報を手に入れる事は不可能だ。だが、凰沢暁月から、彼の周辺に関するデータを調べる事はできる。すると、彼の周辺情報の中に、引ひっ掛かるポイントを幾つか発見する事ができた。それは、凰沢暁月の兄と父親に関する情報だ。『黙示録』内では、巧こう妙みようにそれと解らないようにデータが整理されていたが、暁月の伝言を聞いた京也だけが、その断だん片ぺん的てきな情報を繋つなぎ合あわせ、さらに展開してゆき、そして一つの真実に辿たどり着つく事ができた。

　……さて、これから彼はどうするのかな？

　想像を膨ふくらませ、京也は笑う。静かな声で。

「行方不明の父親は、世界最強のテロ集団『朱の黄昏』の創設者。そして、そんな父親を殺すべく探し続けている兄は、この世界を統べるコクーン──その実動メンバーのトップ、か……。この二人を止めるという事は、この世界を止めるというのと同義だよ。その意味が、本当に解っているのかい？　──凰沢暁月君」
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　白の色しき彩さいに統一された空間があった。無機質な清潔感と微かすかに薬品の匂においが漂ただようその場所は、ＪＰＮバベル本校舎内にある医務室だ。美み兎うは現在、暁月と二人きりでこの場所にいた。八台ある内、一番奥おくのベッドが椅子代わりだ。

　美兎はどこか咎とがめる様な口調で、

「全く、無茶な真似して……大丈夫？　痛まない？」

「ん？　ああ、これか？　別に、どうって事はねーよ」

　暁月は脇わき腹ばらに視線を落とし、フッと笑った。保険医による手当てを終えた暁月の上半身には、現在包帯が巻かれている。コカトリスの爪つめの一いち撃げきを、強引に受け止めた衝しよう撃げきによるダメージだと暁月は言っていた。本来ならば、バベルの結果内で受けたダメージを肉体が得る事はない。全て精神ダメージへと変へん換かんされ、限界を超えれば意識が失われるだけだ。だが、本来ならば気を失う様なダメージにも、精神力が強い者は耐えられる。そして痛みは感じる以上、精神は肉体に対して強く作用する。身体がダメージを受けたのだと錯さつ覚かくし、その結果精神の痛みが、肉体へとフィードバックされてしまうのだ。

　──訓練システムの異常によって生じた、コカトリスの強大化と暴走は、一応の収束をみた。しかし、コカトリスの攻撃によるダメージで、意識を飛ばした者は何人もおり、彼らはこの医務室ではなく、より本格的な治療が可能な医い療りよう棟とうへと運ばれている。本来ならば、この医務室に常じよう駐ちゆうしている筈の医療スタッフも、暁月の手当てを終えると応おう援えんに駆り出だされていた。しかし、深刻な状況に陥おちいっている生徒はおらず、いずれも状態は安定しているという。葛くず葉はや千ち影かげも怪け我がの心配はないそうだ。そして、一度は石化してしまっていた生徒についても、検査の結果問題はないと判断された。暁月がコカトリスを倒したと同時に、完全に状態異常からは回復しているという。

　しかし美兎は、ぼんやりと暁月の横顔を見た。そして思う。

　……君は、恐こわくなかったの？

　──あの時。システムを強制終了させようとした戦技教官を、暁月は制止した。自分がコカトリスを倒すから、と。そして彼は見事、あの暴走プログラムを捻じ伏ふせた。そんな暁月の判断に、先程この医務室を訪れたシステムスタッフが感謝していた。もしも、訓練プログラムが強制終了されていたら、システムが復旧するまで、石化した生徒はそのままだった可能性があった、と。美兎は確信する。暁月は、その危険性に気が付いていたのだろうと。それなのに、彼はまるで躊躇ちゆうちよする事なく、美兎をコカトリスから庇った。自身の肉体が、石になってしまう事をも厭いとわずに。だから美兎は不思議に思う。それは、この世界に連れて来られた時から、ずっと抱いだいていた疑問だ。

　……どうして君は、こんなにボクの事を守ってくれるの？

　仲間に黙って保護してくれて。自分の世界へ連れて来てくれて。

　誰にも正体を悟さとられない様に、死んだ妹と偽ってまで匿かくまってくれて……。

　美兎には、暁月の傍そばにいる理由がある。それは父ガリウスの遺志によるものだ。

　許されるならば暁月と共に生き、もし暁月が共に生きる相手として相応ふさわしくないと判断した際は、すぐにでも彼を殺すために。単に感情だけで本音を言うなら、父を殺した暁月が憎にくい。彼を殺して父の仇あだを討うてれば、どれほど良いかとも思う。

　だが私し怨えんで暁月を殺すつもりは、今はもう美兎にはない。父の最後の願いに応えるためにも、凰沢暁月という青年が、一体どういう人間なのか。きちんと見極めようと思う。

　──しかし、暁月は父に自分の事を託たくされたとはいえ、その遺志に縛しばられる義理はないのだ。なのに彼は、こうして自分の事を守ってくれている。

　父との約束を果たすためだろうか？　それとも、父を倒した事への贖しよく罪ざいのつもりなのだろうか？　想像できる理由は沢たく山さんある。それを問い掛けたいとも思う。

　……でも、きっと君は答えてくれないよね……。

　何となくではあるが、美兎には解る。暁月は恐らく、自分からその理由を口にする事はないだろうと。だが、暁月が共に生きる相手として相応しいかどうかを判断するためには、それが非常に重要になるのではないかと美兎は思う。

　……だから、ボクは知らなくちゃ。

　教えて貰う事はできなくても、自分でその答えへと至る事はできると思う。

　だから自分は凰沢暁月の傍で、凰沢美兎として、彼と彼の心を知って行こう。

　──かつてアレイザードには、暁月を勇者と呼んだ者達がいた。勇者という称号しようごうは、単に英えい雄ゆうへ与えられる物ではない。だとしたら、彼らはきっと知っていた筈なのだ。

　凰沢暁月という青年の事を。だから、自分も同じ様に彼の事を知ろう。

　そうしたら、いつか自分も同じ様に、彼の真実を知る事ができるだろうから。

「──おい」

「え…………うわっ!?」

　突然呼びかけられ、意識を正面に戻せば、眼の前に暁月の顔があった。

　驚おどろいて身を引くこちらに、暁月は嘆たん息そく。

「ったく、何をぼんやりしてんだ。人の心配する暇ひまがあったら、自分の心配をしろよ」

「え──ちょ、ちょっと！」

　美兎はいきなり腕うでを掴まれ、ベッドの暁月の上に引っ張り上げられた。

「や、やだ、離してよ……っ、ボクは別に怪我なんて」

「この嘘うそ吐つき女、隠せてるつもりか。先刻から右みぎ肩かた庇かばってるだろ。委員長や五泉いずみをコカ鳥の攻撃から守ろうとして、風の防ぼう御ぎよ壁へきを聖錫で無理やり支えてた時にやったな？」

　図星だった。

「………………うー」

「そんな恨うらみがましい眼で見ても駄だ目めだ。辛つらい時は、我が慢まんしなくて良いんだよ」

　そう言うと、そっとこちらの右みぎ肩かたに、暁月の手が触ふれてきた。

「ん…………」

　大きくて温かい手。それに包まれる様にされた美兎の肩は、微かに鈍にぶい痛みを得る。

　痛みの理由は、暁月と同じ。精神が感じた痛みを、身体が残してしまったのだ。

「…………あ」

　しかし、美兎は徐々に身体の力が抜けてゆくに連れ、痛みが治まるのを感じた。

　見れば、美兎の右肩に触れている彼の左手が、淡あわく光を放っている。

「これって……もしかして、回復魔法？」

「いいや。言っただろ、俺おれは魔法は使えない。これは、ただの手当てさ」

　と、こちらを見ないまま暁月。

「内氣功って言ってな。体内の気を活性した状態で安定させて、治ち癒ゆ力りよくを高めるのさ」

　どうだと問われたので、美兎は正直に答えた。

「痛みが消えていって、代わりに温かい感じがして、気持ち良いよ……でも」

　ジト眼で暁月を見る。

「また、人の身体の中の気を勝手にいじったりとか、変な事はしてないよね……？」

「お前な……人の親切を素す直なおに受け止めろよ──どれ、そういう事を言うなら、お前にぴったりのツボを押してやるよ──ホレ」

　そう言うや暁月は、右手の人差し指でトンとこちらの額の中央を押した。

「…………え？」

　突然の出来事に、美兎は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとして、それから、

「っわあぁぁぁ───っ、ちょ、ちょっと!?」

　慌あわてて額を押さえて絶叫。体育倉庫での悲劇を思い出し、

「何したのっ？　こ、今度はどんな鬼き畜ちくなツボを押したのさっ？」

　戦せん慄りつする美兎に、暁月は苦笑して、

「別に。単に素直になるツボだよ」

「嘘うそだっ、そんな事言って…………………………あれ？」

　一体どんな事態に陥るのかと警戒していた美兎は、しかしいつまで経たっても何も起きない事に首を傾かしげた。呆ぼう然ぜんと暁月を見ると、

「──泣いて良いぜ」

「え……？」

　思わずキョトンとする美兎に、暁月は眉まゆ尻じりを下げながら、

「俺は今、素直になるツボを押したから。だから、お前はもう泣いて良いんだ」

　囁ささやく吐と息いきの様に。

「お前さ──ガリウスが死んでからこっち、まだ一度も思い切り泣いてないだろ？」

「──────」

　美兎は大きく眼を見開いた。それは、暁月が言った事が真実だったからだ。

「……や、止めてよ……そんな、いきなり」

　美兎は解らない。何故、暁月がこんな事を言うのか。どうして思い出させるのか。

　急にそんな事を言われても。

「残ざん酷こくだよ……。ボクに、だったらボクにどうしろって言うのさ……？」

　すると暁月は静かな表情で、

「お前は……不器用だなあ」

　優やさしい指使いで、美兎は頭を撫なでられた。

「──でもな。無理に納なつ得とくして、受け入れる必要はないんだぜ。相手はここだ。ぶつけろよ。悲しみも、憎しみも、抑おさえ込んでる感情全部」

　そうだろう。

「どんな理由があっても、俺はお前の親父を殺した。お前の親父の仇なんだ」

「………………っ」

　美兎は一いつ瞬しゆん、その言葉に小さく身を震ふるわせる。すると彼は──暁月は真しん剣けんな表情で、

「前から覚かく悟ごしてたって、それでも突然だったろ。理り不ふ尽じんだったろ。大好きな父親が眼の前で殺されたんだ。だから我慢しなくて良いんだ。辛い時には、正直に辛いって言えば良い。そして──」

　一息。

「──憎い相手には、面と向かってそう言って良いんだ」

　だから、と暁月は言った。自分達は、ここからしか始められないと。互たがいにそれを認めて、その事実と向き合ってからじゃないと、一歩も前に進む事はできないと。

「きっとガリウスと約束したんだろ。俺の事を見極めるって──でもな、それは別に俺を見極めるまで、お前が感じている悲しみや憎しみを、我慢しろって意味じゃない……」

　だから。

「お前が泣きたい時。それでもお前が一人で泣けないなら、お前を泣ける様にしてやる。それができるのは、今はこの世界では俺だけだから。だから今──お前は泣いて良い」

　何故なら。

「──そのために、素直になれるツボを押したんだから」

「……あ」

　そして、美兎は突然理解した。暁月が何を言っているのかを。自分の身体には何も起きていない。暁月は、素直になれるツボを押してなどいないのだ。だが、それでも暁月は確かに、そのツボを押した。こちらの意思を無視して。体育倉庫の時と同じ様に。

　だから今、お前は泣いても良いのだと。悪いのは全て自分だからと。彼はそう言っているのだ。美兎は見る。眼の前にある暁月の顔に、かつて同じ表情をした父の面おも影かげを。

　だから、父が許してくれた気がして。

　──泣いても。

　そう想った途と端たん。

「っ────」

　ずっと堪こらえていた涙なみだが、ゆっくりと頬を零れ落ちた。

「っ…………ぅ……く…………っ」

　そして嗚お咽えつが始まれば、もう止める事はできない。

　泣く。ひたすらに。感情のままに。



    

  
    
      「──────っ」

「それで良い、そのまま……もっと沢山泣いて良いんだ」

　震える両りよう肩かたに置かれたようとした手を、美兎は強引に払った。

　そして額を暁月の肩に押し付つけると、暁月の胸を叩き始める。

「──────」

　悲しいと。苦しいと。許せないと。力を込めて叩き続ける。

　暁月は黙って、美兎の拳こぶしを受け止めていた。

　美兎の気が済むまで、ずっとそのままでいてくれた。
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　静かな呼吸がある。静寂に満ちた医務室に響ひびくのは、泣なき疲つかれた美兎の寝ね息いきだ。

　ずっと今まで張はり詰つめていた糸が、ようやく切れたのだろう。もしかしたら彼女は、この世界に来て初めてゆっくりと眠ねむれたのかもしれない。

　暁月は苦笑した。泣かせたくないのに。それでも女の涙ときちんと向き合うという事は、時に泣かせてやる事も必要とは、何とも皮肉なものだと。

　──だが、これで終わりじゃない。自分と彼女は、ここからがスタートラインだ。これから彼女は暁月の事を見極め、そして判断するだろう。だから暁月は思う。自分も急がなくてはいけない。何故なら凰沢暁月には、やらなくてはならない事があるのだから。

　だから暁月は右の拳を固く握ると、そっと静かに眼を閉じた。

　この世界と、そして遥か遠い異世界に、確かな思いを馳はせながら。



　──そして、全てはここから始まった。

　世界平和の確立という理想を謳うたい、そのために異世界帰りの子供を兵器として国家間の抑よく止し力りよくとし、戦争の道具として戦場へと送り込む『コクーン』。

　異世界からの帰還者を集めた国を新たに作るため、自分達の圧あつ倒とう的てきな力を誇こ示じし続けるテロリスト集団『朱の黄昏』。

　テロが横行し、異能の力を持った者同士が殺し合い、さらに異世界からの追手も迫せまるという、そんな血みどろの状況下。

　二つの天てん秤びんで揺れるこの世界に、静かに一人の青年が、譲ゆずれぬ想いを胸に刃やいばを向ける。



　その青年の名を──世界はすぐに知る事になる。



    

  
    
      あとがき





　この本から読み始めた方は、初めまして。前作に続いて購こう入にゆうしてくださった方は、お久しぶりです。上うえ栖す綴てつ人とです。さて、私は昔から「Ｍｙ続編」を考えるのが好きでして。知る人ぞ知るこの「Ｍｙ続編」というのは、完かん結けつした作品の続きを勝手に考えるというもので、私はよく自分の好きな作品のその後の物語を想そう像ぞうしては、一人で楽しんでました。

　そんなこんなで、結けつ構こう昔から『異世界に飛ばされた主人公の、魔王を倒たおしたその後の物語』については書いてみたかったんです。それこそプロになる前から、プロットも頭の中にあって。ただ、これがどうにも暗い話だったので、設定やプロットを大おお幅はばに変へん更こう。その結果、何とか企き画かくが通りまして、無事この作品を世に送り出す事ができました。

　作品について言げん及きゆうすると、とにかく気軽に楽しんでいただければと。異世界に召しよう喚かんされて大だい冒ぼう険けんというのは、昔から少年少女の王道的な夢シチュエーションなわけですが、本作ではその夢の続き──レベルＭＡＸで帰き還かんして元の世界で大活躍という、同じくらい心がときめく話になってますので！　単純に、その爽そう快かい感かんを堪たん能のうしていただければと思います。

　もし物語をもっと深く楽しみたいという方は、本編で断片的に紹介した情報から、主人公の暁月が異世界アレイザードへ召しよう喚かんされてから、どの様にして勇者となり、そして魔王ガリウスを倒したか──その五年間を想像してみるのも良いかと。「Ｍｙ前作」ですな。

　また、本作がシリーズ化できるかどうかはまだ未定ですが、すでに本ほん編ぺんを読み終えた方はお解わかりの通り、暁あか月つきと美み兎うの物語は、この後さらに加速度的に盛り上がっていきます。

　作者の方は、正直かなり力を入れてますので、何とか続きをお届とどけしたいと思っています。そのためには皆みなさんのご協力が必要不可欠です。ここまで読んで、まだお買い上げ頂いただけていない方は、是ぜ非ひとも本書を持ってレジでお会計を。絶対に損そんはさせませんよっ！

　では、本書にお付き合いいただいた皆様に謝しや辞じを。イラストの卵たまごの黄き身みさん。素晴らしいイラストをありがとうございます。デザイン画が上がってきた時は、メチャクチャに興こう奮ふんしました。その上、公私共々お世話になれるなんて。今後とも、どうかよろしくお願いします。そして担当様も、いつもご尽じん力りよくありがとうございます。おかげ様で最初は不ふ可か能のうと思われていた作品が、無事に形になりました。これからも、お力をお貸し下さいませ。

　そしてその他の関係者の方々と、そして何より読者の皆様に最上級の感かん謝しやを込めて。

　なるべく早い再会と、それが本作の二巻であることを祈いのりつつ。

上栖綴人



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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